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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　エトワール・ヴィオスクールは緑の多い郊こう外がいにある。エルドール事じ務む所しよが経営するアイドルの卵を育てる学園。

　そこに通うアイドルの卵を、学園では『アイチュウ』と呼んでいる。




　昼下がりの午後。プロデューサーとの打ち合わせを終えたＦ[image: ]Ｆフアイアーフエニツクスの愛あい童どう星せい夜やと湊みなと奏かな多たと御み剣つるぎ晃あきらは部屋から出る。

「あー！　プロデューサーの話が長くて、すっげー眠たかったぜ……」

「もう。プロデューサーさんが丁てい寧ねいに話してくれてたんだから、眠いなんて言っちゃダメだよ、星夜」

　前髪を三つ編みでまとめているピンク髪の少年「湊奏多」が、ツンツンとした金髪の少年「愛童星夜」を窘たしなめる。

「だけどよ、奏多。俺、授業みたいにただ話を聞くだけだと眠くなっちまうんだよなぁ」

「ふふっ。星夜はどの授業中も、ウトウトしてるもんな」

　浅黒い肌のエキゾチックな青年「御剣晃」が愛童星夜の言葉を受けて優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「あ、バレてた？」

「バレバレだよ。三期生全員、知ってる事だからね」

「ねー、ラビラビも知ってるよねー？」

　湊奏多は手に持っているうさぎのぬいぐるみ、「ラビラビ」に話し掛ける。

「くっそー！　でもさ、俺以外に眠ってる奴やつだってたくさんいるぜ！　レオン、睦む月つき、楽らくとか！　俺だけじゃないだろ？」

　愛童星夜は他の三期生の名前をツラツラと挙げていく。愛童星夜の言うメンバーは居眠りの常習犯だった。

「まあ、確かに星夜だけじゃないよね。でも、星夜以外の人も同じグループのメンバーに注意を受けてるんじゃないかな？」

「あはは！　僕と晃くんみたいにだね！」

　これ以上は反抗出来ないと悟さとった愛童星夜は唇くちびるをとがらせて「ちぇー」っと、ぼやく。

　そのとき、廊ろう下かから足音がコツコツと聞こえてくる。愛童星夜が音の聞こえた方を振り向く。歩いてきたのは愛童星夜と同じ、金髪の少年だった。愛童星夜と違うところと言えば、髪の毛はサラサラと風になびいており、静かで賢かしこそうな顔立ちをしている。

　愛童星夜は彼を見つけた瞬間、犬が飼い主にじゃれつくようにパッと笑顔になる。

「ノア!!」

「やあ、星夜。ちょうど星夜を探してたんだよ。見つかって良かった」

「俺を探してたのか？」

「ああ。これを渡したくてね」

　ノアが愛童星夜に差し出したのは馬の写真だった。

「ああ！　こいつ、もしかしてあのとき産まれた赤ちゃんか!?」

「そうだよ。ずいぶんと立派に成長しただろ？」

「すっげー！　あんなに小さかった馬がこんなに大きくなるのかぁ。すっげー、感動的だぜ！」

　愛童星夜とノアが馬の写真を見て盛り上がっている理由が湊奏多と御剣晃にはいまいち見えてこなかった。

「ノアくん、そのお馬さんって星夜も知っている事なの？」

　湊奏多は気になったのか、ノアに尋たずねる。

「ああ。この馬は星夜がまだアメリカにいたときに、一緒に出産に立ち会ったんだ」

「そうだぜ！　俺達、馬の赤ちゃんが産まれる瞬間を一緒に見てたんだよな！　いやー、それにしても懐なつかしいなぁ……」

　愛童星夜が遠くを見るような目で、当時の事を思い出しながら、嬉うれしそうに話す。

「そういえば星夜は昔、アメリカに住んでたんだよね？　ノアとは昔から仲が良かったのかな？」

「俺とノアか？　出会った頃の俺達ってお互いの事を遠目から見て知ってはいたけど、ちゃんと仲良くなったのは少ししてからだったよな？」

「ああ。星夜の言う通りだ。星夜の勘かん違ちがいがなければこうして仲良くなっていたかどうか怪あやしいね」

「いや！　勘違いがなくてもちゃんと俺達、親友になってたに決まってるだろ！」

　愛童星夜はキッパリと言い切る。愛童星夜のこういうところが、いろんな人に好かれやすい一面でもある。

「ふふっ。ありがとう、星夜」

　ノアが綺き麗れいな顔をにっこりと微笑ませ、嬉しそうにしている。

　愛童星夜はノアの笑顔を見て、懐かしい思い出をよみがえらせた。ノアと過ごした五歳から十歳のときの思い出。ノアの背はい後ごから黄おう金ごん色いろの光が差しこんだ気がした。



















【SEIYA SIDE】




　幼おさない頃に見ていたヒーローアニメ。俺が一番好きなシーンは囚とらわれのお姫様をヒーローが救う話。幼い俺は、ヒーローとは囚われているお姫様を救うものだと知った。

　だから俺はあの子を救ってあげなきゃダメだと思って行動したんだ。憧あこがれのヒーローになる為ために！




　風が吹いているわけでもないのに、カサカサと葉と葉が重なり合って植込みが揺ゆれ動く。すると、丸くて黒い物体が緑の間からガサッと差しこまれた。その物体は建物の上の方を向いていた。

「目標発見！」

　丸くて黒い物体は双そう眼がん鏡きよう。そして、それを覗のぞき見るのは短たん髪ぱつで金きん髪ぱつの男の子。名前は愛あい童どう星せい夜やと言う。

　星夜はアメリカ人と日本人から生まれた子供であり、母親が日本人だった。

　父と母はずっと日本に住んでいた。しかし、結婚してから最初の子供を授さずかったときに、父の仕事の都合によりアメリカに移住した。

　だから星夜は日本の事は父と母の話でしか知らず、実際に行った事はない。生まれも育ちもアメリカである。

　星夜は大きく綺き麗れいな青い瞳ひとみを何度もパチパチと瞬まばたかせて、見ている人物を確認していた。

「あれがお城に住んでるお姫様だな！」

　星夜が見ていたのは、二階の窓辺でずっと景色を覗いている金髪の女の子。ずっと大好きなヒーローアニメのヒーローが言っていた。

　お姫様を助けるのはヒーローの役目だと。星夜はずっとその言葉を信じている。




　俺はある日、外で走り回って遊んでいるときにお姫様の存在に気がついた。いつもぼーっと俺達が遊んでいるところを見ている事に。俺はお姫様と一度目が合った事がある。そのときは、すぐに目を逸そらされてしまい、彼女は部屋の奥に引っこんでしまった。

　ずっと気になってたけど、昨日見たヒーローアニメで気がついたんだ！　彼女は悪者に囚われたお姫様だと！

　そうと決まればやるべき事はひとつ！　俺は寝る前に倉庫から双眼鏡と縄なわ梯ばし子ごを用意してきた。本当はヒーローみたいに飛んで助けに行きたいところだが、まだまだ新米の俺にはそんなすごい事は出来なかった……。きっと大人おとなになったら出来るようになる！

　俺は双眼鏡を片付ける。そして傍そばにある二階まで葉がびっしり生えた木の根元にコソコソと近づいた。

　そして、木の幹みきにガシッと摑つかまって俺は登る。木登りはすっげー得意だ。どんな木でも登ってみせる自信がある。俺はどんどん木を登っていき、目標だった二階のベランダのある枝の方へと伝っていく。

　ベランダまでたどり着いてようやく足を床に着ける。窓の死角となる部分に降り立った。

　お姫様の方はまだ俺の存在に気がついていないようだ。俺はどうやって彼女に話しかけようかなと迷う。いきなり飛び出すと驚おどろいて泣くかも……。いや、変な奴やつだと思って怯おびえちゃうかもしれない。

　そうだ！　確かヒーローは助けるときにいつも手を差し伸べていた。あとは「やあ！」と笑顔で声をかけていたような気がする。きっとこれならお姫様も怖くないだろう！

　俺はイメージ通りに窓の方に向かってガラス越しのお姫様に声をかける！

「やあ！　俺はヒーローだ！　助けにきてやったぜ！」

　窓越しに見つめるお姫様は突然現れた俺にとても驚いて目を見開いていた。

（やべっ！　やっぱり驚いたか！）

　登場の仕方を失敗したかと俺は焦あせり周りをきょろきょろと見回す。そして固まっているお姫様に向かってとりあえず、謝あやまる事にした。

「ごめん！　急に現れて──」

　窓越しだった事を忘れて思い切り頭を下げてガラスとごっつんこしてしまう。

「イッタ─！！！」

　俺はぶつけた頭を抱かかえる。あまりの痛みに悶もだえていた。しばらく悶えていると、頭上からクスクスという笑い声が聞こえてくる。俺は顔を上げてお姫様を見た。今まで見たお姫様の顔は無表情だった。それが今、とても可か愛わいい笑顔で笑っていた。

　俺はドキドキが収まらなかった。姉あね貴きや母さんや友達の女の子達が笑うときには感じないドキドキだ。俺はそのままお姫様の事を見つめ続ける。

　笑いが落ち着いたお姫様は窓ガラスを開ける。やっと遮さえぎるものが何もない状態で対面する事が出来た。

「君はいつも外で遊んでる子だよね？」

　初めて話すお姫様の存在に俺は興こう奮ふんする。

「俺は正義のヒーローなんだ！　お前、悪者に囚われてるお姫様だろ？」

「お姫様？」

「そうだ！　俺と一緒に外の世界に行こう！　大丈夫！　俺、ちゃんと用意してきたからな！」

　俺は肩にかけて持ってきた縄梯子をベランダの支し柱ちゆうにくくりつける。そして余った部分をベランダの外に放り投げた。縄梯子はちょうど地面に着かないくらいスレスレのところまで下がった。

　俺はお姫様の手を引っ張り、縄梯子のところまで案内する。

「この梯子を伝っていけば、ここから脱出出来るぜ！」

「え？　この縄梯子を下りなきゃいけないの？」

　お姫様は不安そうな顔をしている。俺はそんな顔をさせないようにお姫様を安心させる。

「大丈夫！　俺が先に下りてお姫様が落ちてもちゃんと受け止められるようにするから！　さあ、悪者に見つかる前に早く行こうぜ！」

　俺は先にベランダの柵さくを登り、縄梯子で下りていく。そして地面に下り立ち、お姫様のいる二階を見上げる。

　お姫様も俺の様よう子すを眺ながめているようだ。

「ほら、お姫様！　その縄梯子を下りて来いよ！　俺がちゃんと受け止めてやるから！」

　お姫様は下りるべきか迷っていたが、俺が手を差し伸べるとやっと決意したのか、自みずからおそるおそる縄梯子を下りてくる。

　ゆっくりと下りて、やっともう少しで地面に足が着く。お姫様は下りる瞬間、「えいっ！」と言いながらジャンプする。

　俺はお姫様が転ばないように手を差し伸ばして支えようとした。だけど、思っていた以上にお姫様の勢いが強く、一緒に地面に倒れてしまった。そのまま植込みの方に倒れた所せ為いで二人とも髪の毛や服に葉っぱがつく。

　起き上がった瞬間、お互いの姿を見て笑い合う。

「お姫様！　俺のお気に入りの場所があるんだ！　案内するから行こう！」

「うん！」

　俺とお姫様は手を繫つないで、走り出す。あまり走るペースが速いとお姫様が転んでしまうかもしれない。そう思って俺はいつもより走りすぎないようにペースを落とす。いつもはこんなふうに誰かに合わせた事はなかった。

　お姫様と繫ぐ手から熱が伝わってきて、先ほどからのドキドキが収まらない。俺とお姫様はそのままお気に入りの場所まで走っていく。




　俺が連れて来た場所はライ麦むぎ畑ばたけ。ちょうど夕方になった所為か暖あたたかいオレンジ色の光がライ麦にあたって黄おう金ごんのように輝かがやいている。

　連れて来たお姫様はあまり走り慣れていないようで、息を整えていた。

「はあ……はあ……。ごめんね。普段、あまり走り慣れてないから……」

「こっちこそ、無理に走らせてごめんな！　俺のペース速かったか？」

「君、いつもはもっと足が速いよね。ペースを合わせてくれて、ありがとう」

　お姫様が笑顔でお礼を言ってくれた。

「へへん！　俺は正義のヒーローだからな！　女の子に優しくするのは当たり前だ！」

「女の子……。ねえ、ボ──」

「あのさ！　ここ、俺のお気に入りの場所なんだ！　すっげー綺麗なところだろ！」

　俺は腕うでを広げてお姫様にこの景色を教える。お姫様は辺り一面を見渡す。

「うん、すごいね!!」

「だろ！　でも一番のオススメの見方は……こうだ！」

　俺は手を広げたまま、後ろから地面に倒れる。

　ふわふわとした草が俺の身体からだを受け止める。

「だ、大丈夫!?　もしかしてどこか悪いの？」

「違う、違う！　こうやって寝そべる事でしか見れない景色があるんだよ！　ほら、お姫様もやってみなよ！」

「う、うん……」

　お姫様は一旦、地面に座ってから寝そべる。そして、そのまま空を見上げると感かん極きわまったように口を大きく開けて驚く。

「うわぁ!!　すごい……辺り一面、黄金色の景色だ……」

　そう。夕方のこの時間は夕焼けで赤一色になる。その光に照らされて、より黄金に近い状態でライ麦は輝くのだった。

　ちょうど風も少し吹き始めて、ライ麦がそよそよと揺れる。

「こんな綺麗な景色、初めて見たよ」

「へへっ！　喜んでもらえて嬉うれしいぜ！　お姫様をここに案内して正解だった！」

　俺は嬉しくて寝そべったまま、お姫様の方を振り向く。お姫様は俺の顔をじっと見ている。

「君の瞳はこの景色とは反対に青いんだね」

「あ、わりぃ。せっかく綺麗な景色を見せていたのに、急に違う色を見せちまって……」

　お姫様が言った言葉に気き遣づかって俺は顔を急いで背そむける。

「ううん、違う！　……このライ麦みたいにとてもキラキラと輝いていて綺麗だなって思ったんだ。今まで窓越しから見ていたから全く気づかなかった……」

　お姫様が喜んでくれていると知って、俺はもう一度お姫様の方を振り返る。お姫様は先ほどから何度も見せてくれる優しい笑顔を俺に向けてくれた。

「そっか。だったら、これからはいつだって見れるぜ！　どうやら悪者も追ってこないみたいだしな！」

　俺は照てれくさい気持ちを隠かくす為、起き上がる。

「だけど、綺麗な景色を見たままでは終わらないぜ！　こういう広いところで出来る事はまだあるんだ！」

「何があるの？」

「歌を歌うんだ！」

　そして、俺は息を大きく吸って空に向かって歌い始める。ここに来ると俺はいつも歌う。歌はもともと大好きだった。特に外で歌うと自分の歌が見知らぬ誰かの元まで届くんじゃないかと思えるときがある。

　ヒーローだって俺みたいにはきっと歌えないはずだ。これは俺にしか出来ない。唯ゆい一いつ、ヒーローには出来ないであろうこの特技が俺の自じ慢まんだった。

　俺は歌い終わる。気持ちよく歌ってた所為で目を閉じていたようだ。何も見えない中、パチパチと音が聞こえてくる。

　俺は目を開き、お姫様を見た。いつの間にかお姫様は起き上がり、興奮したのか頰ほおを赤らめて今日一番の笑顔を俺に向けている。

「すごい！　今の民みん謡ようの『黄色いリボン』だよね！　何度かピアノで弾ひいた事があるよ！　歌でも歌う事が出来るんだね！　いいなぁ、歌ってみたいなぁ！」

　お姫様はキラキラと目を輝かせて俺を見つめた。

「だったら、次は一緒に歌おうぜ！　ここでなら、たくさん練習する事も出来るだろ？」

「教えてくれるの？」

「もちろんだ！」

　お姫様は俺の答えを聞くと満足そうな笑顔で「うん」と頷うなずく。

「あ、でもこれからは窓から迎えに来なくても大丈夫だよ？　今日も普通に玄げん関かんから来てくれれば良かったのに……」

「へ？」

　お姫様から予想外な事を言われて、俺はついマヌケな声をもらす。

「いや、だってお姫様は悪者に囚われているんだろ？　玄関から迎えに行ったら悪者に捕つかまっちまうじゃん」

「えっと……君はどうしてそう思うんだい？」

「だって俺の憧れのヒーローは悪者に囚われているお姫様を救うために、悪者を退治したんだぜ！　俺はまだそこまでの力がないから窓から救うのが一番安全なんだよ！」

　俺はお姫様に当たり前だろと説明する。

「そうなの？」

「そうなんだ！　テレビで見たからな！」

　お姫様の疑問に俺は堂々と言い切る。お姫様は視線を逸らして何か考えている様子を見せる。

「君は多分勘かん違ちがいしていると思うよ」

「ヒーローの事をか？　そんな事ないぜ！　ヒーローの言う事は正しい！」

　俺は憧れのヒーローについて否定されたのが悲しくなり、思わず条件反射で答える。

「いや、ヒーローの事じゃなくてさ。ボクは別に囚われてないから……それから──」

　お姫様は困こまったように笑いながら、こちらを見る。

「ボクは男だから『お姫様』なんかじゃないよ？」

「へ？　お姫様じゃ……ない？」

　彼女の口から「男」であると言われた。確かに、自分の事を「ボク」と言っている。俺は上から下までじっくり見たが、本当に男かどうか信じられずにいた。

「正しよう真しん正しよう銘めい、君と同じ男だよ。だからお姫様扱いは嫌いやだよ」

　彼女……いや、彼は笑顔でハッキリと答える。こんなに可愛い笑顔を向けてくれるのに男だなんて信じられない。先ほどまでドキドキしていた気持ちが別の意味でドキドキしてきた。

　男であるという事実に俺はその場に崩くずれ落ちる。彼は俺の様子を見てクスクスと笑っている。そして、俺の目線に合わせて彼も座りこむ。

「ボクの名前はノア。君の名前を教えてくれないか？」

　そこで俺は彼と自己紹介もまだだった事を思い出す。俺は立ち上がり、彼を見る。

「俺の名前は愛童星夜だ！　星夜って呼んでくれ！　あと、女の子だと勘違いして悪かっ──」

　思い切り頭を下げた瞬間、また頭に痛みが走る。

「～～～～っ!!」

　俺は再び屈かがんで痛みに悶える。痛みをこらえてチラリと目を向けるとノアも同じように痛がっていた。どうやら、ノアが立ち上がろうとして、ちょうど頭をぶつけ合ったみたいだ。

　ノアもやっと痛みが治まってきたのか涙目のままこちらをチラリと窺うかがう。お互いに目が合い、同じポーズのまま固まっている。しかも涙目の状態で。

「……ぷっ！　ははは！」

「っ、ふふっ！　おかしいや！」

　ライ麦畑の真ん中で初めて話す事が出来た友人と笑い合う。これが俺とノアの最初の出会いだった。




　それから、ノアとは毎日飽あきもせず遊ぶ仲となっていった。後から知った事だけどノアの家はとてもお金持ちらしい。どうりであんな城みたいな家に住んでるんだと納得した。

　いつも俺を出迎えてくれるのは執しつ事じのセバスチャン。白しろ髭ひげを生やし、メガネをかけたいかにも執事という見た目だ。ノアの両親は仕事が忙いそがしいらしくあまり家にいないみたいだ。

　だから、いつも俺達の面倒はセバスチャンが見てくれている。今日もセバスチャンを交えて俺とノアは楽しく遊んでいた。

「ノア坊ぼつちゃーん！　星夜坊ちゃーん！　どこに隠れていらっしゃいますかー！」

　セバスチャンが大階段のある一階のフロアで俺達の名前を呼びながら歩いている。

「しーっ！　ノア……返事しちゃダメだぞ」

「ふふっ。わかってるよ、星夜」

　大階段の手すりの陰に二人で隠れながらセバスチャンの様子を見て小声で話して笑う。

「聞いて、星夜。実は今晩にでも祖そ父ふの飼っている馬から赤ちゃんが産まれるんだよ！」

「そうなのか!?　すっげーなぁ！」

「うん！　すごいでしょ？」

　ノアは嬉しそうに俺に教えてくれる。ノアは馬の事が大好きみたいで、よく馬の話をしてくれる。たまに馬小屋に連れて行ってもらって、遠目から少し見る事もあった。

「今晩、馬の赤ちゃんが産まれるところを見る予定なんだ。ボク、赤ちゃんが産まれるところなんて初めて見る事になるからドキドキするなぁ」

「いいなー！　俺も見てみたいなぁ」

　ノアが楽しそうに話す姿を見て、俺も見てみたくなる。

「それじゃあ、今日はボクの家に泊まりなよ！　きっとセバスチャンも『いいよ』って言ってくれるよ！」

「本当か!?　よっしゃー!!」

　俺はあまりの嬉しさに大きな声を出して喜ぶ。

「では、星夜坊ちゃんのご家族に連絡しないといけませんな……」

「おう！　早速連絡を……って、セバスチャン！」

「見つけましたよ、坊ちゃん方」

「あはは……見つかっちゃったみたいだね……」

　いつの間にかセバスチャンが俺達の背はい後ごに立っていた。

「もう十五時なので、おやつでも如何いかがですかな？　星夜坊ちゃんがお気に召しそうなケーキがございますよ」

「やったー！　ケーキだー!!」

「ありがとう、セバスチャン！」

「はい。では、参まいりましょうか」

　セバスチャンには見つかってしまったが、俺は美お味いしいケーキを食べながらノアの家に泊まれる事を楽しみにしていた。




　真夜中、深夜零れい時。いつもなら絶対に寝ている時間だが、今日だけは馬の出産の現場に立ち会うために起きている。そしてまさに今。馬小屋を訪おとずれて大人達と馬の出産を見ていた。

「この馬、初めての出産だから手こずるぞ！」

「肢あしはまだ見えないのか？」

「獣じゆう医いが今様子を見てるから少し待て！」

　大人達は真剣に話し合う。馬もとても苦しそうに力んでいた。そんな姿に俺達はハラハラしながら様子を見る。

「ちゃ、ちゃんと産まれるかな？」

「う、産まれるさ！　大人がこんだけ集まってんだからきっと大丈夫！」

　ノアに向けて言ったセリフはまるで自分自身を大丈夫だと励はげますような感じに聞こえた。

「こんな辛つらそうな姿を今まで見た事がないよ。もしかして死んじゃうんじゃ……！」

　ノアはどんどん声がか細くなっていく。そして俯うつむき涙が零こぼれそうになっていた。

「大丈夫だ、ノア！」

　俺はノアの手をギュッと握にぎって励ます。ノアは俯いていた顔を上げて俺を見る。

「この馬だって頑がん張ばって産みたいってきっと思ってるに違いないんだからさ。泣いてる暇ひまがあったら応援してあげようぜ！」

「星夜……。うん！」

　ノアはまた馬の方を真剣に見る。馬は相変わらず辛そうにしているが、我わが子この為に必死に耐たえている。

「やっと前まえ肢あしが見えてきたようだ！」

「頑張れ！　もうちょっとで産まれるぞ！」

「頑張って！　もう少しだよ！」

　俺とノアは馬に向かって頑張れと励ます。横になってもがき続ける馬の方も最後のひと踏ふん張りだと言わんばかりに大きく唸うなり声をあげる。すると、一気に赤ちゃんの前肢からその先までズルッと落ちる。透とう明めいな膜まくに包まれた物体は、赤ちゃんに間違いなかった。

「やったぜ、ノア！」

　俺は嬉しさのあまり、ノアにギュッと抱だきつく。ノアも嬉しいのか、そのまま抱き返してくれた。

「うん！　産まれたね！　すごい……すごいよね！」

　馬はノソノソと体勢を変えて顔を赤ちゃんの方に向ける。そしてペロペロと赤ちゃんを舐なめて温めている。大人達は産後の世話もあり、まだ忙しなく馬の周りを動いていた。

　安心した俺とノアは傍にあった干し草の上に座りこむ。そこでやっとお互いに手を強く握りしめ合っていた事に気がついた。

　俺もノアもそれだけ、馬と同じように必死で見守っていたのだろう。俺達は見つめ合ってお互いに「良かったね」と微笑ほほえみ合う。




　産後の状況も無事に安定して大人達はやっと肩の力を抜く。大人達の元にセバスチャンが温かいコーヒーと綺麗なタオルを持って寄って来た。

「みなさま、お疲れ様でございます。あれ？　……坊ちゃん達はどこでしょう？」

　馬の助産作業に夢中でノアと星夜の事をすっかり忘れていた大人達は辺りを見渡す。

「おや……これは、まあ。なんて微笑ましいんでしょうか」

　ノアと星夜はすぐに見つかった。二人は干し草の上に横たわり仲良く眠っていた。お互いに握った手を離さずにいる。大人達はそんな二人の様子を優しい眼まな差ざしで見つめている。
















「こんなところで寝ねては風か邪ぜをひいてしまうかもしれません……。若い執事を呼んで二人を寝ね床どこまで運ばせましょう」

　セバスチャンは早速、若い者を呼びに行く為、屋敷へと戻っていく。ノアと星夜は寒いのか、お互いの体温を求めて身を寄せ合う。

　先ほど産まれた赤ちゃんは黒こく曜よう石せきのような黒い瞳でノアと星夜をじっと見つめている。その目はまるで、先ほどノアと星夜が産まれてくる赤ちゃんを見守っていたときのように優しくて温かい瞳をしていた。










【NOAH SIDE】




　ボクは初めて星夜に会ったとき、いつも窓越しから見ていた少年である事にすぐに気がついた。いきなり現れた彼はボクに向かって「ヒーローだ！　助けに来てやったぜ！」と言っていた。正直、驚いたというよりも呆あきれてしまったという方が大きかった。

　その後、彼にお気に入りの場所だと連れて行ってもらったライ麦畑。ボクは見た事のない景色に圧倒された。ライ麦畑の存在はもちろん知ってはいたが、彼に言われるまで意識してその景色を見た事がなかった。

　彼が綺麗だと言ったものは全て綺麗に見えてしまう魔法がかかっているのではと勘違いしてしまうくらいに、今までボクが抱いだいた事のない感動を与えられた。

　そのとき見た黄金色の光と彼の青い瞳は今でも忘れられない。

　そして、馬の赤ちゃんの出産に一緒に立ち会ったときの事。辛そうな母馬を見ていられなくなったボクに彼は勇気をくれた。

　そのときボクは彼が本物のヒーローなのかもしれないとやっと思い始める。本当はヒーローなんて世の中にいやしない。だけど、ボクにとってヒーローに近しい存在は誰かと問われればそれは「星夜」だと間違いなく答える事が出来るだろう。




　あれから、月日はどんどん流れた。当時五歳だった星夜とボクは十歳となり背せ丈たけもずいぶんと成長していた。ボクは家庭教師の元、自宅で勉強に励んでいた。しかし、今日は全然身が入らなくて先生にも怒おこられてばかり。ふだん怒られるような事なんてしないボクだけどこの日だけはある悩みに苛さいなまれていた。

「星夜ってば、最近余よ所そ余よ所そしいんだよなぁ……」

　ボクの瞳や表情に暗い影が落ちる。そりゃあ、昔に比べたら星夜と毎日遊ぶという事はなくなった。それでも週に一回は必ず遊んではいたのだ。

　それなのに、その星夜がここ何週間か姿を現さない。今までは家庭教師と勉強中だろうがなんだろうが、ボクの部屋のドアをノックなしに開けて「ノアー!!」と大きな声で呼んでいた。その声ももう全く聞いていない。

　もしかして自分は星夜に嫌きらわれるような事をしてしまったのだろうか。そう思うと悲しくて涙が零れそうになる。

　ドアからノックの音が聞こえる。おそらく、セバスチャンが紅茶でも持ってきたのだろう。ボクは零れそうな涙を手の甲こうで拭ぬぐって、入るように促うながす。

　セバスチャンがゆっくりとドアを開けて入って来る。やっぱり紅茶を持ってきてくれたようだ。

「坊ちゃま。紅茶をお持ちしました。今日はダージリンにリンゴの皮を浸ひたして入れておりますので、香りをお楽しみいただけます」

「セバスチャン、ありがとう。そこに置いてくれ」

　ボクはセバスチャンに指示して紅茶を机つくえに置いてもらう。セバスチャンはティーセットを机に置き、ポットを持ち上げティーカップに優ゆう雅がに注いでいく。

　セバスチャンが紅茶を淹いれた瞬間、リンゴの香りが広がっていく。ボクはその香りを嗅かいで先ほどまで荒れていた心を落ち着かせる。

「そういえば、ここ最近星夜坊ちゃんの御お姿すがたを見かけませんね。珍めずらしい事です」

「っ!?」

　落ち着かせたはずの心がまた荒んでいくのがわかる。セバスチャンもやはり不ふ思し議ぎに感じていたようだ。

　ボクは不安そうな顔をしていたのだろうか、セバスチャンからアドバイスをされる。

「坊ちゃん。何か言いたい事があるときは溜ためこんではいけません。時機を逃のがして一生口を閉ざしたままだといずれ後こう悔かいしますよ」

　セバスチャンはそう言ってボクに紅茶の入ったティーカップを渡す。紅茶を受け取ったボクは紅茶の水面に映る自分の顔を覗き見る。

　なんと情なさけない表情だろうか。

「でも、星夜にそんな事を直接言ってしまって嫌われないかな……。ボクは星夜に嫌われたくないんだよ」

　星夜はボクにとって唯一の友達だった。この地域はあまり子供の数が多くない。さらに自分の家は他の家よりも大きいから、みんな近づきがたいようだ。

　だけど、星夜だけは違った。いつもボクの事を親友として扱ってくれていた。

　そんな星夜に嫌われてしまったらもう立ち直れないんじゃないかと思ってしまうくらいにはショックな事だ。

「星夜坊ちゃんに限って坊ちゃんを嫌うなんて事はあり得ませんよ。幼い頃からお二人を見守り続けていた私が言うのですから間違いございません」

「セバスチャン……」

　セバスチャンが言ってくれた言葉が励みとなる。ボクは星夜と話すことを決意する。そしてやっとセバスチャンが淹れてくれた紅茶に口をつける。うん、相変わらずセバスチャンが淹れてくれた紅茶はとても美味しい！

「セバスチャン。この後、少し外に出てくるね」

「はい、坊ちゃん。遅くならないようお気をつけてお出かけくださいませ」

　紅茶の湯ゆ気げがふわふわと立ち上っていく。そしてボクは窓に近寄り景色を眺める。初めて出会ったときの星夜の瞳のように空は青く、とても良い天気だ。




　オレンジ色の光がどこまでも続いている。ボクは以前、星夜に連れてきてもらったライ麦畑を訪れる。きっと星夜はここにいるのではないかという予感があった。

　ライ麦畑の中をどんどん進んでいく。中央の方に一カ所だけライ麦の生えていない部分があった。広大な面積なので、休憩場所として作られた部分なのかもしれない。

　ボクと星夜はよくそこで話をしていた。ライ麦畑の中央にたどり着くとそこには星夜が寝転がっていた。ボクの想像していた通り、星夜はここを訪れていた。

「星夜……」

　ボクが名前を呼ぶと星夜は驚いてすぐさま上半身を起き上がらせる。どうやら学校帰りだったようでかばんを枕まくら代がわりにしていたようだ。

「ノア！　何で、ここに……」

「何でって、ボクがここに来たらダメなのかい？」

　ボクに会うとは思っていなかったのだろう。星夜がこの場所を教えたのだからボクが来ても何も不思議な事はない。そういう気持ちも含めて星夜に答える。

　星夜も意い図とはわかったのか、とても困ったような悲しい表情をしていた。

（ああ。こんなにも悲しい表情をするなんて……やっぱりボクが知らない間に星夜を傷つけるような事をしてしまったのだろうか……）

　星夜の顔を見て、ボクはとても胸が痛くなる。ボクが顔を見せただけで、こんなにも悲しい顔をするなんてよっぽどな理由があるのだろう。

「ねえ……星夜。どうして最近ボクの家に遊びに来なくなったんだ？」

「……ちょっと学校の方が忙しくてさ。なかなか遊べなくてごめんな？」

　星夜は明らかにウソをついていた。星夜はウソをつくとき絶対にこちらと目を合わせない。本音で話すときはいつも青い瞳をこちらに向けてくるのだ。

「星夜。もしかして、ボクは知らないうちに星夜の事を傷つけてたのかな……」

　ズルい言い方をしている事は自覚している。思った通り星夜は顔を上げてボクを見る。罪ざい悪あく感かんに満ち溢あふれたそんなヒドイ顔をしている。

（ボクはすごく……すごく嫌な奴だ。だけど、こうでもしないと星夜の本音が聞けないかもしれない……）

　星夜の性格を知っていながらこんなふうに質問してしまう自分に嫌けん悪お感かんを抱く。星夜にはきっとボクが傷ついているように見えているだろう。だが、実際は自分を軽けい蔑べつしている顔なんだ。

　案の定、星夜はボクを見て、どんどん泣きそうになっていった。ボクはギュッと拳こぶしを握りしめて星夜に懇こん願がんする。

「星夜。お願いだ……。言いたい事があるなら話してほしい」

「っ……！」

　星夜は何かを言いたそうに一度口を開く。しかし、言葉を飲みこみ涙をボロボロと流していた。星夜が泣く姿を見るのは初めてでボクは驚きよう愕がくした。

「ヒーローは人前じゃ泣かないんだ」と嬉しそうによく話していた。その星夜が今、目の前でボロボロと涙を零している。

「俺……っ、俺、ノアとお別れしなくちゃいけないんだ！」

「お別……れ？」

　星夜の口からお別れという言葉が出てくる。ボクはその言葉を反はん芻すうしてどういう意味かを考える。いや、本当は考えたくない。だけど、星夜の言っているお別れはきっとその通りの意味なのだろう。でなければ星夜がこんなに涙を零すわけがなかった。

「俺、ノアに会えなくなる事を考えたら辛くて……！　だから、ノアの顔を見ると堪たまらなくなって会えなかった！」

「っ！」

　星夜はボクに嫌いや気けがさしたわけじゃなかった。顔を見ると今のように寂さびしい気持ちが溢れるから会わないように避さけていたのだった。

「アメリカにどうにかして残れないかって考えたけど、そうしたら家族と会えなくなっちまう！　だけど、家族と一緒に行くとノアと会えなくなっちまう！　俺、もうどうしたらいいのかわかんなくて……考えすぎてたらなんか頭の中がグルグルして気持ち悪くなっちまって、気づけば今日倒れたみたいで保健室に──」

「倒れた!?　大丈夫なの、星夜!!」

　ボクは星夜が倒れた事も知らず、何故彼はボクを避けるのかと自分本位な事ばかり考えていた。親友が辛かったときに何も知らず……傍にいなかった自分を許ゆるせなくなる。

（もっと、早く行動していれば良かった……。そうすれば星夜が倒れる事もなかっただろうに……！）

　ボクは星夜の手をギュッと握りしめる。星夜は一瞬驚いていたが、ボクの握った手を握り返してくれた。

「っ、やっぱり俺、ノアとお別れしたくない！　ノアとずっと一緒にいたい！　傍にいて毎日たくさん遊びたい！　う……ううっ……！」

　星夜の涙はとめどなく溢れ出る。きっとずいぶんと前から悩み続けていたのだろう。ボクと顔を合わせた事によって、溜めていた涙が堰せきを切ったように流れて止まらない。

　この瞬間、ボクの脳のう裏りに今まで星夜と過ごした思い出がよみがえる。星夜はいつだって、ボクの背中を押してくれたし、たくさんの勇気をくれた。家から連れ出してくれたときも、馬の出産の立ち会いのときだって、星夜がいてくれたからボクはたくさんの事を学んだ。

　今度はボクが星夜の為に何かするべきだ。ボクは大きく息を吸う。

「星夜!!」

「っ!?」

　突然、大きな声で星夜の名前を呼ぶ。星夜はその声にビクッと体を揺らして驚いている。驚いている星夜の顔をまっすぐ見つめてボクは言う。

「離れ離れになるからって永遠の別れじゃない！　星夜がどこかに行くなら、ボクから会いに行けばいい！　星夜がボクに会いたくなったらボクに会いに来ればいいだろ！」

　星夜は固まったまま動かない。だけど、ボロボロと流し続けていた涙はやっと止まったようだ。ボクはそのまま続ける。

「ボクと星夜は離れたからって親友じゃなくなるわけじゃないよ。離れていたってボクと星夜の絆きずなは残ったままだ。ボク達の絆はそんなちっぽけなものじゃないだろ？」

「……っ、うんっ！」

　星夜は大きく首を縦にブンブンと振って頷いている。また、目から涙がじわじわと溢れそうになっていた。そんな星夜の姿を見てボクは笑いかける。

「星夜。ヒーローは泣かないんだろう？　星夜が言っていたヒーローはとても強いんだから泣いてばかりじゃダメだ」

「っ！　ああ……もう……泣かない！」
















　ボクはきちんと笑えているだろうか。星夜に泣いたらダメだと言っているが、ボクの方が泣いてしまいそうだ。でも、星夜が泣き止んでくれるようにちゃんと笑顔でいたい。

「お別れなんて言葉はボク達にはいらないんだ。絶対、また会えるから。今度はボクから星夜に会いに行くから！」

「うん！　俺、ノアが会いに来てくれるの待ってる！　俺も我が慢まん出来なくなったらノアに会いに行く！」

「うん！　約束だよ」

　お互いに見つめ合いながら、約束を交わす。星夜はやはり泣きそうになっていたが、頑張ってこらえているようだ。でもきっとそれは自分も同じだろう。口は笑っていても目に溜まった涙は誤ご魔ま化かせない。だけど、この涙は絶対に澪さない。強い意志を持って星夜と約束をしたいんだ。

　いつもボクに勇気を与えてくれたこのヒーローに今度はボクから会いに行く。星夜だってボクに会いに来てくれたんだから。

（大丈夫……。ボク達の絆はすぐに壊こわれるものじゃない。きっとまた会えるから！）

　ちゃんと待っている、ボクと星夜が再会を果たす未来が──。
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　先ほど、出会ったノアとしばらく話しながら歩いているとエントランスへたどり着いた四人。するとそこには見知った顔が勢ぞろいしていた。

「あれ？　ＡアｒルＳスのメンバーが勢ぞろいだ！　おーい、虎とらー!!」

「おっ！　星せい夜や！　奏かな多たと晃あきら、それにノアもいるな！　にしし！」

　絵の具まみれで真ん中に「寅とら」と書かれた服を着ている赤髪の少年が、白くとがった歯を見せて「にしし」と笑った。虎と呼ばれた少年は「日くさ下か部べ虎とら彦ひこ」。彼の周りには、ＡｒＳメンバーが全員集合していた。

　その中でも長髪の中性的な顔立ちをした青年「折おり原はら輝ひかる」と、頭に黒い布を巻いた眼鏡めがねの青年「海あま部べ子し規き」が机つくえに突っ伏して座りこんでいる。

「うう……私が美しい所せ為いなのか？　ああ、何て罪深い男だ、折原輝ぅ……」

「輝君。あんまり大きな声出さないで……頭痛いからさ～」

　折原輝と海部子規がぐったりとしている。

　二人の具合の悪そうな姿にジャージを着ている黒髪の少年「鳶とび倉くらアキヲ」とピンク髪の少年「桃もも井い恭きよう介すけ」がオロオロとしていた。

「ひかるん、しっかりするのです～。シキティーも死んじゃダメなのです！」

「し、子規くん。水飲む？」

「あ、ありがとう。キョウちゃんもアキヲも優しいなぁ」

　鳶倉アキヲから水を受け取る海部子規の顔色は確かに悪く、心配になるのも無理はなかった。

　愛あい童どう星夜とノアは具合の悪い折原輝と海部子規の様子を見て首を傾かしげる。

「何だ？　風か邪ぜでも流は行やってるのか？」

「それは大変だね。オレ達も風邪をひかないように注意しないと……」

「いや……そのー……多分風邪じゃないと思うよ？」

「？　何で風邪じゃないってわかるんだ？」

　御み剣つるぎ晃が彼らの具合の悪さは風邪じゃないと言う。しかし、何故彼がそんなふうに言えるのかがよくわからない。

　すると、折原輝の傍そばに立っていたひとりの青年がこちらに近寄ってきて口を開く。

「それはのぅ。昨日は大人おとなの嗜たしなみというやつに参加しておったからじゃ。そうじゃろう、晃？」

「……若わか。わざと言ってるだろ」

　甚じん平べいを着た長髪の男、「若わか王おう子じ楽らく」がまるで御剣晃をからかうように話し出す。

「大人の嗜み？　って、何だろうな、奏多？」

「何だろうね？　僕も知らないから、教えてほしいなぁ」

　愛童星夜と湊奏多が教えてほしいと言って御剣晃を純じゆん粋すいな目で見つめてくる。

　その視線を受けて御剣晃は背中に冷や汗がたらりと流れるのがわかった。言えるはずがなかった。

（未成年の二人の前で言えるはずがない……。いい大人が飲み過ぎて二日ふつか酔よいになってるなんて、絶対に言えない！）

























　今日は今年初めての寒かん波ぱが近づいていると天気予報の男性が言っていたような気がする。こんな寒い日は家の中に籠こもって温かいコーヒーを淹いれるのが一番だが、約束があるからそれは出来ない。

　今日は三期生の中でも成人している連中と飲みに行く約束をしていた。待ち合わせはエトワール・ヴィオスクールから離れた居い酒ざか屋やだ。

　同じ三期生でも未成年組と万が一、会ってしまったときにみっともない姿を見せたくないから、いつも離れたところで飲むようにしている。

　俺は左ひだり腕うでに嵌はめた腕時計を見て時間を確認する。

（あと五分か……時間ピッタリに着きそうだな……）

　先ほどまで星せい夜やと奏かな多たと一緒に仕事をしていた。今日は雑誌の撮影が予定よりも押してしまい、約束の時間ギリギリとなってしまったのだ。

　星夜と奏多は俺が何ど処こに行くかを気にしていたが、さすがに飲みに行くとは言いづらかった。俺と違ってあの二人は未成年だからこそ迂う闊かつに飲酒については話題に出せない。

　そんな事を考えているうちに目的の居酒屋にたどり着く。引き戸を引くと居酒屋らしい談だん笑しようが聞こえてくる。

　俺は辺りを見渡し待ち人を探す。

「あ！　おーい、御み剣つるぎ君。こっちだよ～」

「ん？　海あま部べ……」

　俺は呼ばれた声の主ぬしを振り返る。机つくえの端はしに身を乗り出して俺に向かって手を振っているのは間違いなく海部子し規きだった。彼の元に行くと、そこには折おり原はら輝ひかると若わか王おう子じ楽らくも一緒にいた。

「俺が最後かい？　遅おそくなってすまない」

「おお、晃。珍めずらしくギリギリじゃのぅ」

「御剣晃あきら!!　今日も見み目め麗うるわしいね！　私ほどじゃないけどね！」

「輝君、立たなくていいから座って、座って！」

　見慣れない私服を着ている彼らに対して俺は少し戸と惑まどった。そんな様よう子すに気がついた若わかが俺に話し掛けてくる。

「どうしたんじゃ、晃？」

「ああ。普段と違った服装をしている若達を見て、一瞬誰だかわからなかったんだよ」

「おかしな人だな、御剣晃！　私服を着て歩くのは当然じゃないか!!」

「そういう事じゃないよ、輝君。多分、普段の俺らは作業着でいる事が多いからでしょ」

　海部の言う通り、作業着の彼らを見慣れていた所為で、一瞬目を疑うたがった。

　いつもは一ひと際きわ目立つ集団、ＡアｒルＳスのメンバーの一員である彼ら。老人みたいなしゃべり方をするのは若王子楽。まるで役者のように大げさに話すのが折原輝。気き遣づかい口く調ちようの海部子規。俺と彼らは三期生の同期かつ成人ずみという共通点がある。

　唯ゆい一いつ、違う事があるとすればそれは彼らのグループの個性だろう。

　ＡｒＳのメンバーは全員が芸術に特化した技術を持ち合わせている。その為ため、環境に合わせた作業着を着ている事が多い。

　だけど、今日はプライベートの飲みだから彼らも私服なのだろう。少し考えればわかる事だが、彼らと初めて飲みに来た俺には目め新あたらしい姿だった。

　海部に隣となりを空あけてもらったので、そのまま腰かける。目の前にいる折原も海部に言われて大人おとなしく座り直している。

「ほれ、晃。まずは飲み物を頼め」

「ああ。まずはビールでいいかな……」

「あ、楽君。俺も生なまで」

「わかった。輝はカシスオレンジでいいじゃろ？」

「うむ！　私に相応ふさわしい飲み物だ！」

　若は慣れた様子で店員を呼んで注文をしていく。ついでに適当につまむ物も頼んでいるようだ。

　そういえば、今日集まったこの居酒屋も若のオススメらしい。それなら、彼に注文を任せるのが得策だ。

「そういや、晃はさっきまで仕事じゃったんじゃろう？　もしかして仕事が押してギリギリじゃったのか？」

「うん。さっきまで星夜達と撮影があってね。バレンタイン特集の為に新しい衣装で撮影に臨のぞんでいたんだけど、カメラマンに火が点いたみたいでたくさん撮る事になったんだ」

「バレンタイン特集！　いいなぁ。私もその衣装を着てみたいな！」

「今度プロデューサーに頼めばいいんじゃない？　あ、そういえば現場にはプロデューサーもいたんだよね？　御剣君、誘さそえばよかったのに～」

　海部はどうやらプロデューサーと一緒に飲みたかったようだ。俺は海部の言葉に苦笑する。

「あはは。一応、誘ったんだけどこの後も仕事があるみたいで何い時つになるかわからないって言ってたよ。ここの場所も伝えたから、順調に仕事が終われば来るかもね」

「まだ仕事があるんだー。相変わらず、俺の子猫ちゃんは働き者だなぁ」

「そうだね。たまにはゆっくり休んでくれるといいんだけど……」

　プロデューサーの話が終わったところで、飲み物やお通しが運ばれてくる。四人はグラスを掲かかげる。

「それじゃあ、私達の輝かがやかしい未来に!!」

「輝……それは大げさじゃ。まあ、今後の親しん睦ぼくも深めて──」

「乾かん杯ぱい!!」

　若が音おん頭どを取り、全員そろって乾杯をした。




　俺はグビグビとビールを飲んでいく。三分の一ほど飲み干したところで横目でそれぞれの様子を見る。折原と若は一気に飲み干しはしなかった。一口飲んでまたちびちびと口をつけている。隣にいる海部は反対に一気に飲み干す勢いだ。

「ぷはー！　成人だけの集まりだから気き兼がねなく飲めるね！」

　海部は口元についた泡あわをぺろりと舐なめつつ、ご機き嫌げんな様子だ。

「ペースが早いのぅ、子規。何か気苦労でもしておるのか？」

「いやいや。単純にこのメンツで飲む事が楽しいだけさ」

「そうだな。三期生の中では私達だけが成人ずみなのだからな！　これも大人の嗜たしなみというものだ！」

　折原がカシスオレンジを両手で囲って、特別な飲み物であるように見せる。

「折原はあんまり成人ずみには見えないけどね。顔に幼おさなさがまだ残っているように見えるよ」

「ありがとう、御剣晃！　私の美が幼く見せてしまうようだ！　だが、安心してくれ！　私はお酒を飲んでもよい年なのだから!!」

「輝……声がどんどん大きくなってるから、もう少しトーンを落とせ……」

　興こう奮ふんする折原を諫いさめるのはいつも若の役目だ。海部は折原と若の様子を見て笑っている。

「ここにトラちゃん達もいたら、きっともっと賑にぎやかだろうね」

　海部が日くさ下か部べ君の名を言うと、若はニヤリと笑い返してビールの入ったグラスをテーブルに置く。

「虎とら彦ひこか……俺の予想ではあいつは成人したとしても酒は弱い気がするのぅ」

「そうかい？　虎よりも恭きよう介すけとアキヲの方がお酒に弱い気がするけど……」

「ああ、確かに」

　俺は相あい槌づちを打ちながら、星夜と奏多の事を考える。あの二人はどうだろうか。星夜はアメリカの血を引いているから、何となくビールが好きそうなイメージがある。

　一方、奏多はきついお酒は飲めず、きっと折原と同じようにカクテル系のお酒を頼むのではないだろうか。

「晃。今、星夜達の事を考えていたじゃろ？」

「え？　何で、わかったんだ？」

　若に思考を当てられて、俺は思わず聞き返す。

「今の晃の顔を見ていたらわかる。にやけた面つらをしおって……。お前さんはずいぶんと星夜と奏多の事を大事にしているのぅ」

「あはは……。若達が日下部君の話をしだすから俺も考えてしまっただけさ」

「ははは！　彼らはまだ、未成年だからな！　お酒を飲めるかどうかは彼らが成人したときに一緒に飲めばわかる事さ！」

「そうだね。このままいけばＡｒＳメンバーは一年後には一緒にお酒が飲めるんだもんねぇ。御剣君はもう少し後のお楽しみだね」

　海部が話したところで、頼んだ料理が運ばれてくる。さすが、若が頼んだだけあって渋い料理が机の上にどんどんと並べられていく。

「サザエの壺つぼ焼き、菜の花の辛から子し味み噌そ和あえ、揚あげ豆どう腐ふのキノコあんかけ、ほっけの開き！　さすが、楽！　なんて渋いチョイスなんだ！」

「それは褒ほめ言葉なのか？」

「もちろんさ！　見た目の盛り付けはそんなに美しくはないが、とても美お味いしそうだ！」

「ちょ、輝君！　それ、大きな声で言っちゃダメだから！」

　相変わらずの連れん携けいプレイだ。何でも正直に話す折原に対し、ただ笑う若。そして、必ず最後に海部のフォローが入る。

　俺は彼らのこのようなやりとりを見ているのが結構好きだった。

「はは！　相変わらず、折原の感性は面おも白しろいね！」

「褒めてくれてありがとう、御剣晃!!」

　普段、ＡｒＳのメンバーとは一緒にいる機会が少ない所為か、俺が会話に入ると違い和わ感かんがあるのではないかと思っていた。しかし、そんな事はなかった。とても自然体で会話が出来ている。この流れのまま前々から聞きたかった事を俺は三人に聞いてみた。

「そういえば、みんなどうしてアイチュウになったんだ？」

　三人は俺の言葉を聞いてきょとんとした顔をする。

「今さらどうしたんじゃ。そんな事を急に尋たずねるなんて」

「実は前々から気になってはいたんだ。噂うわさによればＡｒＳのメンバーは全員社長にスカウトされてアイチュウになったって聞いたから」

「なるほど！　私くらいの美しいアイドルならば噂話のひとつやふたつ出てきてもおかしくはないな！」

　折原はドヤ顔をしながら、サザエの壺焼きに串を刺して中身を取ろうとしている。

「輝君、余よ所そを見ながら串をいじってたら危ないよ」

「ああ！　こちらに専念しよう！」

　海部に注意された折原は手元に視線を戻し、サザエを取り出すことに専念する。

「俺の場合は輝のついでじゃったけどな……」

「え？　それはどういう事なんだ？」

　一番めんどくさがりの若が自分の事を一番先に話すのは意外だった。

「お、食いつくのぅ……」

「若……意地悪しないで教えてくれよ。こういう席でなきゃ話せないような事だろ？」

「クックック。俺にとって面白い事が起こるならいつだって話してやるぞ？　……だけど、まあ今日は俺も気分がいい……。話してやろう」

　若はビールを飲み干す。空からになったグラスを端に寄せながら話し始める。

「輝の奴やつがもともと、歌か劇げき団だんに入るのを目指していたのはみんなも知っておるじゃろ？」

「輝君ってば、女性しか入れない歌劇団のオーディションを受けたんだよね？」

「普通なら男が受けようとは思わないところを受けてしまうのが折原らしいよ」

　海部と俺が思い思いに感想を言うと、折原は嬉うれしそうに笑う。

「私にとってその歌劇団に入る事は幼い頃からの夢だからね。今ももちろん諦あきらめてはいない！　いつかリベンジを果たそうと思っているのさ！」

　折原はカシスオレンジを高たか々だかと掲げて目を輝かせる。

「……とまあ、当時もこんな感じに豪ごう語ごしておった。しかし、そんな輝でもやはり緊張していたのだろうな。オーディション当日、会場の近くにいてくれと俺に頼んできたんじゃ」

「そうだな。楽が傍そばにいてくれれば心強いと思って頼んだのだ！　唯ゆい一いつ無む二に、私の幼おさな馴な染じみだからな！」

　そう。折原と若は幼い頃からずっと仲良しの幼馴染だったらしい。だからこそ、この二人はいつも一緒にいるところを見かける。

「それで、その話からどうスカウトに繫つながるんだ？」

「まあ、そう慌あわてなさんな。当時、俺が会場の外で輝を待っているときじゃ──」




　あの当時、俺は輝がオーディションを受けているとき、会場の前にあるベンチで温かいお茶を飲みながら輝を待っていた。寒い中、外で待っていた為、家の中にあったカイロをかき集めて体中に張りつけていた事を覚えている。

「はぁ……思ってたよりは暖あたたかいのぅ。あとは何時間ここで輝を待てばええんじゃろうか……」

　女性しか応募出来ないこのオーディションに男性である輝が見事書類審査に受かった事も笑い草じゃが、本当に二次選考に直接出向くとは……。本当にあいつは飽あきない幼馴染だ。

「クックック。これで本当に受かってしまったら面白いが……まあ、バレるじゃろうな」

　口こう角かくが上がった口を隠かくす為、俺は温かいお茶を啜すする。今から、落ちこんだ輝をどうやって励はげますかを考えていると、もう一人分空いているスペースに誰かが座った。

　俺は横目で隣を見て思わず飲んでいたお茶で咽むせる。

「～～っ!?　ゲホッゲホッ!!」

「あ～、大丈夫？　背中さすってあげるね～」

　大きな手が俺の背中をさすってくる。俺は思わず全身に鳥肌を立ててしまった。先ほどまで暖かいと感じていたカイロも今では何の効果も示さない。

　何せ、隣に座った男？　いや、女かもしれないが声は男だからこの際、男という事にしておこう。何な故ぜ、この男──クマの着ぐるみを着ているのだろうか？

「ところで、キミは何でこんなところにいるの？　目の前にあるビルは女性限定のオーディション会場のはずだよ？　彼女さんでもいるのかな～」

　何て、馴なれ馴なれしいクマなんだ……。初対面の相手にもかかわらず根掘り葉掘り質問してくる。俺は驚おどろいた顔を消して、少し不機嫌な顔になる。

「おや？　キミ、よく見るととってもカッコイイね～。どこかの事務所の役者さんとか？」

「いや、俺はただの書しよ家かじゃ……」

「へ～!!　それはすごく面白いな～、実に面白いな～!!　クマさん、キミの事、すっごく気に入っちゃった～。うんうん、キミの事を誘っちゃおうかな～」

　このクマは先ほどから意味がわからない事をペチャクチャとしゃべり続けている。

「ねえねえ、ＹＯＵアイドルにならないか～い？」

「ほう……アイドルか……」

「あれれ～？　驚かないんだね～」

「あんたのその姿を初めて見たときに比べたら、まだスカウトされた方が驚かん」

　それにしても因いん果がなものだ……。輝のオーディションの付き添いに来たらまさか自分がアイドルのスカウトをされるとは。

（そうじゃ……どうせならこのクマに輝の存在を見てもらおう……）

　これからきっとオーディションに落ちるであろう輝は俺にきっと泣きついてくるだろう。そもそも輝の奴が正せい攻こう法ほうでこの歌劇団に入る事は到底不可能。だったら、違う手段で繫がる方法を得るまでじゃ。

　俺はクマに向かってニヤリと笑い掛ける。

「なあ……これから面白い男が泣きついてくる予定なんじゃが興きよう味みはあるか？」

「へ～。キミよりも面白い人材なのかな～……」

「それは保ほ障しようしよう。何、俺単体でスカウトしても無む駄だじゃ。あいつがスカウトの話に乗るのであれば、俺も考えてやってもいいのぅ……」

「ふふふ……やっぱり面白いねぇ。そんなキミが面白いと言うなら、その男を待っててあげちゃうね☆」

　寒空の中、俺は変なクマと一緒に輝が現れるのを待つ事になったのだった。




「……というわけじゃ」

「………………」

　俺は若の話を聞いて、言葉を失う。社長から直接スカウトされたと聞いてはいたが、あまりにも特とく殊しゆな流れだ。

「何じゃ。自分から聞いておいて何の感想もないとはがっかりじゃ……」

「ああ、あまりにもすごい話だったから言葉が出なかったよ……」

　もし若の話が本当に事実であれば社長はよく通報されなかったなと俺は思った。

「その後、私はオーディションに落ちてしまい、楽に慰なぐさめられたんだけど隣にいた社長には全然気がつかなかったよ！　あのときは落ちたショックが大きかったからね。楽以外目に入らなかったのさ！」

「そうそう。俺に言われてやっと社長の存在に気がついたのぅ」

　それはそれですごいな……。あんなに存在感のある社長が目に入らなかったとは……。やはり、この二人はＡｒＳの中でもだいぶ変わり者のようだ。

　俺はチラッと海部の方を見る。すると俺の視線に気づいた海部がこちらを見てニコッと笑う。

「御剣君ってば俺の話も気になっちゃうの？」

「ああ。よければ聞かせてくれないか？」

「いいけど、俺の話は楽君や輝君ほどインパクトのある話じゃないよ」

　海部は「きっとつまんないから」と前置きをしてから話し始める。




　あれは確か俺の師し匠しようである喜き楽らく元はじめが個展を開いたときの事。俺の師匠はとても有名な陶とう芸げい家かで今から依頼をしようものならば五年先まで予約がびっしり埋うまっているような人だ。

　この個展も五年前からコツコツと準備してやっと開催出来た。だから規模が大きかったし、ニュースにも取り上げられた。

　俺でもテレビで見た事があるような著ちよ名めいな人達も師匠の個展に訪おとずれた。その中でも一際目立っていたのはやはり社長の存在だった。

　社長は当然のようにクマの着ぐるみのまま個展に訪れた。俺は最初、不ふ審しん者しやかと思った。すると心の中の声が漏もれたのだろうか、社長は俺を見てまっすぐこちらに向かって近づいてきたんだ。

「ねえ、ねえ～。この壺、オイラに売ってほしいんだけど作った人いる？」

「え？　はあ……作った人はいるけど、多分売らないんじゃないかな？」

　師匠は自分の為に作った作品は基本売らない人だ。それでもこの社長は聞いてみるだけ聞いてみたいと言うから、俺は師匠を社長の前に連れていった。

「あ～、この壺は売り物じゃないんで……」

　師匠は案あんの定じよう、壺は売らないと答える。目の前にいるクマの表情は変わらないが、なんとなくしょぼんと落ちこんでいるように見えた。

　とてもファンシーな見た目のクマが落ちこむ様子は居たたまれなかった。おそらく、師匠も同じ気持ちだったのだろう。だから、あのとき師匠はとんでもない事を言ってのけたのだ。

「壺は売らないけど、弟で子しなら譲ゆずってもいいよ？」

「買った!!」

　社長は師匠の言葉に即答した。俺はあまりにスピーディーな流れに頭が追いつかず、気づけばアイチュウとして事じ務む所しよに入る事となっていたのだった。




　……海部の先ほどの前置きは何だったのだろうか。若と輝よりインパクトが弱い？　いや、十分……むしろ同等と言える内容じゃないか。そもそも海部自身もやっぱりおかしな奴だ。いくら師匠に決められたからとはいえ、そのままアイチュウになるなんてあり得ない。

　俺は海部を訝いぶかしげに見る。俺の考えている事に気がついた海部は乾かわいた笑いで誤ご魔ま化かす。

「最初は戸惑ったけど、社長からアイドル事務所だって聞いてからは興味持ったんだよね～。だってアイドルだよ？　アイドルって事はさ、子猫ちゃん達にメロメロになってもらえるって事だよね？　それって俺の天てん職しよくだと思わない？」

「いや、海部の天職は陶芸家だろ？」

「やだ、御剣君ってば俺の陶芸をそんなに認めてくれてるなんて、子規感激！」

　海部の手元を見ると空になったグラスが三つほど置いてあった。よく見ると顔も赤い。少しずつ酔よい始めているのは言動からもわかる。

　上機嫌な海部から目を離すと若がこちらをニヤニヤと見つめていた。

「人には散さん々ざん、きっかけを聞いておいたくせにまさか自分の話はせずに終わろうとするわけではあるまいのぅ……」

　やはり逃げられないか……。このまま自分の話はせずにそのまま違う話題に持っていこうと思ったが、若にはお見通しだったようだ。

「御剣晃のアイドルになるきっかけか！　御剣晃は確か以前はモデル活動をしていたと聞く！　なかなかの売れっ子だったと耳にしたぞ！」

　折原はキラキラとした瞳ひとみで俺を見てくる。折原は年の割にこういう幼さがあり、そういった挙きよ動どうは少し星夜と似ているなと思う。

　俺は折原の無む邪じや気きな問いに先ほどよりは答える気になる。

「俺の場合は社長からの直接スカウトじゃないんだ。自みずからエルドール事務所のオーディションを受けたんだ」

「へー。御剣君のキャリアなら他の事務所でも引く手数あま多たな気がするけどなぁ……」

　海部の言う通り、モデルのときにお世話になっていた事務所をやめてからはありがたい事にいろんなところから話があった。だけど、俺は事務所をやめたとき既すでに心が疲ひ弊へいし切っていた。

　あの閉へい鎖さ的てきな現場といろんな負ふの感情が渦うず巻く人間関係に疲つかれていたのだ。さすがにここまでの話は今の酒の席の話題としては合わないだろう。俺は詳細は話さず簡かん潔けつに答える。

「確かにいろんなところから話はもらったけど、考える時間が欲しくてね。モデルをやめてからしばらくはダラダラと過ごしてたんだ」

「ほう……そうじゃったのか。まるでＬａｎｃｅｌｏｔランスロツトの赤あか羽ば根ねのようじゃなぁ」

「ニートなのか！」

　ニートという言葉が思いのほか大きな声で辺りに響ひびく。俺達以外の客にも聞こえたようで、ざわついていた声は一気に静まった。俺は思わず、折原の口を両手で塞ふさぐ。横から若が「あまりそういう事を大声で言うんじゃないぞ」とフォローを入れる。折原は俺と若に視線を向けてコクコクと頷うなずいた。

　その様子を見て俺は折原の口から手を退どける。

「ぷはー！　いや～、すまないな！　私の声が美しく響き渡ったが為にみなの視線を一点に集中させてしまったようだ！」

　折原はどうやらあまり反省していないようだ……。俺は苦笑しつつそのまま話を続ける。

「まあ、そういう期間も経てからエルドール事務所のオーディションを受けたんだ」

「ふむ……事務所に入る大まかな流れはわかったが、どういうきっかけでエルドールのオーディションを受けようと思ったのかを知りたいのぅ」

「……ふふ。もっと上を目指してみたいと思っただけだよ」

　俺は若の問いに曖あい昧まいに答える。若にもそれは伝わっているだろう、いつものように天邪鬼あまのじやくのようなニヤリとした顔をして、それ以上突っこんでこなかった。

「みんなそれぞれの想いがあってアイドルになったって事か……それにしてもさ──」

　海部が一度言葉を切って酒を飲み干す。そのグラスで既に四杯目だ。空になったグラスを置いてもう一度口を開く。

「社長って一体何者なんだろうね？　有名だったとは聞くけど、実際の社長の顔って見た事ないよね？」

「……そこはきっと触れてはいけないパンドラの箱って事なんじゃないかな？」

　俺も折原も若もその話題には触れてはいけないのだろうと思い、それぞれグラスを手にして酒を飲み干す。

　見ぬが仏ほとけ、聞かぬが花というものだ。




　折原と海部は見るからに酔いがだいぶ回っているようだ。真まっ赤かに火ほ照てった表情で二人は嬉しそうに話す。俺と若もほんのりと赤みは差してはいるが、まだそこまで酔ってはいない。

「なあなあ！　御剣晃、聞いてくれたまえ！　我われらＡｒＳのメンバーはな、とーっても最高のメンバーなんだ！」

「折原……酔い始めてるね？」

　唐とう突とつな話題の出し方といい、火照った表情といいこれはそろそろ危ないのではと思い、若の方をチラッと見る。しかし若は問題ないというように手をヒラヒラと振る。

「あのな！　虎はいっつも旅に出ていないけどな、私は全然寂さびしくないぞ！　むしろ、虎がいつ帰って来るのかワクワクするのだ！　あいつが持って帰ってくるお土産みやげ話ばなしはすごく面白いからな！　私はそれを聞くのがすごく楽しみなのだー」

　少し顔が熱くなってきたのだろうか、自分の両手を両りよう頰ほおに添そえて、机に肘ひじをついてもたれかかる。折原は本当に楽しそうに仲間の話をしている。

「あと、恭介はな。いっつも締しめ切きりが～って叫さけんでるんだ！　あれはきっと発声練習の応用として叫んでいるのではないかと私は思っている！」

「んなわけなかろぅ……」

「あはは！　キョウちゃんって可か愛わいいから、つい漫まん画がのアシスタントを頼まれてしまうと断れないんだよね～」

「え？　海部って漫画のアシスタントも出来るのか？」

　意外な特技に俺は聞き返す。海部は人さし指を立てて得意げに話す。

「まあね～。あ、でも楽君も輝君もアキヲもトラちゃんも全員アシスタント出来るよ？」
















（ＡｒＳって一体……）

　やはりこのグループは特殊だなと思った。ただでさえ、それぞれ特殊な職業を持ちつつ二足のわらじでアイチュウの活動をしているのだ。それに加え、漫画のアシスタントまで出来るとは多彩すぎる……。

「いいなー。俺も何か職に出来る特技をつくろうかな……」

「何を言う！　御剣晃は既にヨガのインストラクターではないか!?」

「いや、インストラクターっていうほどのレベルじゃないからね？」

　確かに俺は折原にたまにヨガを教えてあげるが、それは趣味の範囲でだ。何を勘かん違ちがいしているのか知らないが折原は俺の事をヨガの講師だと思っているようだ。

「ヨガね……よくもまあ、あんなにクネクネと体が曲がるのぅ。俺がやったらバッキバキになるじゃろうな」

「あはは。俺も身体からだ硬いし多分やったら痛いだろうなぁ」

　海部と若がお互いの身体の硬さを自じ慢まんしている。

「身体の柔やわらかさと言えば、意外とアキヲも柔らかいんだぞ！　あいつはどんなに狭せまい場所でも身体をコンパクトにしてスッと隠れるからな！」

「アキヲのそれは皐さ月つきから逃げる為に身に付けたスキルだよ」

　そういえば海部と鳶とび倉くら君はよく一緒にいるところを見かける気がする。鳶倉君は性格上、一定の誰かと仲良くする姿は考えられないが、唯一、海部には懐なついているように見える。きっと海部の世話焼きといった性格が好このまれているのだろう。

　海部は一見女の子に対してチャラチャラとした態度をとってはいるが、非常に気遣いが上う手まい。今日だって既に何度も──。

「御剣君。飲み物なくなったようだけど、何か頼む？」

「ああ。ありがとう。それじゃあ日本酒頼もうかな？」

「あ、俺も飲みたい」

「オッケー。それじゃあお猪口ちよこを三つ頼んで俺も飲もうっと♪」

　海部はそのまま店員を呼んで、日本酒を頼んだ。こういうスマートさが同性からも好かれるのだろう。

「それでさ、今ここにいないトラちゃん達は俺達より年下だからさ。弟が出来たみたいですっごく嬉しいんだよね。つい構いたくなっちゃうんだ」

「クックック。あいつらは見ていて飽きないからなぁ。本当によくもまあ、ちょこちょこと動き回る」

「うむ！　アキヲも恭介も虎も、みーんな可愛いからな！　やっぱり、私達ＡｒＳのメンバーが一番最高だな！」

　俺は握にぎっていたグラスを、さらにぎゅっと握りしめた。折原達が言っていたように確かに鳶倉君達は可愛らしい部分もあるのだろう。しかし、一番最高だという言葉に対して俺達Ｆ[image: ]Ｆも負けてはいないという対抗意識が芽め生ばえてくる。

（おっと……こんな酒の席で何を対抗しようとしているんだ……ここは冷静に──）

　ふと前を見る。そこには新しいおもちゃを見つけたぞという顔で若がとびきり嬉しそうな……いや、悪そうな顔をしていた。

「なんじゃ、晃？　お前さん、輝の言っていた言葉に対して何やら不ふ服ふくそうな顔をしているじゃないか？」

「何だって!?　それは本当か御剣晃！　私の美しい言葉の中の何処に不服を感じる点があるというのか……！　良ければこの折原輝に教えてくれたまえ！」

　ズズイと俺の方に身を乗り出してくる折原を俺は両手を前に突き出して留める。

「いや、俺は別に……」

「御剣君ってば、そこで引いちゃうわけ～？　それってさ、俺達のグループの方が最高だって認めちゃってるよね～」

「そう痛いところを突いてやるな、子規……。晃は自分の感情を曝さらけ出すのが苦手なシャイボーイって奴なのだからのぅ……」

　海部と若がニヤニヤとこちらを見ながら、挑発してくる。酒で酔っている所為もあるのだろうが、かなりイラッとくるような顔つきだ。

「楽～。あまり御剣晃を責せめてやるな！　私達のグループの輝きに気け圧おされて何も言えないのは仕方のない事さ！　ああ、美しい私のいるグループはなんて罪深いのだ！」

　まったく悪気のない折原がさらに追い打ちをかけてくる。さすがにここまでＡｒＳのメンバーに言われっぱなしは癪しやくに障さわる。

　俺は先ほど運ばれてきた日本酒を一気に飲み干す。

「っ……！」

「なんと!?　御剣晃いい飲みっぷりだ！」

「み、御剣君!?　一気に飲んじゃって大丈夫？」

「クックック……面白くなってきたのぅ！」

「ん……ぷはぁ！」

　一気に飲み干した日本酒のお猪口をテーブルに勢いよく置く。そして、固かた唾ずを吞んで俺の飲みっぷりを見ていた三人を睨にらみつける。

「ＡｒＳのメンバーが一番最高？　……はっ！　馬ば鹿か言うなよ」

　日本酒を一気に飲み干した所為か、クラクラと心地の良い揺ゆれを感じる。

「ＡｒＳよりも俺達Ｆ[image: ]Ｆの方が最高に決まってるだろ。日下部達が可愛いって？　あと一年で成人迎える大の男よりも、星夜と奏多の方が可愛いに決まってるだろ!!」

　俺は再び、二杯目の日本酒を一気に煽あおる。さすがに隣にいる海部が自分の分の水を俺の前に置き飲むように促うながしてくる。

「さ、さすがに水を間に挟はさんだ方がいいんじゃない？　ほら、楽君も御剣君に注意してあげてよ！」

　海部は若に助けを求めるが、むしろ俺を煽るように若も日本酒を一気に飲み干した。

「くはっ！　面白い……面白くなってきたぞ！　さあ、晃。もっと飲め。そして日頃の本音を吐はき出すんじゃ！」

「楽がそう来るなら、私も付き合おうじゃないか！」

　若を真似して、輝も一気にぐいっと日本酒を飲み干す。

「ああ!?　楽君はいいとして、輝君まで!?　いつもなら、俺が酔う側に回るはずなのに!?　はあ……今日は介かい抱ほうする側か……」

　海部は店員に全員分の水を用意してもらえるように頼んでいる。

「それで、晃。お前の言う星夜と奏多はどう可愛いのか俺に教えてくれんか？　じゃないと、俺はいつまでも自分のグループが一番可愛いと勘違いしたままじゃ」

　若は是非聞かせてくれと体を前のめりにして俺に聞いてくる。

「知ってるか？　星夜って実はことわざ辞典を持ち歩いてるんだよ。ことわざが苦手だからと買ったのはいいけど、漢字の意味がよくわからないから俺と奏多に聞きに来るんだ。すごく可愛いと思わないか!?」

「え？　何それ、すごく可愛い！」

　若に向けて言ったのに、何故か海部が食いついた。若は「ほう……」と頷きながら思し案あんする。

「それじゃあ、今度星夜に俺から書道を教えてやろうかのぅ。字を直接書いた方が覚えやすいだろ？」

「……ダメ。若の事だから絶対星夜にウソを教えるだろ？」

　若がやりそうな事はお見通しだ。現に今もすごく悪わる巧だくみしてそうな悪い顔をしている。

「御剣晃！　楽はそんな意い地じ悪わるは決してしないぞ！　なあ、楽！」

　折原が純じゆん粋すいな瞳で若を見る。若は折原から視線を背そむけて「そうじゃなぁ……」と相槌を打つ。素直な幼馴染の前では若も何も言えないのだろう。

「ねえねえ。御剣君。湊君はどうなんだい？　湊君は普段から可愛らしいけど、特別可愛いときってあるの？」

「もちろんあるさ！」

　聞き上手な海部が俺に奏多の事も聞いてくれて、つい声が大きくなってしまう。

「奏多は座り心地がいいのか、よく俺の膝ひざにぴょんと乗ってくるんだ。そしてラビラビを自分の膝の上に置いてさ。出会ったときは俺の事を怖がっていたのに、優しくしたらすぐに懐いてくれたところとか可愛いと思わないか？　俺は妹はいるけど、弟はいないからそういった意味で奏多と星夜は実の弟みたいに思えてくるんだ」

「あ、そっか。御剣君も妹がいるんだよね！　俺の妹は最近反はん抗こう期きなのか突っかかってくるところはあるけど、可愛くてつい構っちゃうんだよね～」

「海部も妹がいるのか。俺の妹は特に反抗期もなかったな。大人しい子で可愛いよ？」

　そのまま話の流れで海部と家族談だん義ぎへと発展していく。俺は海部に日本酒を注そそぐ。頭の中がフワフワしていて、思考が定まらない。




「クックック。本題から別の話題へと流れてしまったか……。酒の力とは恐ろしいのぅ。なあ、輝──」

「すぅ……すぅ……」

「はぁ……慣れない日本酒を一気に煽ったせいじゃなぁ。まあ、しょうがないか」

　若は机にもたれている折原に自分の着てきた上着を被かぶせる。そして海部と俺が妹自慢に花咲かせているのを聞きながらゆっくりと酒を飲み始めた。




　……ん？　何やらエンジンが動いているような音が聞こえてきた。

「ん…………」

　瞼まぶたの裏に何かの光がチラチラと見える。座っている場所からわずかに振しん動どうを感じ、俺は少し身じろぐ。もたれているところからは暖かい温もりと、花のようないい匂においがしてきた。

（あれ？　この匂い前にも近くで嗅かいだ事があるような……）

「あ、御剣君。気がついた？」

「……プロ……デューサー？」

　嗅いだ事のある匂いだと思ったら隣にプロデューサーがいた。俺は先ほどまで若と海部と折原と一緒に居酒屋で酒を飲んでいたはずだ。

　なのに、何故プロデューサーが隣にいるのだろうか。そもそも、何故タクシーに乗っているかも理解出来なかった。

「御剣君は覚えてないだろうけど、やっと仕事が終わったから私も居酒屋に合流したの。そしたら御剣君も折原君も海部君も既に出来上がっていてね。どれだけ飲んだらあんなに酔えるのよ……」

「ん……すまない」

「今度から飲み過ぎには注意してね？　とりあえず、タクシーの運転手さんに御剣君の家まで送ってもらうから付き添うよ」

　プロデューサーの優しい口調が耳に心地いい。俺はきっとまだ酔いから覚めていないのだろう。プロデューサーの言葉に大人しく頷くばかりだった。

「ねえ、御剣君。同世代の仲間と飲んで楽しかった？」

（同世代……ああ、若達の事か。そういや、同世代の仲間と一緒に飲んで楽しく騒さわぐなんて初めてかもしれない……）

　少し昔の事を思い返す。昔の仕事仲間達はライバル心が強く、誰かを蹴け落おとして仕事を得る事ばかり考えている連中が多かった。だから、俺自身も連中と飲みに行きたいと思った事はない。

（弱みを見せると何をされるかわかったもんじゃないからな。なのに──）

　若達の前で完全に自分は失しつ態たいを犯おかした。星夜と奏多の自慢をしながら、ベロベロに酔っぱらい、終しまいにはプロデューサーに送られる始末。

（それでも──）

　俺は頭の中に過よぎった言葉をプロデューサーに教える。

「すごく……楽しかった。ライバルのはずなのに、お互いを支えてくれる……仲間って楽しいね、プロデューサー」

「うん。そうだよね」

　プロデューサーはふんわりとした笑顔を俺に向けてくれる。

「……プロデューサー、いつも送らせてしまってごめん。今度、仕事で借りを返すよ」

「別にいいよ。御剣君が仕事や仲間を大事にしてくれる気持ちが伝わってきて、私もますますやる気が出てきたからね」

「ふふっ……本当に仕事馬鹿だね」

「……ほうっておいて」

　プロデューサーは少し拗すねたような態度を見せる。そういう表情のときは、いつもの大人びた顔よりも少し幼さが見える。だから、いつも自分はからかいたくなるのだろう。

（でも、今日はからかうよりも少し甘えたいな……）

「プロデューサー。家に着くまで肩を借りてもいいかな？」

「うん、好きなだけ使って。無理に会話しなくていいよ、眠いんでしょ？」

「……うん。すごく……眠い」
















　頭の中がどんどん白しらんでいく。瞼もどんどん重くなっていた。やっぱりまだ、酔いから覚めていないみたいだ。

「すぅ……」

　俺はそのまま目を閉じる。だんだん意識が朦もう朧ろうとしていく中、プロデューサーの声が聞こえたような気がした。

「良かったね、御剣君」

　本当にそうだ。こんなにも有ゆう意い義ぎな時間になるなんて思わなかった。もしかしたら、明日は酔ってしまった事を再確認し後こう悔かいするかもしれないが、きっとまた若達に誘われれば飲みに行くだろう。

　仲間と楽しく過ごした時間は俺にとって、特別な出来事になった。

（いつか、星夜達も酒を飲める年になったらこんなふうに楽しめるのかな？）

　瞼の裏で星夜と奏多の笑顔を思い浮かべる。もう少し先となる未来に俺は想いを馳はせながら、夢を見る。星夜と奏多とそして若達と楽しく飲む夢を──。










[image: ]




　折おり原はら輝ひかると海あま部べ子し規きの介かい抱ほうをしていると、帽ぼう子しを被かぶったオレンジ髪の少年「レオン」と紺こん色いろの髪の硬こう派はそうな少年「リュカ」がこちらに向かってゆっくりと……いや駆かけ足で歩いてくる。

「ノアみっけ!!」

「探したぞ、ノア」

　やってきた二人は同時にノアに声をかける。呼ばれたノアは二人を振り返り、微笑ほほえみかける。

「やあ、レオンにリュカ。そんなに急いでどうしたんだい？」

「どうしたも何も、ノアがメッセージを送ってきたんだろ？」

「そうだぜ！　ここに集合ってさ！　しかも『最後になったメンバーには何か罰ばつゲームでも考えようかな～♪』って音おん符ぷつきで渡されたら、すっげービビるだろ！」

「ああ。アレね。アレは冗じよう談だんだよ、冗談」

　ノアはレオンとリュカに冗談だと話す。レオンとリュカはノアの言葉を聞いて脱力する。

「そんな冗談を書いて寄よ越こすな！」

「オレ、すっげー焦あせったんだからな！」

「ふふっ。まさか本気で受け止めるとは思わなくてね。悪かったよ。それにしても──」

　ノアは訝いぶかしげに、二人を見つめる。後ろからはＦ[image: ]ＦフアイアーフエニツクスとＡアｒルＳスのメンバーがレオンとリュカを不ふ思し議ぎそうに見ていた。

「な、なんだ？　お前達……。そんなにジロジロと見つめて……」

「オレ達、何か変なところでもあったかな？」

　レオンは視線を感じて自分の服におかしなところがないか、チェックする。

　それを見たノアがすぐに否ひ定ていする。

「いや、服がおかしいとかではないんだ。ただ、いつも会ったらケンカしている二人が、まだ一度もケンカをしていない事に違い和わ感かんを覚えてるんだよ」

　後ろのメンバーも一同に頷うなずき合っていた。

「はあ？　そんなにケンカばっかしてるわけねーじゃん！　なあ、リュカ！」

「……黙だまれバカレオン」

「ええ!?　何で、急にケンカ口く調ちように変わるのさ!?」

　急に態度が変わったリュカにレオンが食いつく。リュカは頑かたくなに無言を貫つらぬくが、照てれているのか耳は少し赤く染まっていた。

（くそっ！　この間、あんな事があったからつい気を許ゆるしてしまった……。まさか、ノア達に指摘されるなんて思ってなかった）

　そう、レオンとリュカは少し前にとあるところに行ってから、距離が縮ちぢまる出来事があった。


































　昔の事だ。オレがまだ父親という存在を憎らしく思っていなかった幼おさない頃。父はいつも仕事ばかりで家にいる事はなかった。母親も早くに亡くしていた為ため、幼いオレは愛情に飢うえていた。

　だからだろうか、父が帰ってくるまで寝ないようにと我が慢まんしていた。どんどん父の事が嫌きらいになっていく。だけど、嫌いにならないように踏ふみとどまっていたのは父から受けていたほんの些さ細さいな愛情の所せ為いだ。

『ただいま、リュカ。いつもひとりにしてごめんな……。ほら、お前が好きなマカロンを買ってきたぞ？』

　父はいつもマカロンをお土産みやげに買って帰る。オレは別にマカロンが特別好きというわけじゃなかった。だけど、父がオレの為に買って来てくれたという事実が幼いオレには特別な事のように思えた。

『メルシー！　パパ大好き！』

『うん。パパもリュカの事が大好きだ！』

　そう……当時はこれだけの事が幸せだった。だけど、あいつは裏切った。オレの事を捨てて、全てを仕事に捧ささげたのだ。だから、オレはあいつを……父親の事を絶対に許ゆるさない。




　街中を走るトラム。日本でいう路面電車だ。辺りを見渡すと石造りの建物が並んでいる。その街並みをオレは懐なつかしいと感じる。オレは故こ郷きようであるフランスに戻って来たのだ。

　ここはフランスのオルレアン。パリ・オステルリッツ駅からオルレアン駅までは直通で一時間半。

「うひゃー！　すっげーキレイなところだな！　よく見るとフランス人だけじゃなくて、日本人もアメリカ人も歩いてんじゃん！　さっすが観光名所なだけあるよな！」

「あんまり騒さわぐな、レオン！　恥はずかしいだろう！」

「あっ！　ジャンヌ・ダルク像、見っけ!!」

「こらっ！　勝手にウロウロするな！　……ったく」

　……本当はオレひとりでフランスに来る予定だったのに、何な故ぜかレオンも一緒に来る羽は目めになった。

　オレとレオンが何故フランスにいるのかというと、オレの家の事情が原因だ。




　オレは今、日本にあるエルドール事じ務む所しよに所属し、事務所が経営するエトワール・ヴィオスクールに通っている。アイドルの卵たまごである事を、あの事務所と学園ではアイチュウと呼んでいる。

　オレはアイチュウのリュカであり、いずれは仲間と共にトップアイドルになる為に、芸能活動を学んでいた。そしてオレのグループであるＩ♥Ｂアイビーのメンバーと共にノアが管理しているシェアハウスに住んでいる。

　ノアはオレと同い年の男だが、家がとても裕福である為、執しつ事じを連れてこの日本に来ている。おかげで、オレは何の不自由もなく日本で生活出来ていた。

　事件が起こったのは、とある一通の手紙がオレ宛あてに届いた日だ。メンバーのひとりであるドラマーのラビがポストを開けて郵便物をオレに渡す。

「リュカ宛の手紙が届いてたよ？」

「オレ宛？　……ああ、故郷のマミィとパピィからだ」

　オレが言った言葉にレオンが笑った。

「マミィとパピィ……！　フランス語だとはわかってるけど、リュカの口から聞くとすっげー可か愛わいい言葉だぜ！」

「レオン……そんな言い方は、ダメ……です！」

　朝ちやお陽やんが止めようとするがレオンが笑い続ける。レオンのからかうような笑いにオレは不快になる。

「黙だまれ、バカレオン」

　朝陽はオレの怒おこる様よう子すを見てアワアワと慌あわてふためいている。そんな朝陽とオレの様子を見たラビがレオンにからかうなと諫いさめる。ラビがオレの為にレオンを諫めている姿を見て、オレはこれ以上は何も言わない事にした。

　机つくえに置いてあったハサミを手に取り封筒の端はしを細く切る。

　封筒の中には紙が一枚だけ入っていた。オレはその紙を広げて内容を読む。字はマミィのものだった。

　ゆっくりと読んでいき、オレは途中で顔が青ざめる。手もわずかながら震ふるえているのを感じた。

「おはよう、みんな。ちゃんとそろっているようだね」

　背はい後ごからノアの声が聞こえる。みんな、ノアのおはようという声に応えているが、オレは今それどころではなかった。そんなオレの様子に気づいたノアが心配そうに肩に触れる。

「リュカ……どうしたんだい？　顔色が悪いようだけど、何かあったのか？」

「ああ……心配かけてすまない……」

　ノアが肩に触れてくれたおかげで、オレは平常心を取り戻す事が出来た。しかし、心配をかけないようにと出した声は震えてしまう。

　ラビも朝陽も……そして、先ほどまで笑っていたレオンでさえも心配そうにこちらを見る。

「どうしたんだよ、リュカ！　その手紙を読んでから様子がおかしいぜ？」

「リュカ。手紙には何が書いてあったんだ？」

　心配してくれるみんなにオレは話すべきかどうか迷ったが、仲間である彼らには話しておいた方がいいと判断する。

「実はフランスにいるパピィが体調を崩くずして倒れたみたいなんだ……」

「リュカのおじい様が……。そんなにヒドイ状態なのか？」

「……そんなにヒドイわけじゃない。医者からは過か労ろうだと言われたそうだ。歳も歳だから、そういう事が起きるのは不ふ思し議ぎではない」

　ただ、オレの知っているパピィはとても元気な人だった。父親がいなくなってからはずっとオレの事を育ててくれたマミィとパピィ。

　オレが風か邪ぜをひいたときなどはずっと傍そばにいてくれた。逆にパピィが風邪をひいたところなんて見た事ないくらいだ。そんなパピィが倒れたというのはオレにとってショックな出来事だった。

「リュカ。一度様子を見に行った方がいいんじゃないか？」

「いや……、オレがフランスに行ってしまったらお前達全員に迷めい惑わくをかけるだろう」

　今はアイチュウのＩ♥Ｂとして売り出している最中だ。プロデューサーだっていろんな売り込みや企画を立案してオレ達の為に動いているだろう。

　そんなときにメンバーのひとりが欠かけてしまったら元も子もない。

「今のうちにプロデューサーに相談して、リュカがいなくても出来る仕事に絞しぼってもらえれば大丈夫だよ。何も一ひと月つきずっと戻ってこないって話じゃないだろう」

　ノアの言う通り、おそらく一週間ほどフランスに行って戻るくらいの期間でいいだろう。しかし、それでもオレはメンバーに申し訳ないという気持ちになる。

「いや……オレはこのまま日本に残──」

「リュカ。フランスに行って来い。後こう悔かいしてからじゃ遅おそいぞ？」

「ラビ……」

　ラビがいつもと違って真剣な顔でオレに行けと言う。こんなラビは今まで見た事がない。

「いや……だけどやっぱり──」

　オレがいなくなる所為で迷惑はかけたくないという気持ちが大きい。だから、やっぱり行かないと答えようとしたのに、いつも余計な事を言って場をかき乱みだすのがあいつだ。

「オッケー！　そんじゃあ、オレとリュカと二人でフランスに行ってくるぜ！」

「………………」

「ったく、リュカってばひとりで行くのが寂さびしいなら最初からそう言えよな～。さてと、フランス行きのチケットと……あとはパスポートの準備準備っと」

「ちょっと待て!!　何でレオンとオレが二人で行く事になるんだ！」

「だって、お前ひとりだったら行きたくないんだろ？　どうせ、自分だけ抜けるなんて事したらみんなに迷惑かかる～とか思って頑がん固こに行かないって言う気だっただろ～」

「うっ……」

　レオンの言う通りだった。

「だーかーらー、オレとリュカの二人が抜ければお前だけの責任にはならねーだろ！　なあ、ノアもそれでいいだろ？」

　レオンはノアに問いかける。ノアはレオンの言葉を受けて苦笑する。

「相変わらず、レオンの行動は突とつ拍ぴよう子しもない事ばかりだね。でも、レオンがリュカについているなら安心……とまではいかないけど、リュカ一人よりはいいか」

　ノアの言葉に朝陽とラビも無言で頷うなずいていた。

「フランス行きのチケットの手配はセバスチャンにやらせるよ。だからリュカとレオンはこれから準備をしてくるといいよ」

「ちょっと待て！　オレはまだ了りよう承しようは──」

「ああ、もしもし、プロデューサー？　実はリュカの育ての親が少し体調を崩してしまったようで……うん。そうなんだ。リュカ一人じゃ心配だからレオンも一緒に様子を見に行く事になった。だから二人は一週間ほど日本にいなくなるんだけど、大丈夫かな？」

　……手回しが早い。ラビはプロデューサーに電話をかけて既すでに交こう渉しようしている最中だった。オレは頭を抱かかえ、その場にしゃがみこむ。後ろから誰かがオレの肩をポンッと叩たたく。

「リュカ！　善ぜんは急げだぜ？　早く準備しろよ！」

（何で、オレはこいつとフランスに行かなくちゃならないんだ!!）




　時間が経たってから考えれば、わかり切った事だ。ノア達がやった事はオレの為を思っての行動。だが、それでも何故レオンとオレの実家に向かっているのかは納得出来ない！

「なあなあ、リュカ！　さっきからぼーっとしてるけど、大丈夫か？」

　先ほどからしつこくオレの肩を揺さぶり、考えを遮さえぎってくるこいつの行動にオレは苛いら立だちを隠かくせずにいる。

「さっきからしつこいぞ、レオン！」

　オレはレオンの手を払いのける。反発してくるかと思いきや、レオンは真剣な眼まな差ざしでオレを見み据すえている。

「オレ、お前に真ま面じ目めな質問があるんだ……」

「な、何だ……」

　レオンの真剣な表情にオレは気け圧おされる。

「あのさ……ジャンヌ・ダルクって可愛い系？　それともキレイ系？　どっちだと思う!?」

「……………………」

「オレ的にはキレイなお姉さんであってほしいな～って思うんだよ！　なあなあ～リュカはこの辺に住んでたんだったら、どういう人物像かイメージ湧わきやすいだろ～。オレにどっち系か教えてくれよ～」

「ふ……」

「ふ……？　え、まさか太ってる系とか？」

「ふざけるな!!　お前という奴やつはフランスにまで来て、チャラチャラチャラチャラと……！　ジャンヌ・ダルクはオレ達より年上なんだから敬意を払え!!」

「……って事はキレイ系なのか!!　やったぜ!!」

　オレの怒いかりが頂点に達したにもかかわらず、ジャンヌ・ダルクの女性像を考えているこいつに心底呆あきれた。

　オレはレオンを無視して到着したトラムに乗りこむ。あいつはまだブツブツと何か考えているが知ったこっちゃない。

「でもさ、リュカ。オレはジャンヌ・ダルクがキレイな可愛いお姉さんでも問題は──って、ちょっと何で勝手にトラムに乗ってるの!?　ああ!!　待って待って！　オレも乗るから!!」

　トラムの扉とびらが閉まる直前にレオンが駆かけ寄ってくる。オレは他人のフリをしてあいつを無視する。これから向かうパピィ達の事だけに思いを巡らせた。




　目的の駅を降りてから三十分くらい歩く。周りはブドウ農園が広がるばかりだ。まだ熟じゆくし切っていないにもかかわらず、辺りはフルーツ特有の甘い香りに包まれている。葉は青々としていて今年も良いブドウを収しゆう穫かく出来そうな気配がしていた。

　オレのマミィとパピィはブドウ農園で働いている。極上の赤ワインを作るのに必要不可欠な極上のブドウを育てる農園だ。

　この時間であればもしかするとマミィが仕事に励はげんでいるかもしれない。

　辺りをキョロキョロと見回しながら家の方向へと進む。すると、人影を見つける。

「リュカ!!」

「ああ、マミィ！」

　オレの姿を見つけたマミィはゆっくりと両手を広げて向かってくる。オレもマミィの元に駆け寄り親愛の意味を込めて彼女を抱だきしめる。

「久しぶりに孫の姿を見れて嬉うれしいわね。あら、ちょっと大きくなったんじゃないかしら？」

「そうか？　あまり変わらないと思うけど……。マミィこそ、元気そうで安心した」

「私は元気よ？　ただ、パピィの方は少し歳のせいか、疲れた顔をするようになったのよね……。でもきっとリュカの姿を見たらまた元気になるわね！」

　マミィは少し落ちこんだ表情を見せたが、すぐにまた温和な笑みをオレに見せてくれる。やはり、パピィは少し元気がないようだ。

「あら？　国際電話で話してくれた友人というのは後ろにいる彼の事かしら？」

　オレは後ろを振り返る。そこではレオンが大人おとなしく待っていた。さすがにこういうときは遠えん慮りよするという事が出来るらしい。

「はじめまして！　リュカのマミィ！　オレ、レオンって言うんだ！」

「あらあら！　元気のいい子ね！」

　レオンはマミィに近づき、抱きしめて両りよう頰ほおにキスをする。マミィはレオンの元気な性格を気に入ったみたいだ。

「ふふふ！　リュカとは正反対で元気なお友達のようね。日本から急にこっちに来て、二人とも疲れたでしょ。早く家でくつろぐといいわ」

「マミィ。くつろぐ前にパピィの様子を見たい」

「ええ。もちろん！　きっとパピィも喜んでくれるわ！」

　マミィはそのまま家の方へと歩いて行く。オレとレオンもマミィの後に続いて歩いて行った。




　久しぶりの我が家に懐かしさを感じる。家の中の匂においや、家具の配置など何も変わったところはなかった。マミィはそのままパピィのいる寝室へと向かう。

「パピィ。リュカが戻って来たわよ」

　マミィに手招きされてオレは寝室へと入る。

「おお。リュカ、よく戻って来たなぁ」

「ただいま、パピィ」

　思っていたよりは元気そうだ。マミィ同様、腕うでを広げて歓迎するパピィにオレは自みずから抱きつく。

（あ……少し瘦やせたのかもしれない……）

　パピィは少し太り気味だった。ワインを飲む所為もあるだろうが、お腹回りを見てお世せ辞じにも瘦せているとは言い難がたかった。

　だが、今は抱きついてみると以前の体型ではないとすぐにわかった。

「リュカ、後ろにいる彼が友人かい？」

「……ああ。友人のレオンだ」

「はじめまして！　オレ、レオンって言います！」

　レオンは帽ぼう子しを外して大きな声で挨あい拶さつしながらペコッとお辞じ儀ぎをする。マミィのときと違うのはおそらくパピィが寝こんでいるから気き遣づかったのだろう。本当にいつもこのくらい気を遣えたらいいのに……。

「ほっほっほ！　元気な少年じゃなぁ。リュカとは正反対じゃ！」

「あら？　私達、同じ事を言ってるわよ、パピィ」

「あはは！　リュカとオレは日本でも正反対だってよく言われるぜ！」

「いいから、お前は黙ってろ！」

　マミィとパピィはレオンとオレのやりとりを見て大きな声で笑っていた。レオンがついて来たときはどうしたものかと思っていたが、パピィ達が喜んでいるなら結果的にこいつを連れてきて良かったのかもしれない。

「そうだ、マミィ。リュカ達のお茶をここに運んでくれ。リュカとレオンから日本の事をたくさん聞きたいんじゃ」

「あらあら。私も聞きたいわ。それじゃあ、すぐに用意してこっちに持ってきますからね」

「ああ！　リュカのマミィ！　オレも手伝うよ！」

「マミィでいいわよ、レオン。それじゃあ、お願いしようかしら」

「任せてくれよな！」

　レオンは自らマミィに手伝うと言って出て行く。

「いい友達じゃないか……。きっとワシとリュカを二人にしてあげようという親切心じゃろう」

「普段はああいう事をするような奴じゃないんだけどな」

「ほっほっほ！　お前は昔からあまり友達をつくる男ではなかったからなぁ。心配してはいたが、そんな表情が出来るのなら日本に行って正解だったんじゃろう」

「そんな表情？」

「ああ。慈いつくしむような優しい表情じゃ。成長したなぁ、リュカ」

「……メルシー」

　オレはレオン達の前でそんな表情をしていたのだろうか。自分の顔を見る事が出来ないからなんとも疑うたがい深い話だ。

　しばらくオレはパピィから最近のブドウ農園の状況を聞いていた。近所のブルーメンさんのブドウが表ひよう彰しようされた事、パピィも触発されてもっと頑がん張ばろうと張り切っていたところで体調を崩してしまった事。

　まだ、フランスを離れてからそんなに経ってはいないはずなのに、もうずっと何年もオレはここにいないような気がした。それだけ、日本での生活に慣れてきてしまったのだろうか。オレはパピィとマミィを寂しがらせてはいないかと心配になる。

　そんな事を考え始めたとき、レオンとマミィは紅茶を持って現れた。

「お待たせ！　レオン君とマミィのコラボティーの完成だぜ！」

「お前は何を言ってるんだ……。っていうか、料理下へ手たじゃなかったか？」

「おいおい、リュカに言われたくないぜ！　オレは確かに料理は下手だけど、紅茶を淹いれるのはまあまあ上う手まいんだぜ！　何たって英えい国こく紳しん士しだからな、オレ！」

「あら？　あなた、イギリス人だったの？　てっきりアメリカ人かと思っていたわ」

「ええー!!　マミィ～そりゃヒドイぜ！」

「ほっほっほ！　本当に面おも白しろい友人じゃ！」

（ったく……恥ずかしい奴だ……）

　レオンはまずパピィに紅茶を淹れてティーカップとソーサーを渡した。その後、オレはレオンからソーサーを受け取る。レオンはティーカップにトクトクと紅茶を注そそぎオレのソーサーの上に置いた。

「ん？　この匂いは……」

「お！　やっぱ気がついたか！　このティーカップの中にはマミィとパピィが作ったブドウを半分に切って入れてるんだ。ブドウの香りがするだろう？」

「ああ……。いい匂いだ」

　最後にレオンは自分とマミィの分も紅茶を淹れる。準備が整ととのったところでオレとレオンはエトワール・ヴィオスクールでの出来事や、仲間、先せん輩ぱい達たちの事を話す。マミィとパピィはその話をとても楽しそうに聞いている。二人に会えた事でオレは嬉しくなっていつもの倍は話していたように感じる。

「それでさ、オレがスターゲイジーパイの下地を作り終えてオーブンに入れようとしたときにすっ転んでリュカ達にぶちまけちゃったんだよなー」

「魚のパイという事実で驚おどろいていたというのに、まさか魚をぶちまけられるとは思わなかった……」

「でもさ、リュカだって料理しようとしてオーブン使ったら、得え体たいの知れない真っ黒い物体を生み出してたじゃん！　そのせいでノアから金こん輪りん際ざいキッチンに立つことを禁止されただろ？　オレはまだキッチンに入れるもんね～。ってか、リュカのアレは一体何を作ろうとしてたんだ……」

　またレオンがいらない事を言う……。オレは二人を心配させたのではないかと思い、様子を窺うかがう。しかし、二人はオレの予想に反して笑顔を見せた。

「まあ、リュカったら相変わらず料理が下手なのね。包丁を使って野菜を切る事は上手なのに……」

「ほっほっほ！　リュカは昔から手先は器用じゃが、応用力がないというか……変なところで不器用じゃったからなぁ……ゴホッゴホッ！」

「っ！　パピィ、大丈夫か!?」

　突然咳せきこんだパピィの背中をオレはさする。マミィはパピィから紅茶のティーカップを受け取り、オレと同じように背中をさすった。

「ふぅ……すまなかったなぁ。楽しくて笑っていたら咽むせてしまったようじゃ……」

「いや、オレも時間を忘れてつい夢中で話してしまったから。少し休んだ方がいい」

「そうだぜ、パピィ！　まだたくさん話が残ってるんだから後の楽しみに残しておくぜ！」

「ほっほ。レオンもリュカもいい子じゃなぁ……。レオンが淹れてくれた紅茶、とても美お味いしかったぞ」

「そっか！　なら、ここにいる間、何度でも淹れてやるぜ！」

「それは、楽しみじゃ。レオンの紅茶はきっとあのケーキと合うんじゃろうなぁ……」

　普段、甘いお菓か子しをそんなに食べる事のないパピィがケーキと言うのは珍めずらしかった。

「パピィの言うケーキはどんなケーキなんだ？」

「……ワシの言うケーキは『タルト・タタン』の事じゃ」

「ああ！　あそこのタルト・タタンね。昔、パピィと食べた思い出のケーキよ」

　パピィの言うタルト・タタンはどうやらマミィとの思い出のケーキのようだ。

「昔、マミィとデートしたときに必ず食べたケーキじゃ。もうここ数十年は忙いそがしくて行かなくなったが、レオンの紅茶を飲んであの味が恋しくなったのう……」

「そうですね。確かにレオンが淹れてくれたこの紅茶にきっと合いますね」

　懐かしそうにパピィとマミィが微笑ほほえみ合う。二人にとって想い入れ深いものなのだろう。オレは二人の言うタルト・タタンをプレゼントしてあげたいと考える。

　しかし、二人の思い出にオレが割りこんでプレゼントしてしまってもいいのだろうか。

　レオンはオレの真意に気がついたのか、パピィ達に聞いた。

「なあ、そのタルト・タタンってどこでも買えるケーキなのか？」

「いや、ワシらが言っているのはタルト・タタンの発はつ祥しようの地、ラモット・ブーヴロンにあるホテルで食べたケーキじゃ」

「タルト・タタンの発祥の地？」

　ラモット・ブーヴロンといえば、オルレアンから電車で三十分くらいの距きよ離りだ。そんな近くにそのタルト・タタンの発祥の地があるとは知らなかった。

「なあ、リュカ。ラモット・ブーヴロンって近いのか？」

「オルレアンから電車で三十分くらいだけど……」

「そっか！　なら決まりだな！」

　そう言ってレオンは急に立ち上がる。

「パピィ！　オレとリュカが今からそのタルト・タタンを買って来てやるよ！」

「っ!?」

　突然宣言した言葉に一同固まる。一番最初に硬こう直ちよく状態から抜け出したのはオレだった。

「レオン！　また、お前は突拍子もなく……」

「いいじゃん！　どうせ、リュカもパピィにプレゼント出来たらいいなって考えてただろ！」

「そ、それはそうだが……」

「リュカが言うくらいの時間だったら、今から行っても夜には戻ってこれるじゃん」

「レオン、それはありがたい事じゃが、お前達もさっきここに着いたばかりじゃろ。少しは休んだ方がいいんじゃないか？」

「休きゆう憩けいならお茶しながら十分取れたぜ！　大丈夫、大丈夫！　オレとリュカはパピィと違って、まだまだ若いんだからな！」

　あっけらかんと言うレオンの姿は確かに疲れなど見えなかった。オレはレオンの後先を考えない行動は好きじゃない。だけど、こいつの素直さはいつも羨うらやましいと思う。

（とにもかくにも、レオンがパピィの為に言ってくれている事を孫であるオレが否定するのはおかしいからな……）

　オレは言い訳がましくレオンの提案を受け入れる口こう実じつを考える。

「パピィ、マミィ。そのタルト・タタンってケーキを買ってくるから楽しみに待っててくれ」

　オレは二人に精一杯の笑みを見せる。パピィとマミィはオレの顔を見て、同様に顔をほころばせる。

「気をつけて行って来るんだよ、二人とも。美味しい夕食を作って待っているからね」

　マミィの言葉にオレとレオンは頷く。実家に戻ってきたばかりだが、オレとレオンは再び、オルレアンの街に向かいそこからラモット・ブーヴロンへ向かう事となった。




　オレの実家を出て約二時間。ラモット・ブーヴロンにたどり着く、時計の針はりはちょうどおやつの時間である十五時を示していた。

　ラモット・ブーヴロンはソローニュ地方にあたる。ロワール河沿いにあり、古城が多く建つ、自然に囲まれた静かな街だった。

「へえ！　オルレアンと違ってずいぶんと自然の多い街だな！」

「オレもこっちの方には初めて来る。煉れん瓦がづくりの家もたくさんあって、可愛らしい街だな」

「おっ！　リュカのメルヘン脳が反応したか？」

「……黙れ。ほら、あの目の前に見えているホテルが目的の場所だ」

　駅を出てすぐ目の前にあるとは聞いていたが本当にこんなに近くにあるとは……。

　オレとレオンは早速そのホテルへと歩いて行く。ホテルの入り口前の石段を登る。両側には可愛らしい花が植えてある花か壇だんがあった。扉を開き、中に入る。

　最初に目に飛びこんできたのは、センスの良いインテリアだった。鼻び孔こうをくすぐるようないい香りが辺り一面に漂ただよっている。

（これはバターの匂い……クッキーに近い甘い香りだ……）

「すっげーいい匂いだな！」

　同じ事を考えていたのだろう。これだけ匂いが溢あふれていたら、考える事が一緒でも仕方がない。オレはレオンに「そうだな」と相あい槌づちをうち奥へと進む。

　そこには温かみのある暖だん炉ろと家具。そして、店の店員である女性が出迎えてくれた。

「いらっしゃいませ。お二人様ですね。席にご案内致します」

　オレ達の姿を見た店員がテキパキと案内をする。案内された席は丸机に白いテーブルクロスが敷かれていた。二人分の椅い子すも用意されており、ちょうど良いスペースだった。

　オレとレオンはそこに座る。店員がメニューを持って来ようと背中を向けたとき、オレは声をかける。

「すまない。ここのタルト・タタンだが、テイクアウトは出来るか？」

「はい。テイクアウト出来ますよ。誕生日用でしょうか？」

「いや、誕生日ではない。何もつけなくていい。ホールをひとつテイクアウト用に準備してほしい」

「かしこまりました。お客さま方はこちらでケーキをお召し上がりになりますか？」

「えっと……」

　そういえばテイクアウトの事しか考えてなかった。しかし、こうして席に案内されてしまったからには頼むのが礼れい儀ぎだろう。

　オレがどうすべきか考えているとレオンが先に店員に告げる。

「はい！　ここでケーキ食べていきまーす」

　レオンの明るい声は店内に響ひびき渡る。ちらほらといる客がレオンの元気な声にクスクスと笑っている。店員の女性もクスッと笑顔になり「かしこまりました」と言って今度こそメニューを取りに行く。

　オレは恥ずかしくなり、レオンの足を軽く蹴けり上げる。

「いてっ！　何するんだよ、リュカー！」

「バカ！　お前は声がでかいんだよ。あんな大きな声で言わなくても伝わるだろ？」

「ちぇっ！　リュカが迷ってたからハッキリと言っただけなのにさ～」

　レオンは不ふ貞て腐くされたのか机に顔を突っ伏しながらいじけ始める。

「お待たせいたしました。メニューをお持ちしました」

　店員の女性が戻ってきてオレ達にメニューをそれぞれ渡す。一番最初のページを開くとやはりこの店のオススメであるタルト・タタンのケーキセットが書かれていた。オレもレオンもそのページを見てすぐに注文を決める。もちろん二人とも頼んだのはタルト・タタンだった。




　注文をしてから十五分ほどしてタルト・タタンはオレ達の目の前に現れた。

「お待たせいたしました。タルト・タタンおふたつとミルクティーになります」

　店員はオレとレオンの前にひとつずつ置いていく。

「おお！　これがパピィの言ってたタルト・タタンなのか！　すっげー美味しそう！」

　レオンはタルト・タタンの光こう沢たくと同じくらいキラキラと目を輝かがやかせていた。

　普段ならもう少し大人しくしろと諫めるところだが、オレもタルト・タタンに目を奪われていた為、それどころではなかった。

　おそらくホールケーキからカットしたのだろうが、とにかくひとつあたりのケーキが大きい。上に乗っているリンゴは綺麗なキツネ色の焦こげ目めがついていて食欲をそそる。

　オレ達は早速フォークとナイフを両手に持ち、先端から切り始める。一口サイズに切り終えたところで上手にリンゴと生地部分をフォークで刺し、口へと運ぶ。

　口に入れて嚙かみしめた瞬間、煮に詰つめたリンゴの果か汁じゆうが口いっぱいに広がる。果汁は一緒に口に入れた生地までしみこみ、さらに甘みを引き出していく。

　オレとレオンは顔を見合わせる。

「美味しい!!　リュカ、すっげー美味しいな！」

「うん……！　美味しい！」

　これをパピィとマミィが忘れられないのも無理はない。それほど、このタルト・タタンは美味しかった。

　口に入れていた分がなくなり、オレはミルクティーを飲む。飲み慣れた味にオレは思わずほっと一ひと息いき漏もらす。ふと目の前のレオンを見るとまさにオレと同じようなタイミングでミルクティーを飲み、満足げな表情をしていた。

　オレは思わず、その姿を見て笑ってしまう。レオンは急に俺が笑い出したのを見て不思議そうな顔をしていた。

「リュカ？　急に笑い出してどうしたんだよ」

「悪い……何でもない。ただ、やっと落ち着いた気分になってな」

　そうだ。オレはフランスに来てからずっとパピィが心配で落ち着く暇ひまがなかった。実家でパピィと会ってからも少し瘦せた様子に心配は募つのった。パピィに日本の事を話しているときは楽しかったが、そのあと咳きこんだパピィを見てまた落ち着かなくなっていた。

　レオンとこうしてここに来てやっと肩の力が抜けたようだ。

「そっか……。いつも眉み間けんに皺しわを寄せるリュカでも甘い物には弱いか」

「そうだな……」

（レオンが一緒にいてくれるおかげもあるのかもしれないな）

　今日はずっと一緒にいたが、レオンはオレの言いたい事や、やりたい事を全て代だい弁べんしてくれていた。オレは無意識のうちにレオンに頼っていたのかもしれない。

　このままレオンに頼り切るのは悪い。ここはオレの地元でもあるフランスなのだから、本来は不ふ慣なれであるレオンに気を遣うべきだ。

（それほどまでに、オレの余裕がなかったという事だな。きっと、見舞いに行かず日本にいたら仕事に集中する事も出来なかっただろう）

　仲間達に背を押されてここに来てよかったと安心する。安心したら何だかお腹が空いてきた。オレはケーキをゆっくりと口に運んでいく。これを食べ終わって帰宅したら、久々にマミィのご飯を食べられる。今ならいくらだってお腹に入ってしまうだろう。

　オレとレオンはタルト・タタンを食べながら、ゆったりとした時間を一緒に過ごした。




　タルト・タタンを食べ終わり、ミルクティーを飲み干したオレ達はホテルから出る事にした。椅子を引いて立ち上がる。すると、今まで気づかなかったが目の前の壁に色紙が飾られている事に気がつく。

（さすが、タルト・タタンの発祥の地と言ったところか。有名な芸能人からのサイン色紙がたくさん飾られている）

　自分達もいつかこんなふうにサインを求められるのだろうか……。そんな事を考えているとふと見た色紙に既き視し感かんを覚える。

「っ!?」

　オレは目を見開く。何であのサインがここにあるのだろうか……。フランスに戻る事になったとき、頭を過よぎってしまう思い出があった。だけどオレはその事を思い出したくなかった。だから思い出さないように、パピィとマミィの事だけを考えてフランスへとやって来たのだ。美味しいケーキを食べて、楽しい時間を過ごす。ただそれだけで良かったのに。

　このまま忘れたままでいたかった。しかし、現実は残ざん酷こくでこうして意い図としないところで簡単に思い出させるのだ。

「リュカ？　……リュカ！」

「っ！」

　レオンの呼ぶ声にオレは驚おどろく。オレは目を見開いたままレオンを見る。レオンは心配そうな顔でこちらをまっすぐ見つめていた。

「急にどうしたんだ？　顔が真まっ青さおだぞ？」

「……悪い。急に立ち上がったから立ちくらみがしたみたいだ。もう平気だからここを出よう」

「あ、ああ……って、リュカ！　パピィにプレゼントするタルト・タタンを忘れてるぞ！」

　レオンに言われてオレはケーキを手にしていない事に気がつく。

「ああ、悪いな……」

「ったく、これを忘れたんじゃ、何しにここまで来たのかわかんないだろ？」

「確かにな……。それじゃあ、行こう」

　オレは足早に歩く。今は早くこの場から立ち去りたかった。レオンは足早に出ようとするオレの背中をパタパタと追いかけてくる。オレはその足音を聞きながら、一いつ刻こくも早く出たいとばかり考える。ここはオレにとって思い出したくない記憶が存在するから──。




　ラモット・ブーヴロンをすぐに出たオレ達はそのままマミィとパピィの待つ家に戻る事にした。家に着くとマミィは「お帰り」と言って暖あたたかい家の中へと迎えてくれる。リビングにはパピィが座ってオレ達の帰りを待っていてくれた。

　すぐにマミィが用意したご飯が食卓に並べられていく。料理はどれもこれも豪ごう勢せいな物ばかり。きっとオレ達が帰ってくると聞いて準備していてくれたのだろう。

　オレもレオンも作ってもらった晩ばんご飯はんをたくさん食べる。俺達の食べっぷりを見てマミィもパピィも笑っていた。

　そして、晩ご飯を食べ終わった後、食後のお茶の準備をする。もちろん食後のデザートはオレとレオンがラモット・ブーヴロンで買ってきたタルト・タタンだ。

　レオンがまたマミィと一緒に紅茶の用意をしている。

「どうじゃった？　なかなか素敵な店じゃっただろ？」

「ああ。落ち着くホテルだった」

「じゃろう。きっと昔と雰ふん囲い気きは変わってないんじゃろうなぁ。リュカ、タルト・タタンが出来上がった由ゆ来らいは知っているか？」

「タルト・タタンが出来上がった由来……。いや、知らない」

「そうか。実はタルト・タタンは失敗作から生まれたケーキなんじゃ」

「そうなのか？　あんなに美味しい物が失敗作だったのか？」

　パピィからあのタルト・タタンが失敗作だと聞かされて心底驚く。あんなに美味しいスイーツなら成功と言ってもいい出来の食べ物だ。それを失敗作だと言うのであれば考えた人は一体何を作ろうとしていたのだろうか。

「タルト・タタンはリンゴを数十個使って、キャラメル色になるまでリンゴを焼き上げる。その焼き上げたリンゴにはうま味がたっぷり含まれる。こんなお菓子が失敗作だとは不思議な話じゃろう……」

「……ああ、不思議な話だ」

「ワシはな、人間も同じだと思うんじゃ。人は成功した者だけが輝くもんじゃない。失敗しても輝ける者もいる。むしろ失敗を積んだ人の方が成功した者よりも得るものは大きいとは思わんか？」

「……………………」

「お前の親おや父じはまるでタルト・タタンのような奴じゃ。あいつもまさに失敗を積んで前に進んだ男じゃった」

「っ!?」

　パピィの言葉にオレは顔を上げる。

（まさか、パピィはアレがあそこにある事を知っていてオレを行かせたのか？）

　オレはその事を言葉にはせず目で訴うつたえる。パピィはオレを見てニッコリと笑いそのまま言葉を続ける。

「いいか、リュカ。焦あせりは禁きん物もつじゃ。お前が進むべき道はきっといろんな方向に枝分かれしている。その道はきっと失敗へとたどり着くだろうし、成功へもたどり着くだろう。お前は自分の信念を信じ突き進め……ただ──」

　パピィは言葉を一度切る。そして、先ほど純じゆん粋すいに見えていた瞳ひとみに一筋の光が見える。

「お前の事を思ってくれる人の事は絶対に裏切るんじゃないぞ。お前の親父が唯ゆい一いつ、出来なかった事じゃ……」

「……………………」

　オレはパピィの言葉に返事が出来なかった。自分の手元をじっと見つめる。オレの手はずっとベースを弾ひいている所為で指の皮が厚くゴツゴツとした手だ。オレはパピィの話を思い返す。

（己おのれの信念を信じ突き進む……オレのこの手は信念を持って突き進んだ結果だ）

　オレはベースを弾く自分に誇ほこりを持っている。それと同時にあのベースは親父の私物だったものだ。オレは親父の事が憎くて仕方がない。なのに、信念を信じて突き進むにはあのベースはオレにとって欠かせない大切な相棒だ。

（オレは何の為に日本に行ったんだ……。あいつを……あいつを見返す為に行ったってのに、今さら揺ゆれる必要があるというのか？）

　オレは考えがまとまらなくなる。脳内ではどんどん混こん沌とんとした色彩が混ざり合い、考えを濁にごらせようとする。

　もう考えたくない！　そう思った瞬間、光が差しこむ。

「リュカ！　紅茶を淹れたぞ！」

　オレは咄とつ嗟さに声をかけてきたレオンを見つめる。レオンはオレの目の前に淹れたての紅茶を突き出していた。昼にも嗅かいだブドウの優しい匂いが鼻び孔こうをくすぐる。

　オレは先ほどまで冷や汗をかいていたのか、どんどん背中が冷たくなっていくのを感じる。しかし、反対に心の中は温かい気持ちで満たされていく。

「もしかして眠ってたのか？　額ひたいに汗かいてるみたいだけど、悪い夢でも見たか？」

「いや、眠ってたわけではない……」

　オレはレオンから目を背そむけて言い訳の言葉を探す。そんなオレに気づいたのかレオンはニッと笑って、タルト・タタンをオレ達の前に置いていく。

「ほら！　パピィが求めてたタルト・タタンだぜ！　召し上がれ♪」

　マミィもキッチンから食卓に移り、全員が席に座った。オレとレオンはパピィとマミィがフォークとナイフを使ってタルト・タタンを口に運ぶところを見つめる。

　二人はタルト・タタンを口に入れて二度三度と咀そ嚼しやくする。そして、お互いを見つめ幸せそうな笑顔を見せ合った。

「懐かしいねぇ。まるで昔に戻った気分だわ」

「相変わらず美味しいタルト・タタンじゃ。夢見心地の気分になるのう。素敵なプレゼントをありがとう。レオン、リュカ」

　オレとレオンはお互いに目線を合わせて頷き合う。マミィとパピィが喜んでくれて良かったと心の底から思う。

「オレとリュカもお店でこのタルト・タタンを食べたんだけど、本当に美味しいよな！　ノア達にも食べさせてやりてー！」

「そうだな……。今度、みんなの為に作ればいいんじゃないか？」

「え？　誰が作るんだ？」

「オレとお前だ」

「は!?　リュカなんてキッチンの出で禁きん食らってるってのに、無理に決まってんだろ！」

「みんなの為に作るのだったら、きっと許してくれるだろう」

「いや～、みんな身の危険を感じてますます禁止にするんじゃないかな～」

「くそっ！　何でレオンはよくて、オレはダメなんだ」

　レオンの料理の腕前は知っている。オレと同等……よりはマシかもしれないが、ノア達の基準を考えたらこいつも出禁になるはずだ。

「オレはノアからお許しが出てるんだもんね～。何せ、美味しい紅茶を淹れる事が出来るからな！」

　……確かに紅茶好きのノアであれば、多少の事は目を瞑つむるだろう。レオンは確かに紅茶を淹れるのが上手かった。そこに関してだけは、英国紳士と自分で豪ごう語ごするのも頷ける。

「じゃあ、オレも紅茶を淹れるのが上手くなったら許しが出るという事か……」

「だったら、オレがリュカに淹れ方を教えてやるぜ！」

　嬉しそうにレオンは笑った。こいつに教えてもらうのは少し癪しやくに障さわるが、まあいいだろう。

　パピィとマミィはレオンが淹れた紅茶に口をつけながらオレ達のやりとりを笑顔で見守っていた。




　真夜中にオレは目を覚ます。久々に戻ってきたこのベッドの寝心地に慣れなくて目が覚めたみたいだ。隣となりのベッドで寝ているレオンを見る。レオンは毛布を足元に蹴り上げて眠っている。

　相変わらずひどい寝ね相ぞうだ。オレはレオンが蹴り上げた毛布を肩までスッポリと掛けてやる。すると、レオンはいきなり寝返りを打つ。突然動いたレオンにオレは驚いたが、目を覚ますことなくスヤスヤと寝息を立てている。

　オレは安心し、窓の方を見る。窓の外からは月の光が差しこんでおり、視線の先にはパピィ達のブドウ園が広がっていた。オレは少し外の空気を感じたくなり、外に出る事にした。




　柔やわらかい土と草の上を歩きながら、ブドウ農園の中に入っていく。ブドウはつる性落葉低木から実る果実だ。ちょうどオレの目線くらいの高さでブドウは実っていた。

　パピィとマミィが愛情込めて育てたブドウの一ひと房ふさに手をかけて間近で見る。

（このブドウが熟してフランスの名産でもある赤ワインの原料となるんだよな。こうやって誰かが喜んでくれるものを生産するってところは音楽と通ずるものがあるな）

　オレはデザートを食べる前にパピィから言われた事を考える。あのときは突然言われたから、拒絶反応が目に見えて出てしまっていた。しかし、時間を置いた今ならパピィが言った言葉を落ち着いて考えられる。

（オレもまだまだガキだな……。嫌いやなところを突かれて咄嗟に何も言えなくなり、ふさぎこむなんて。パピィには明日謝あやまらないと……）

　パピィが大事に育てたブドウを見る。実はブドウを作る際には「芽め傷きず」といって、人じん為い的てきに枝の芽の近くに傷を入れて萌ほう芽がを促そく進しんさせたり、芽揃いさせる事で枝の生育を同じにし花芽の開花日を揃えるような仕組みがある。

　ここにあるブドウは傷つけられながらも、懇こん切せつ丁てい寧ねいに一房ずつ愛情込めて作られているのだ。きっとパピィにとってはオレもこのブドウ達と一緒なのだろう。

　今日パピィが言った事は決して、オレを傷つける為の言葉ではなかった。愛情を持って強く生きろという想いがパピィから伝わってきた事を、オレはきちんと認識している。

　それでもだ……。オレの中での親父に対する憎しみが消える事はない。今ですら、考えただけで胸の奥から熱い気持ちが込み上げて辛つらくなる。

　少し肌寒い夜風が吹いているが、熱した身体からだを冷ますにはちょうど良い風だ。

　目を閉じて風を感じていると、パキッと小枝を折ったような小さな音が聞こえる。オレが後ろを振り向くと、そこにはレオンが立っていた。

「レオン……目が覚めてしまったのか？」

「うん。リュカがいなくなってたし、外かなぁと思って探しに来たんだ」

「そうか。心配かけて悪かったな……」

　オレが謝るとレオンは不思議そうに見つめてきた。そして、そのままオレの隣に立ってブドウを眺ながめる。

「なあ、リュカ。今日行ったタルト・タタンのお店を出ようとしたとき、何を見てたんだ？」

　レオンはオレが何かを見て様子がおかしくなった事に気がついていたようだ。オレはレオンに目を向けず、下を向いて息を吐はき出す。

「あのお店の壁に……親父のサインがかけてあったんだ」

「リュカの親父さんの？　確か、幼い頃リュカを置いてどっか行ったっていう……」

「そうだ。……オレの親父はミュージシャンだったからな。どっかの店にサインがかかっている事自体は不思議じゃないが、まさかあそこにあるとは思わなかった」

　オレは親父のサインを思い返す。オレが親父に捨てられたときはまだ売れない駆け出しのミュージシャンだった。そのときは売り出し中だったから、いつかまた自分の元へ帰って来てくれると信じていた。しかし、メジャーデビューが決まって親父は家族よりも仕事を選んだのだ。

　幼いオレを捨てて、仕事を優先させた。その親父のサインが飾ってあったのだ。

　おそらくオレを捨てた後、フランスに戻ってきてあのお店に行ったのだろう。オレに会いに来る事なく……。

「本当にどうしようもない父親だ。自分の息子むすこの育児を放ほう棄きしてメジャーデビュー。そんな奴が人に感動を与える歌なんて作れるのかってずっと思ってた」

　でも予想に反して親父はどんどん売れていった。オレの手では届かないところまで突き進んでいったのだ。子供のオレは親父が憎くて仕方がなかった。親父に出来てオレが出来ないなんて許せなかった。だからオレは親父以上になる為に日本にやってきて、アイチュウとなった。

「お前も知っている通り、オレがアイチュウになったきっかけは、親父を超える為だ。今でもあいつが憎くて仕方がない……」

「うん」

「だけど……今日パピィに言われたんだ。『人は成功した者だけが輝くもんじゃない。失敗しても輝ける者もいる。むしろ失敗を積んだ人の方が成功した者よりも得るものは大きい』ってさ。そしてオレの親父はパピィ曰いわく、後者らしい」

　レオンはオレの言う事を黙って聞いてくれていた。オレはそれに甘えてどんどん話を進めていく。

「オレはその話を聞いたとき、もしかして親父と同じ道を辿たどろうとしてないかと言われた気がしたんだ。もちろんパピィは一言もそんなふうには言っていない。ただ……オレがそう感じただけなんだ。だけど──」

（もし、オレが親父と同じ事をしてしまったら？　今傍にいる大切な人達を置いて何ど処こかに行ってしまうような事があるならば？）

　オレは常に親父を超える為に……あいつへの復ふく讐しゆう心しんを糧かてに動いている。今のオレにそれがなくなってしまったら？　きっとオレは立ち止まる……何も出来なくなる……。

　そんな例え話ばかり考えても仕方がないと思ってはいるが、それでもやはり怖かった。

　親父みたいにオレもなるのか？　大切な人にオレと同じような気持ちを抱いだかせてしまうかもしれない……。

　オレはレオンにこれ以上伝える事が怖かった。今、傍にいるのはレオンだ。オレはレオンを悲しませるような、傷つけるような事を言ってしまうかもしれない。その後はノア。そして朝陽とラビも同じように傷つけていくのだろうか。

　オレは怖くてレオンの表情を見る事が出来なかった。レオンもただ、微び動どうだにせず何も話さない。

　オレはギュッと目を閉じる。頭の中でどう言うべきか考えるが整理がつかない。どうすればいいんだ──。

「まっ！　リュカはリュカだから親父さんとは違う道を進むだろ！」

　レオンの声だけがクリアに聞こえる。今まで考えてきた思考が一瞬でクリアになった。オレは何も考えないままレオンの方を振り向く。

　レオンは両手を後頭部に置いて、ブドウの房を眺めている。

「リュカは親父さんと同じ道を辿らないと思うけどなぁ。リュカって繊せん細さいな奴だから、そんな道に自分から進んでいったら自じ暴ぼう自じ棄きになってぶっ倒れるだろ？」

「な、何を根こん拠きよに──」

「根拠も何もない。オレとリュカの仲なんだからお前がどういう奴かオレはよーく知ってるさ！」

　やっとこっちを見たレオンは白い歯を見せながらニカッと笑い掛ける。

「親父さんの事を憎んでる？　いい原げん動どう力りよくじゃん。その熱い気持ちをベースの音に乗っけてすごい演奏見せてみろよ！　お前の演奏に合わせてオレもついてってやるぜ！」

「お前は何を言ってるんだ？」

「何って、今後の事だろ？」

「それはそうだが……」

　レオンとオレの考え方の違いなのだろうか。レオンが言うとオレが重いと思っている枷かせをいとも簡単に外してしまう。

「あ、でもさ！　最近のリュカって憎しみ半分、慈しみ半分って感じだぜ？」

「慈しみ？」

「ああ！　最初の頃のお前、すっげー仏ぶつ頂ちよう面づらでアイチュウの活動をしてたし、プロデューサーにも盾たて突ついてばっかだったよな」

　確かにレオンの言う通り、アイチュウになったばかりのオレはプロデューサーを困こまらせてばかりだった。マシになってきたのはここ最近の事だ。

「確かに最初はそうだったかもしれないが、それとどう慈しみって言葉が関係するんだ？」

「リュカはさ、妥だ協きようを許さず努力しながら曲も作って、ベースも弾いて、そして歌ってるじゃん。それって誰の為？」

「……それはもちろんファンの為だ」

「そう！　最初の頃のお前だったら自分の為って言ってたぜ？」

「っ！」

　レオンの言う通り、日本に来たばかりの頃のオレはきっとそう言っていただろう。

「だからファンの為を思って歌うお前に限って、親父さんと同じ道を辿るなんてあり得ねえだろ」

　レオンは「な！」とオレに同意を求める。オレはレオンを見てコクリと頷いた。それを見たレオンは嬉しそうに笑い掛ける。

「憎しみとかオレは抱えた事がないから、どういうもんかまでは理解してやれない。だけど、もしかしたら時間が解決してくれるかもしんないじゃん！　今から先の事考えたってわかんない事だらけだろ？　リュカはもう少し前向きに物事を捉とらえてみたらいいんじゃない？」

「……お前が前向きすぎるんだよ」

「そうか？」

　オレは前向きで明るいレオンを羨ましく感じる。こいつはオレにはないものをたくさん持っている。オレは照てれ隠しの為に顔を反対の方に背ける。

「まあ、リュカが焦って困ってるときはオレが助けてやるからさ。こうやってひとりで悩むなよ。オレがいるときに悩んでくれ。そしたらいつだって助けてやるよ」
















　隣から聞こえてくるレオンの優しい声にオレは少し涙が出そうになった。こいつはいつもガキくさい態度を取るようなところもあるが、人の事をよく見ている。

　そしてその人の気持ちを汲くんで気遣う優しい心を持っている。今、傍にいてくれたのがレオンで本当に良かった……。

　オレは溢れそうになった涙を手でこすり無理やり止める。そしてあいつの顔を見ないように名前を呼んだ。

「レオン！」

「おう！」

「その…………メルシー…………」

「いしし！　ノープロブレムだぜ！」

　きっとオレの耳は今赤くなっているだろう。どんどん熱が顔へと集まってくるのを感じる。レオンと一緒にいる今が夜中で助かった。でなければ、「耳が赤い」などと言ってからかってきたに違いない。

（まあ、このあと日本に帰る間くらいまでは、こいつの事をバカ呼ばわりするのはやめてやろう……）

　満点の夜空にたくさんの星がまばゆく光る。そっと優しい夜風に当たりながらオレ達はしばらくパピィとマミィの育てたブドウを眺めていた。




　日本に帰国する日がやって来た。マミィとパピィはオレとレオンの為に家の外まで見送りに来てくれる。

「パピィ。ここまで見送りに来なくても大丈夫だ」

「ほっほっほ。可愛い孫とその友人の見送りくらいきちんとさせてくれ……」

「リュカ。気をつけて帰るのよ。また、時間が出来たら会いに来てね」

「マミィ……メルシー」

　オレはマミィに別れを告げながらギュッと抱きしめる。

「レオンもリュカの事をこれからもよろしくね」

「おう！　ちゃんとよろしくするぜ！」

　レオンもオレに続いてマミィに抱きつく。そしてオレはパピィと向き合う。

「オレはオレの道を突き進む。だから、安心してくれパピィ。誰かを悲しませるような事はしない」

　パピィをまっすぐに見つめ、オレは断言する。

「そうか。リュカのその想いを聞けて良かった……。これからも頑張れ!!」

　パピィは自ら両手を広げてオレをギュッと抱きしめてくれる。オレもパピィの背中に手を回してギュッと抱きしめる。

「ああ。……行ってきます」




　──オレとレオンはどんどん家から離れていく。振り返ると二人がいつまでも手を振ってくれていた。レオンも二人が見えなくなるまでずーっと手を振り続けている。

　そして、とうとう二人が見えなくなったところで後ろ向きに歩いていたレオンは前を向いて歩く。

「リュカのパピィとマミィはいい人達だな！」

「ああ、オレの自じ慢まんの人達だ」

　オレとレオンはブドウ農園が続く道をゆっくりと歩きながら他た愛あいもない話をする。

「あ！　そういえば、ノアからかかってきた国際電話で日本に帰って早々に仕事があるって言ってたよな！」

「ああ。プロデューサーがギリギリまで調整してくれた仕事がな」

「あ～あ。せっかく帰るのにすぐ仕事か～。少しは休みたいなぁ……」

　レオンは口をとがらせながら不満を言う。

「オレは今、早く仕事がしたくて仕方がない」

「そうなの？　それって親父さんを早く超えたいとか？」

「そんなの当たり前だろ。けど、今はそれ以上にＩ♥Ｂ全員で仕事をしたくて仕方がないんだ」

　オレは立ち止まってレオンの目をまっすぐ見て伝える。レオンも立ち止まってオレの目を見つめた。数秒見つめ合う。先に動き出したのはレオンの方だった。

「だったら、早く帰らないとな！　ほら、リュカ急ぐぜ！　走れ、走れー!!」

　レオンはオレを置いて全速力で走り出す。……やっぱり、あいつはバカだ！

「このっ、バカ!!　急いで行ったって搭乗時刻が決まってるんだから意味ないだろ!!」

　オレもレオンに続いて全速力で走り出す。走るスピードに合わせて風が体に当たる。その風に乗ってブドウの甘い香りが漂ってくる。

（じゃあな、フランス！）

　心の中で故郷に別れを告げる。おそらくしばらく戻っては来ないだろう。

　次に戻ってくるときは、もっと仲間達とより輝けるところに近づいてからがいい。そして、身も心も今以上に成長してからまたこの地を訪おとずれようと決意する。

　この農園に実るブドウのように──。
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　レオンとリュカが言い争いを始めてしまい、ノアは呆あきれて溜ため息いきを零こぼす。

「ノアくん。レオンとリュカくんのケンカを止めないの？」

　湊みなと奏かな多たがノアにおそるおそる尋たずねる。

「うーん。この二人のケンカを最初に止めるのはオレの仕事じゃないからね。多分もう少しでラビが来るから、きっと止めてくれるよ」

「あ、本当だ！　噂うわさをすれば何とやらってやつだな！」

　愛あい童どう星せい夜やは今しがた噂をしていた「ラビ」が来るのを目視する。ラビは長身で一見怖そうに見えるが、近くで見ると柔にゆう和わな優しい表情をした少年である。彼の後ろからひょっこりと顔を出して覗のぞき見ている人物にノアは声をかける。

「あ、朝ちやお陽やんか。ラビの後ろにちょうど隠かくれていたんだね」

　ラビの後ろから顔を覗かせている少年は「黎りー朝陽」。結った三つ編みがゆらゆらと揺ゆれている。

　二人はレオンとリュカの元へと近づいていく。ラビは「やれやれ」と言っているかのような表情をしつつ、二人のケンカの輪に入っていく。

「こら、お前達！　またケンカしてるのか？」

　ラビはレオンとリュカの襟えり首くびを引っ摑つかむ。

「ラビ！　離せ！　これじゃあ、子供みたいだろ!?」

　リュカが恥はずかしさから、離せとジタバタしている。反対にレオンはやってきたラビに嬉うれしそうな顔をして笑っていた。

「お！　ラビ……と朝陽も後ろにいんのな！」

「ったく怒られてるのに何でお前は笑ってるんだ？　……リュカはともかくレオンは反省した方がいいな。って事で、レオンの処しよ遇ぐうはノアに任せよう」

「ふふっ。それは楽しみだなぁ」

「ゲゲッ!?　ノアからのお仕置きだけは勘かん弁べんしてくれ！」

　レオンがやっと焦あせり出してジタバタとしている。黎朝陽はラビの背はい後ごからレオンとリュカを悲しそうな目で見つめる。

「あ、あの……ラビさん、ノアさん。二人の事……その許ゆるしてあげて……ください」

　頑がん張ばって一いつ生しよう懸けん命めいに言葉を紡つむぐ黎朝陽を見てノアとラビはつい笑ってしまった。

「あはは！　朝陽が頑張ったから許してあげる事にしよう」

「ちゃおやーん！　ありがとなー!!」

「……助かった」

「お役に立てて良かった……です」

　黎朝陽はほっとした顔でラビの後ろから出てくる。

　ラビは黎朝陽の頭を片手で優しくなでる。その姿を見た愛童星夜がふと疑問に感じた事を言う。

「ラビってさ、Ｉ♥Ｂアイビーの中でもすっげー大人おとなびてるよなぁ。俺と同い年とは思えないくらいだぜ！」

「あはは……。そんな事はないよ。オレだってガキっぽいところはあるしね」

「たとえば？」

「え？」

　まさか、聞かれるとは思っていなかったラビは思わず驚おどろく。どういうところがガキっぽいかなんて、昔の事を考えれば明らかだ。

（今ここにいるＩ♥Ｂ以外のメンバーにオレが元ヤンだって言ったら驚くかなぁ）

　ラビは寒さの厳しい故こ郷きようを思い出す。まだオレが若わか気げの至いたりで派手な行動をしていたときの事を。

























　ロシアのイルクーツク。モスクワまではシベリア鉄道で行き来が可能な観光スポット。日の当たる時間帯は観光客で賑にぎわう街だが、灯あかりの少ない路ろ地じの奥では不ふ穏おんな空気が漂ただよっていた。ほの暗い路地の奥からは男の呻うめき声が聞こえる。

「ぐっ!!」

「おら……立てよ。お前から仕掛けてきたんだろ？　だったら、そう簡単に倒れてるんじゃねーよ！」

　背の高い男が優勢的に相手の男を殴なぐり飛ばしていた。背の高い男の拳こぶしには相手の血がこびりついている。

「も、もう、やめてくれよ！」

「は？　やめねーよ？」

「ひっ……!?」

　相手の男は恐怖に怯おびえた表情を背の高い男に向ける。それを見た背の高い男は最後に一発、重い攻撃を入れようかと算さん段だんする。腕を振り上げたそのとき、後ろから複数の気配を感じた。

「おいおい、ラビ。お前……またケンカおっぱじめてんのか？」

「ギルシュ……。オレから仕掛けたんじゃない。こいつから仕掛けてきたんだ」

「そうかい、そうかい。俺達が来て良かったな。相手さん側もちょうど仲間が集まって来たみたいだぜ？」

　ギルシュが目線でラビの後ろを指す。ラビが振り返ると相手の仲間達も同じくらいの人数がそろっていた。

「さあ……仲間がケンカ売られたんじゃ、こっちも黙だまっちゃいねーよな！」

　ギルシュが言い終えた瞬間、両者走り寄り、殴り合いが始まった。大きな声が響ひびき合う中、ラビは乱らん闘とうから抜ける。

　ラビは少し離れたところの壁にもたれ掛かりその様よう子すを眺ながめていた。ラビは切れ長の目に長い睫まつげを震ふるわせる。白い肌とは反対に着ている服は真っ黒で、ラビの肌の白さを余計に際きわ立だたせていた。顔の造形がとても整ととのっており、一見美しい男だと思えるが、近寄り瞳ひとみを覗のぞき見ると美しさの前に恐怖で身が凍こおるだろう。ラビの瞳は何の感情も見せず、氷のように冷たい瞳をしていた。
















　ラビは無表情で殴り合いをしている集団を眺める。さらに乱闘は激しさを増しているようだ。ラビは視線を外し溜ため息いきを外気にひとつ吐はく。吐き出された息は冬の所せ為いで白い息として吐き出される。




（人のケンカに割って入って来たかと思ったら、オレの事は無視かよ……。相手も相手だ。オレとのケンカはもう忘れたか……）

　先ほど相手をとことん殴っていた姿と打って変わって、落ち着いた様子は二は十た歳ちを越えた男性と見間違える。しかし、ラビは昔からイルクーツクに住む十五歳の少年である。少年と呼ぶにしては容よう姿しがとても大人おとなびていた。背も高い所為か、昔からよく年齢を上に見られがちだった。ラビは少しその事を気にしていたが、幼おさなく見せるようにするなんて到底無理な事であった。

　ラビは吐き出した白い息を眺める。すると、横から少し風が吹きこんできた。

「っ！」

　先ほど殴られた部分が冷たい空気に触れた所為で痛みを発した。

（誰も助けてくれって言ってないのに余計な事をしやがって……。めんどくさいっての）

　めんどくさくなったラビはここにいても無意味だと感じ移動しようと考える。その瞬間、タイミングを見計らったかのように乱闘の中からラビを呼ぶ声が聞こえてきた。

「おい！　ラビ!!　聞こえてんだろーがっ!?　お前が起こした騒さわぎなら自分で片付けやがれ!!」

　男の声を聞いた瞬間、無表情だったラビの表情が少し動く。眉み間けんに皺しわを寄せて心底嫌いやそうな顔をしていた。

「ギルシュか……。相変わらず目ざとい奴やつ」

　ラビが退散する気配を感じたから声をかけたのかは定さだかではないが、ギルシュは今敵対しているチームのひとりと取っ組み合いをしている為ため、こちらには来られないようだ。

　ラビは今のうちにと、乱闘から背を向けて退散しようとする。

「ラビさん、ラビさん！　どこ行くんすか!?　ラビさんがどこかに行くならオレも行きます！」

（ちっ、また厄やつ介かいな……）

　ラビに声をかけてきた男は特とく徴ちよう的てきな容姿だった。赤毛にアーモンド形の目がクリッとしている。ラビに比べるととても背が小さかった。そして一番の特徴は目の下にあるそばかすだ。何故、こんな柄がらの悪いチームにいるのかと疑問に思うくらいには愛らしい容姿をしているのがボリスだ。

「ボリス……ついて来るな」

「ラビさん、またケンカしっぱなしで途中で抜ける気っすか？　いい加減にしないとチームの仲間にも締しめられてしまいますよ？」

　度たび々たび、騒そう動どうを起こしては退散しようとするラビをボリスは毎度引き留めるのだった。ボリスは今しがたあの乱闘の中にいたとは思えないくらい小こ綺ぎ麗れいな姿をしていた。ラビは容よう易いに想像がついた。ボリスの事だから、見た目通りのすばしっこさであの乱闘から抜け出してきたに違いない。

　ラビはボリスの背はい後ごを見つめてから、ボリスの襟えり首くびを摑つかみ自分のところに寄せる。

「わわっ!?　ラ、ラビさん!?」

「……オレの事より、自分の事を気にしろ……よっ！」

「ぐあっ!?」

　後ろから攻撃しようとした敵をラビは蹴けり倒す。あの体勢から蹴りが来るとは思っていなかったのか襲おそい掛かって来た男は一発で気を失ってしまった。

「ラビさん、超かっけー！　やっぱ、ラビさんがこのチームにいてくれないとオレのいる意味がないっていうか……。もともと、オレが超ピンチってときに、ラビさんに助けてもらったんだからオレはチームについていくよりもラビさんに一生ついていくっす！　さあ、ラビさん一緒にあいつらをケチョンケチョンに懲こらしめてやりましょうぜ！」

　ボリスがうっとりと語りつくしてラビのいた方を振り返ると、既すでにラビの姿はなかった。あるのはうっすらと積もった雪に残っていたラビの足あし跡あとだけだった。




　急ぎ足で騒動から立ち去った。追ってくる気配がないとわかり徐々に走る速度を落としていく。普通に歩く速度になった瞬間、雪が静かに降ってきている事に初めて気がついた。

　ラビは足を止めて空を見上げる。

「オレは一体何がしたいんだ……」

　誰にも聞こえないような小さな声で空に向かって問いかける。当然、返事なんてあるわけもなく雪がただ静かに降るばかり。ラビはしばらく雪が降ってくる空を眺め続ける。

「今日は、あいつが帰ってくる日か……」

　母がウキウキとカレンダーに印をつける所為で、どうでもいいこの日がどういう日かを否いや応おうなしに覚えてしまった。そんなムシャクシャした気持ちをケンカで晴らそうとして先ほどの騒動になったのだが、相手に顔を殴られケガをした瞬間、我に返った。

「また、ナターシャとリリヤに心配かけてしまうな……」

　ラビがケガをすると姉と妹はいつも悲しい顔をする。しかし、あいつが家にいるかもしれないと思うと今日は早い時間に家に帰りたくなかった。あいつが帰ってくると腸はらわたが煮にえくり返り、年相応に反発してしまうのだ。そんな自分になりたくなかったから、時間をつぶしてぶらついていたのだが運が悪かった。

　まさか以前、ケンカをふっかけてきた相手とまたかち合うとは思わなかったのだ。当然、相手はいちゃもんをつけてラビにケンカをふっかけてくる。ムシャクシャしていたオレも売られたケンカをすんなり買ってしまったのだった。

「もうあいつも帰って来て、眠ってる頃か……」

　既に時計は深夜に近い時間帯だった。あいつもとっくに家に帰って来てるであろうと思い、ラビは自宅に帰る事を決意する。ただ、心配なのは自分の顔を見たときの姉のナターシャと妹のリリヤの反応だけだ。




　音を立てないように静かに玄げん関かんの扉とびらを開ける。しかし古い家の所為か、木が軋きしむ音を消す事だけは出来なかった。

「お姉ちゃん！　ラビ兄ちゃんが帰って来たよ！」

「ラビ。こんな時間に帰って来るなんて心配するじゃない……」

　案の定、家の住人に気づかれてしまった。ラビは俯うつむかせたまま返事をする。

「ただいま……」

「ラビ？　何で顔を俯かせたままなの？　お姉ちゃんに見せてごらん」

「ラビ兄ちゃん？」

　顔を合わせていないが声からして、心配していたとわかる。ラビは諦あきらめて顔を上げる。

「……あなた、またケンカしたのね」

「ラビ兄ちゃん！　またケンカしたの？」

　二人同時に責せめられてラビは言い返す事が出来なかった。ナターシャはラビの様子を見て肩を竦すくめる。

「リリヤ。救急箱を持ってきてちょうだい」

「うん！」

　リリヤは小走りで救急箱を取りに行った。

「姉さん……悪い」

「しょうがない子ね。特別しみる消毒液を使ってあげるから」

「……お手柔やわらかに」

　ナターシャは食卓の椅い子すを引き、ラビに座るようにと指し示す。ラビは逆らわず、大人おとなしくその椅子に座った。




「っ！」

「しみるでしょ？　でも我が慢まんなさい。自じ業ごう自じ得とくなのだから」

　姉のナターシャは普段おっとりとした性格だが、教育に関しては厳きびしくしつけるタイプの女性だった。しっかり者の姉にいつも助けられている為、ラビは逆らえなかった。

「兄ちゃん。痛い？　リリヤがさすったら治るかな？」

　妹のリリヤは甘えん坊で元気な子だ。そんなリリヤはいつもラビがケガして戻るとまるで自分がケガをしたかのように辛つらそうな顔をする。

「もう治ってきているよ。それより、リリヤ。今日はどんな事をして遊んでたのかオレに話してよ」

「本当に大丈夫？」

「ああ。本当に大丈夫だ」

　ラビはリリヤを抱だき、自分の膝ひざの上に乗せる。リリヤは本当にもう大丈夫なんだとわかり、嬉き々きとして今日の出来事を教えてくれた。

　ナターシャもその様子を微笑ほほえましく見守っていた。ケガの治ち療りようはあっという間に終わった。ナターシャは看護学校に通っているおかげでとても手て際ぎわが良い。

　リリヤの話を聞いてしばらくしてから、ラビはある事に気がついた。

「姉さん。そういえば母さんは何ど処こにいるんだ？」

「えっと……母さんなら今、父さんを迎えに行ってるわ。ほら、雪が降ってきたでしょ？　だから傘かさを届けるついでに迎えに行ったのよ」

「っ！」

（じゃあ、あいつはまだ帰って来てないののか!?）

　ラビが椅子を引き、勢いよく立とうとした。その瞬間、玄関の扉が軋む音が聞こえ、部屋の扉が開く。

「ただいまー」

「お母さん！　お帰りなさい！」

　ラビの膝に乗っていたリリヤは母が帰ってきた嬉うれしさから飛び下りて、母の元へと向かった。

「外、結構雪が降ってきたわよ。ほら、迎えに行って良かったでしょ、あなた？」

「こんな時間に出歩くもんじゃない。ラビがついていけばよかったものを……」

　目線をラビに向けて嫌味を言う。そんなあいつの態度にムカつき何か言おうとしたが、あいつの方が一足早く言葉を口にする。

「そうだ……ナターシャ。これを見ておきなさい」

「これって……写真？」

「そうだ。お前の婚こん約やく者しや候こう補ほだ」

　姉さんはあいつの言葉に驚おどろいている。写真とあいつを見比べながら戸と惑まどった顔をしていた。

「父さん。私はまだ結婚なんてする気がないわ。だって、私はまだ勉強している最中でやりたい事を目指して頑がん張ばっているのよ？」

「ナターシャ。お前は無理に勉強して働き口を見つけようとしなくていい。女はきちんとした職種の男の元に嫁とついで幸せになるべきだ」

　あいつはナターシャの意見をスッパリと断ち切った。ナターシャはそれ以上何も言えず、俯き悲しそうな顔をしている。ラビはそんなナターシャの事を放っておけなかった。

「おい！　何で勝手に姉さんの事をあんたが決めてんだ！」

「親に向かって、『あんた』とはなんだ」

「だったら親らしいところを見せたらどうなんだ！　いつもいつも仕事ばかりで家にろくにいないくせに！」

「家族を養やしなう為に働いている俺の何処がいけないんだ。お前は親の苦労を何もわかっていない子供だな……」

「ふざけるなよ！　姉さんがどれだけ頑張って勉強してるかをあんたは見た事あるのかよ!?　姉さんの努力を知らないくせに、勝手な事を抜かすなって言ってんだ！」

「ナターシャが頑張っている事くらい私だって知っているさ。……それよりもラビ。お前、その頰ほおの傷はどうしたんだ？」

「っ!?」

　頰の傷の事を指摘されるとは思わず、一瞬言葉を失った。あいつは、眉間を人差し指で押さえて悩ましそうに頭を振った。

「またくだらないケンカでケガしたのか？　本当にお前って奴はろくでもないな……。そんなくだらない事ばかりせず、きちんと学生の本分である勉強に励はげめ」

「っ、父親の務つとめを果たせていないあんたに、言われる筋合いはねーよ!!」

　あいつに向かって近づいた瞬間、母が間に割りこんで止める。

「二人とも！　家の中でケンカしないでちょうだい！　ラビも父さんに向かって何て口の利き方をしているの！」

「母さんはそれでいいのかよ！　姉さんの事も勝手にあんなふうに決めるなんてヒドイだろ！」

「それは後で、ナターシャに意見を聞いてから私も父さんに相談するわ。何もケンカ腰ごしになって話す事じゃないでしょ？」

　まるで母もあいつの味方であろうと振る舞っているように見えた。

「……母さんは何であいつの味方をするんだよ！　母さんだってあいつがいない間、ひとりでオレ達を育てて、言いたい事たくさんあるんじゃないのか!?」

「言いたい事なんてないわ。家族なんだから支え合う事は当たり前でしょ？」

　母の言う言葉が理解出来なかった。ラビはしばらく母を見つめたまま口を閉ざす。

「ふ……ふぇーん!!」

　言い合いの空気に怯えたのか、リリヤが泣き出してしまった。ナターシャはリリヤを連れて自室へと向かう。父は溜息をひとつ吐きながら着ていたコートを脱ぬぎ、母に渡す。

「すまないが、ブランデーを一杯入れてくれ」

　ラビの横を通り過ぎながらあいつは母に向かって言う。話し合いはもうすんだと言わんばかりの態度にラビのイラつきが増ぞう長ちようするばかりだ。

　ラビはかけていたジャケットを引っ摑み玄関の扉を再び開けて外に飛び出した。後ろから母の呼ぶ声が聞こえた気がするが、そんな事よりも今はあいつのいる空間から離れる事が優先事項だ。

　外に出ると先ほどよりも雪が降り積もっていた。ラビはヘルメットを被かぶり、バイクに跨またがる。そして、そのままエンジンを吹かせて走り出した。行き先は既に決まっていた。




　バイクで一時間半ほどかけてたどり着いた場所はバイカル湖こだった。深夜遅おそい所為か周りには誰もいなかった。ラビは湖の畔ほとりまで近づく。

　辺りは水の音もせず静かだった。水の音がしないのは気温の所為で湖に氷が張っている所為だった。このバイカル湖は世界遺産にも登録されるくらい綺き麗れいな場所である。

　しかし、今は真っ暗で何も見えない。ラビは何かあるとこの湖を眺めて考える習慣があった。今日ここに来たのは先ほどの出来事の所為だ。

（どうして母さんはあいつを庇かばうんだ……）

　ラビにはどうしても母が父を庇う理由が理解出来ない。父親であるあいつは常つねに家にいなかった。姉や妹の誕生日、そして自分の誕生日ですらここ数年一緒に祝う事がなかった。クリスマスだって当然父親の存在はなかった。

　今日みたいにたまたま帰れる日には、誕生日のときのようにカレンダーに丸をつけるほど珍めずらしい事だった。

　父が不在の最中、体の弱い母は倒れる事も多かった。普段は元気に見える母だが実のところ身体からだはそんなに強くなかった。そんな母だが三人の子供を今まで育て上げてきてくれたのだ。そんな彼女の事を尊敬しているからこそ、母が父を庇う理由がわからなかった。

（よりによって、あんなタイミングで顔を合わせるとは思わなかったな……）

　父と顔を合わせる事なくすまそうと思って、遅めに帰って来た事が仇あだとなってしまったのだ。ラビは小さく舌打ちをした後、立ちっぱなしでいた事に気がつく。

　地面には雪が積もっていたが、ラビは気にせずそのまま大の字で寝転んだ。ボスッと雪の中に埋うもれる音がする。周りの雪が冷たくて体温が奪われていく。

　そんな冷たさの中でラビは目を瞑つむる。先ほどあいつに言われた言葉が脳のう裏りに刻きざまれていた。

（学生の本分……。何もやりたい事がないのに勉強をする意味なんてない。姉さんのようにやりたい事があればいいけど……）

　いつも特に何かしたい事もなく、ただ毎日が過ぎていく日常にラビは飽あきていた。そんな自分に嫌いや気けがさしてムシャクシャとし、ケンカする日々が続いているのだった。

（何か、非日常的な事でもあればこんな気持ちにならなくてすむのだろうか……）

　だんだんと熱が奪われていく。冷えた部分の感覚が徐々になくなっているような気がするが、動くのも億おつ劫くうだった。

（このまま動きたくないな……）

　目を瞑ったままこの状態でいれば、いずれ眠くなってしまうだろう。寒さの所為か考えがどんどん鈍にぶくなってきていた。

（眠ってしまったらどんなに楽か……）

「死んでるのか？」

　誰かの声が聞こえたような気がした。いや、こんな夜中にバイカル湖に来るのは自分くらいなものだろう。

「おーい、生きてるか～」

「っ!?」

　今度は間違いない。確かに誰かがラビに向かって声をかけていた。ラビは咄とつ嗟さに目を開け起き上がる。ラビのすぐ傍そばに見知らぬ男が立っていた。

「おっ！　生きてたか、少年！」

「誰だよ、お前!?」

　見知らぬ男はとても怪あやしい風ふう貌ぼうをしていた。髪の毛と髭ひげはずいぶん前から伸のばしっぱなしなのだろう。ろくに手入れもされていない所為かボサボサだった。

　男はラビに近づき、突然抱きついてきた。

「なっ!?」

「はっはっは！　見たか、クソ野郎共!!　俺はついにここまで来てやったぜ！　誰がここまで来れると思った？　絶対俺だけだぜ、少年！」

　男は大笑いしてラビに抱きつきながら背中をバシバシと叩たたく。ラビは男から離れようと力を入れたが、この男見た目よりも力が強くなかなか離れられない。

「いいから、離せ！　この変質者!!」

「おお、悪い悪い。つい嬉しくて少年に抱きついちまったぜ」

　やっと男はラビから離れた。ラビは男にこれ以上何かされないように一定の距離をとって警けい戒かいする。

「はっはっは！　そんなに警戒しなさんな、少年！　俺は全然怪しい奴じゃないからな！」

「ウソつけ！　誰が見てもあんたは怪しい奴にしか見えねーよ！」

「そうか？　まあ、いいや！　それより、見ろよ少年！　バイカル湖だぞ。バイカル湖！」

　男はバイカル湖に向かって指をさしながらラビに話しかけた。

「はあ？　言われなくてもどっからどう見てもバイカル湖だけど──」

「さあ、いざ行かん！」

　ラビの言葉を遮さえぎって男はバイカル湖に向かって歩き始めた。いくら氷が張っているとはいえ、真夜中にバイカル湖に向かって歩き出すバカはそうそういない。

　男の突然の行動にラビは呆あつ気けにとられた。

（何なんだ、この男……。死にたがりなのか？）

　先ほど雪に埋もれていた自分の行動には目を瞑る。このまま放っておいてもいいのだが、まだ今なら引き返すように言えば間に合うだろう。

「おい、あんた！　こんな真夜中に湖の上を歩くなんて危険だぞ！　戻って来い！」

　大きな声を出して語りかけるが、男はラビの言葉を無視してどんどん進んでいった。

（くそっ！　このまま見なかったフリしてやろうか……）

　しかし、万が一にも氷が割れて男が湖に落ちてしまうなんて事を考えると、どうしても放っておく事は出来ない。

「ちっ。めんどくさい事になった……」

　ラビは男を追いかける為、仕方なく氷の上を歩いて行くのだった。




　しばらくして男の元に追いついた。男は氷に手をつき、何かを探しているようだった。

「おい……。あんた、何やってるんだよ。頭おかしくなったか？」

「んー、俺の頭は元からおかしいと思うけど、今は別におかしな事はしてないぜ。おっ、あったあった！」

　男はとがった氷を思い切り蹴飛ばす。四方に飛び散った氷の欠片かけらを男は拾い上げる。男は氷の欠片を拾っては積み重ねていった。その不ふ思し議ぎな行動にラビはやはり関わってはいけない奴だったのではと疑うたがう。

（こいつ……やっぱおかしい……）

　氷を十枚ほど積み重ね終わったところで男は「よしっ！」と声をあげる。

「出来た、出来た！　お客様はおひとり様ってね」

「は？　客って何の事だ？」

「いいから、いいから！　それじゃあ、僭せん越えつながらしがない旅人の演奏をご清せい聴ちようあれ！」

　棒状の氷を両手に一本ずつ持ち、積み重ねた氷に向かって叩き始める。すると、不思議な事に氷から音が聞こえてきたではないか。

　静かだった湖から音がラビと男の周りに浸しん透とうしていった。何故、氷が楽器のような音を立てるのか、そんな仕組みに疑問を持つ前に、ラビは今まで聞いた事のない綺麗な音ね色いろに驚いた。

（何て、綺麗な音色なんだ……）

　怪しい男が奏かなでているとは思えないほど音は穏おだやかにラビの心に響き渡っていった。




　日が昇り、湖がだんだん明るい色に染まり始める。ラビはずっと音色に耳を傾かたむけ、佇たたずんでいたという事実に気がついた。日の光が男にあたり顔がはっきりと見える。男の瞳は氷のように澄すんだ瞳をしていた。まるで子供のように夢中で演奏している男は何者なのだろうか。

　やっと男の演奏が終わった。男は立ち上がり、ラビの前に立つ。そしてラビに向かってニヤリと笑った。

「ずいぶんと俺の演奏を熱心に聞いていたな。気に入ったか？」

　男のしたり顔が悔くやしかった。綺麗で素敵な演奏だったと正直に言うのも癪しやくだから、思わず捻ひねくれた言い方をしてしまう。

「……別に、ただ氷で演奏する変人なんて初めて見たから珍しいと思っただけだ」

「素す直なおじゃねーな、少年。お前の顔から察さつするに、さっきよりも全然穏やかな顔してるぜ？　お前さんのさっきの顔、超怖かったからな！」

「うるせー!!　大体おっさんが勝手に氷の上を歩いて行くからオレがここに来る事になったんだぞ！」

「そうなのか？　まあ、それは置いておいて……お前さん、ずっと俺の演奏聞いてたよな？」

　ラビは何か嫌な予感がした。男に背を向けてそのまま来た道を引き返そうとするが、男の方が一足早かった。ラビの行く道を先回りして前に出る。

「演奏料に……少年。お前さんの家に一晩泊めてくれないか？」

　このときラビは男に関わってしまった事を心底後こう悔かいしたのだった。




「最後にちょっと目を瞑ってて。今から前髪を切るからね」

「わかった。よろしく頼むよ、少年のお姉さん！」

　朝、怪しい男と一緒に家に帰ってきた。母達は驚いていたが、泊まるところがないと言うこの男を一泊させてやることに反対はしなかった。

　しかし、男の身なりを見たナターシャはとりあえず髭と髪を整える事を条件に泊める事を提案した。男は早速、髭を剃そり今はナターシャに髪の毛を切ってもらっていた。

　ジョキジョキと小気味良い音を聞きながらラビは姉と男の様子を眺めていた。朝帰って来たときには親父の姿は既になく、職場に戻ったようだ。

　もし、父がいたのならばこの男が泊まる事に猛もう反はん対たいしたであろう。実はそんな期待を込めて男を連れて来たのだが、運よくこの男はラビの家に一泊出来たわけだ。

「あれ？　あれれ？　結構、男前なのね」

　前髪を切り終えたナターシャは男の顔を見て、ポッと頰を赤らめていた。

「いや～、よく言われるんだー」

「何が、よく言われるだ……。どうせたいした事ない──」

　男が振り返った。これは驚いた……ナターシャの言う通り、男はラビから見ても所謂いわゆるかっこいいと呼ぶに相応ふさわしい顔立ちだった。面長のシュッとした輪りん郭かくに目は少したれ目。しかしそのバランスがちょうど良く一言で言うならばアンニュイな顔立ちなのだ。

「少年よ。俺の顔に見とれるのはしょうがないけど……惚ほれるなよ？」

「だれが、惚れるか……」

　男のからかう一言で我に返ったラビは即座に否定する。男は面おも白しろそうに笑っていた。そこでラビはある事に気がついた。

「そういえば、あんたの名前まだ聞いてなかった。オレはラビっていう名前があるから、少年ってのはやめてくれ」

「ああ。自己紹介まだだったな。俺はクレメンティ。改めてよろしくな、ラビ！」

　クレメンティはラビに手を差し出す。ラビは握あく手しゆをせず、そのままクレメンティに質問をする。

「なあ、あんたは何であんなところにいたんだ？」

「実は俺、モスクワからバイクであそこまで来たんだよ」

「はあ!?　モスクワからってどんだけかかるんだよ！」

「うーん……結構かかったなぁ。昨日ラビと出会ったときにちょうどたどり着いたところだったんだ。いやー、それにしてもまさか着いた途と端たん、死体を見つけちゃったと思って一瞬焦あせっちゃったぜ！」

「っ!?　バカ、あれはちょっと寝転んでただけだ！　勝手にお前が死体だって勘かん違ちがいしたんだろ！」

　クレメンティとの会話がナターシャに聞こえていないか心配して、ナターシャの様子を見た。ナターシャは家事に勤しんでいる為、こちらの会話を聞いていなかったようだ。

「あれ？　これ聞こえちゃまずかった？」

「ああ。オレが湖にいた事は秘密にしておいてくれ……」

「了解！　二人だけの秘密ってやつだな！」

「変な言い方をするな！」

　ラビがツッコミを入れるとクレメンティは面白いと言って笑っていた。

「あんた、結構笑い上じよう戸ごなんだな……」

「そうかな？　実は久しぶりに笑ったから、ちょっと表情筋が痛い気がする……」

　そう言いながらクレメンティは自分の口の端はしを人差し指で吊つり上げる仕草をする。

（ウソつけ。あんたは絶対に些さ細さいな事でも笑ってるようなタイプだろうに……）

　ラビは心の中でツッコミを入れた。また口に出して言うとこいつの笑いが止まらないような気がしたからだ。

「それで……バイクでここまで来た目的は？」

「え？　バイカル湖を見る為だけど……」

「は……？　まさか本当にそれだけなのか？」

「うん。そのつもりだったんだけど湖で演奏したらもうひとつ目的が出来ちゃった！」

　クレメンティはそう言うなり、ラビの手を摑み玄関へと引っ張って行った。

「お姉さん！　ラビと俺、少し出かけてくるぜ！」

「ちょ!?　何、勝手な事を言ってるんだ！　ふざけるな！　離せよ、この馬ば鹿か力ぢから！」

　クレメンティは顔に似合わず、力が強い。摑まれた手を離してもらう事が叶かなわず、ラビはクレメンティに引っ張られるまま出かける事となった。




　観光スポットとしても有名な街の中心部までやって来た。さすがにお昼前となるとたくさんの人で賑わっている。そんな中、観光客の賑わいを余よ所そにラビとクレメンティは全速力で走ったおかげで、ベンチに座って息を整えていた。

「……クレメンティ……お前は一体何がしたいんだ……」

　無理やり引っ張ってきた事を怒おこりたい気持ちは山々だが、今無む駄だな体力を使う元気はなかった。その分、声色に少しイラついた感情を含ませた。

　すると、クレメンティもラビの苛いら立だちに気がついたのか、眉まゆをハの字にして一言「ごめん」と言う。

「悪かったよ、ラビ。でも、俺も時間があまりなくてね……。急いで行きたいところがあるから君に案内してほしいんだ」

「時間がないって……ここ以外のどこかに行くからか？」

「んー……ちょっと違うかな。この場所からはしばらく動く気はないよ。……ただ、やりたい事がたくさんありすぎて時間がもったいないって思うだけだよ」

　クレメンティは少し困こまったように首を傾かしげながらラビを見つめる。ラビは何を考えているのかその表情から読み取る事が出来なかった。

「意味がわからないな……。まあ、いい。それであんたは何処に行きたいんだ？」

「ライブハウス！」

　クレメンティの突然の大声に周りにいた人達が一瞬こちらを振り向く。

「バカ、声がでかい！」

　特に何もないとわかると周りの人達は視線を外し、そのまま去って行く。クレメンティは先ほどの困った顔がウソのように、今は目を爛らん々らんと輝かがやかせてラビを見つめていた。

「ラビ！　俺はライブハウスに行きたいんだ！　どこかいいところがないか、教えてくれ！」

「ライブハウスって言ったら、最近だとジャズ専門のライブハウスなら増えてきているけど……」

「違う、違う！　ジャズじゃなくて、俺はバンドが出来るような場所がいいんだ！」

「バンドが出来るライブハウス……。ひとつ心当たりがあるにはあるが……」

「本当!?　そこに案内してくれ！」

　言いよどむラビにクレメンティは詰め寄ってくる。確かに心当たりはあるのだが、それには厄介な人物に頼み事をしなくてはならなかった。

（あまり気乗りしないが……）

　少し考える。このクレメンティという男、やっと名前はわかったが怪しい事には変わりない。一体この男がどういう人物なのか、ラビは気になり始めていた。今のところわかっている事は、モスクワから来た事。意外とイケメンだった事。そして──。

（音楽に関心がある男……）

　ラビはバイカル湖でクレメンティが演奏してくれた音色を覚えていた。一体、この男がどういう経けい緯いでここに来てライブハウスを探すのか気になった。

　厄介な奴に頼み事をするのは面倒ではあるが、クレメンティの事を知りたい気持ちが少し勝まさったのだった。ラビはクレメンティの顔をチラリと見る。

　クレメンティは相変わらず、ラビを見つめたままだった。ラビは重い腰を上げてベンチから立ち上がる。

「オレについて来い……」

　ラビは歩き始める。後ろからクレメンティがついて来る足音を聞きながら、これから頼む相手の事を思い浮かべていた。

（好意を持ってくれてる奴だからこそ、面倒なんだよな……）




　観光スポットから少し離れて奥まった小道を通り抜けたところにライブハウスはあった。地下へと下りていき、扉を開く。中は五十人くらいが入れるような小さな箱だった。

　そして、ステージ上の右みぎ端はしにまるでラビ達を待っていたかのようにドラムセットが設せつ置ちされていた。

「悪かったな、ボリス。急な頼み事を引き受けてくれて助かっ──」

「ラビさんの頼み事をオレが断るわけないじゃないですか!!」

「そ、そうか……」

「オレの兄が経営している小さなライブハウスですけど、全然人来ないんで好きに使っちゃってくださいね！」

（それはそれで大丈夫なのだろうか……）

　ラビがあてにしていたのはボリスの事であった。前にボリスの兄がライブハウスを持っていると聞いたときは聞き流していたが、まさか使わせてくれと頼む日が来るとは思いもしなかった。

「ワオ！　良いドラムだね！　これ演奏しちゃってもいいのか？」

「もちろん！　誰も使ってないから少し調整は必要かもしれないけど、そこは任せますから！」

　ボリスの言う通り、このライブハウスはずいぶんと小こ汚ぎたなかった。ライトの光が当たって、ラビ達が起こした埃ほこりが舞い上がっているのが見える。

　ドラムも少し埃を被っているようだ。

　しかし、クレメンティはそんな事はお構いなしにドラムスティックを手にとり、前に座った。

　まるで、ドラムを愛めでるかのように手で埃をそーっとなぞる。そのときのクレメンティはとても優しい瞳をしていた。この瞳をラビは見た事があった。

（バイカル湖で演奏していたときと同じ瞳だ……）

　とても透すき通った瞳をしていた。ラビはその瞳を見た瞬間、バイカル湖にいるような気分を味わう。

　まだ演奏は始まってもいないというのに、ラビの手からは汗がにじみ出てくる。体の奥底から緊張感と高こう揚よう感かんが沸き起こり、入り混じるような不思議な感覚だった。

　きっと今からまだ見ぬ何かが待ち受けているようなそんな気がしたのだ。

　そしてクレメンティは息を大きく吸い、スティックを頭上よりも高く振り上げ、ドラムに向かって思い切り振り下ろした。

　五十人規模の箱の中が揺ゆれた気がする。クレメンティは先ほどの優しい瞳とは違い、ギラギラとした目つきでドラムを叩く。

（何だ……。何なんだこの音は……！）

　クレメンティがドラムを叩く度にラビの鼓こ動どうも脈みやく打うつ。今までこんなにも高揚する事はなかった。こんな音が自分の知らないところに存在していたなんて知らなかった。

　今までの自分は一体何故この音に出会う事がなかったのだろうか。ラビは目が離せなかった。瞬まばたきをしてしまう事がもったいないと感じる。

　この一瞬を決して忘れないようにと目に焼きつけようとする。そして、クレメンティの演奏が終わるまで、ずっと拳を強く握にぎりしめていた。




　一体どれほどの時間が経たったのだろうか。ラビは音楽を聞きながらトランス状態になっていたようだ。クレメンティがドラムを叩いた所為で、ドラムに積もっていた埃はずっとクレメンティの周りに浮ふ遊ゆうしている。

　ドラムを叩き終わった後のクレメンティは額ひたいに汗をかき、髪も乱みだれていた。そんなクレメンティの姿を見つめていると突とつ如じよ、隣となりからパチパチと音がした。

「すっげー!!　クレメンティって、メタルやってたの？　こんなにドラム上う手まい人、オレ初めて見たよ！」

「あはは！　俺も自分よりドラム上手い奴、見た事ねーもん」

　自信たっぷりに答えるクレメンティは嬉しそうに笑っていた。そして、クレメンティはボリスからラビの方を見る。

「お、おい！　ラビ？　一体、どうしたんだよ!?」

「え？」

「お前……気がついてないのか？」

　クレメンティが走り寄ってくる。ラビはクレメンティが何故そんなに驚いているのか、わからずにいた。

　ラビの目の前まで来たクレメンティは、指でラビの目元に添ってなぞる。そこでラビは自分が涙を流している事に気がついた。

「クレメンティ。オレにドラムを教えてくれないか？」

　気がつけば、オレはクレメンティにそう言っていた。ラビの言葉にクレメンティは目を見開くが、それは一瞬の事。クレメンティはニカッと笑い、スティックをラビに渡した。

　スティックを握った瞬間、ラビは悟さとった。ラビとクレメンティが出会った事はきっと必然だったのだと。今日、やっと自分のやりたい事を見つけたのだ。




　数カ月が経った。

　あれからラビは毎日暇ひまがあればクレメンティにドラムを教わって、ある程度叩けるようになっていた。

　クレメンティはラビにドラムを教える代わりにと、ずっとラビの家に泊まり世話になっていた。最初の頃はクレメンティに対して警戒していたラビも今ではすっかり慣れた様子を見せる。

　むしろ、ドラムを教わった事により今まで冷たかった瞳に優しさが戻ったようにも見えた。

　ラビがドラムを始めたのと同じ頃にボリスもギターを始めた。ボリスの方は兄のお下がりでもらったギターで練習を続けていた。ボリスは元より器用なタイプだった為、同じくらいメキメキと上達していった。

「なあ、お前らそろそろバンド組めるくらいにはなったんじゃねぇの？」

「マジで!?　ラビさん、ラビさん！　オレとバンド組んじゃいますか？」

「バンドを組むにしてもドラムとギターしかいないだろ？」

「そんじゃあ、俺が歌っちゃおうかな～」

　そう言ってクレメンティは歌い始める。確かによく通る声で悪くない。クレメンティは気持ちよさそうに歌っていた。しかし、突如咳せきこみ始めそこで歌は終わってしまった。

「ケホッケホッ！」

「ははっ！　そんなに咳きこんでるようじゃ、ボーカルなんてムリじゃないか？」

「ゲホッ……。ああ……ははっ、本当だな。俺、ちょっとトイレ行って来るわ」

　クレメンティは口元を押さえたまま立ち上がり、トイレに向かって行った。

「最近、このライブハウスもよく使うから定期的に掃そう除じしてるんすけど、まだ汚いですかね？」

　どうやらボリスはクレメンティが咳きこんだのは掃除が行き届いていない所為だと思ったようだ。

「単に変な歌い方をして少し咳きこんだだけだろ。最初の頃に比べたら全然綺麗だと思うぞ」

「それなら良かったです！」

　ボリスが嬉しそうに笑い掛けてくる。ラビとボリスは以前よりも交流が増え、今では毎日顔を合わせて話すくらいには仲良くなっていた。

「あっ、そういやラビさん！　オレ、ラビさんに知らせたい事があったんだ！」

　ボリスは何かを思い出し、慌あわててラビに詰め寄る。

「実は、ラビさんがここ最近集会に出ないって事が仲間内で問題になってるみたいで……」

「ああ……。あいつらとはしばらくつるんでなかったからな……」

　ドラムを始めてからは一度もケンカをしなくなったのだ。連中が集まる路地裏にも自然と近寄らなくなった。その所為で仲間や敵対している連中と会う事もなくなっていった。

　しかし、ああいった連中は急にチームから抜けると言うと何かといちゃもんをつけてくる。性た質ちが悪い事に制せい裁さいだと言って暴力に走るような事も多々あった。

　おそらくボリスはそういったややこしい事にならないかを心配してくれているのだろう。前からボリスは仲間とあまりつるまないラビの様子を気にしてくれていた。

「心配してくれてありがとう。だけど、これはオレの問題だ。オレがきちんと片をつけるからお前は知らないフリをしていろ」

「ラビさん……」

　何か言いたげなボリスの言葉を遮りラビは笑い掛ける。ボリスもこれ以上は言っても無駄だと悟ったらしく、それ以上は言わなかった。

「おっ待たせ～！　何、二人で話してたんだ？」

「別に、あんたの歌が案外上手かったなって話してたんだ」

「え、ほんと？　ならもう一回歌おうか？」

「また咳きこむんじゃねーの？」

「もう咳きこまねーよ！　さっきのはたまたまだ！」

「どうだか！」

　みんなで笑い合った後、練習を再開する。今のラビはドラムを演奏する楽しさばかりが先立ち、この後待ち受ける事が自分の人生を大きく揺るがす出来事になるとは思いもしなかった──。




　翌日。いつものようにライブハウスを訪おとずれるラビ。少し早く着きすぎたかもと思いながら扉を開く。すると中には既に誰かがいた。

　灯りがついていない為、誰がそこにいるかは見えなかった。相手の傍にゆっくりと近づく。そして顔が見えるところまで近づいたとき、予想外の人物にラビは驚いた。

「ギルシュ？　お前、何でここを……」

「何でってこっちが聞きたいっつーの。お前こそこんなところで何やってんだ？」

　ギルシュはラビを睨にらみつける。ギルシュがここに来た時点で用件を悟った。きっとチームに寄りつかなくなったラビを引き戻しにきたのだろう。

「ラビ。お前チームに戻って来い。みんなお前が寄りつかなくなった事に苛立ってるぞ」

「ギルシュ……。オレはもう戻らない」

「はあ？　ふざけるなよ、ラビ！　お前、どれだけチームの世話になったと思ってんだよ！　お前がケンカしたときだって俺達が助すけ太だ刀ちしたおかげで助かってんだろ！」

「頼んだ覚えはない……」

「っ!?　この野や郎ろう！」

　逆上したギルシュはラビの胸元に摑つかみ掛かってくる。ラビは応戦する為、同じようにギルシュの胸元に摑み掛かった。ギルシュが殴り掛かってくる。殴り返そうと拳を振り上げた瞬間、ラビは躊ちゆう躇ちよした。

　ゴンッと鈍い音が響き渡る。ラビはギルシュに殴られた反動で床に倒れこんだ。ギルシュはそのままラビの上に跨り、殴り続ける。

「くそっ！　てめぇ、何で反撃しねーんだよ！　いつもなら、速攻殴り返してくるだろーが!!」

「………………」

「っ……！　何とか言えよ、クソラビ!!」

　ラビは口を閉ざして何も言わなかった。そんなラビに腹を立ててギルシュが再び殴り掛かろうとしたその瞬間、扉が開き誰かがやって来た。

「お？　こんなところでケンカかい？　少年達よ！」

　吞のん気きな声と共にクレメンティが入って来た。ギルシュは一瞬クレメンティに視線を向けたが、すぐにラビへと戻す。

「なあ、ラビ……俺実は知ってるんだぜ？　お前が父親と上手くいってないって事」

「っ!?」

　自分の父の事を言われるとは思わなかったラビは咄嗟にギルシュを睨みつける。

　そんなラビの睨みにもお構いなしにギルシュはどんどん罵ののしり始める。

「また、だんまりかよ！　どうせ、父親にも怯えて何も言いたい事が言えないでいるんだろ！　それなら黙ってチームから抜けようとしても仕方ないよな、この臆おく病びよう者もののウサギ野郎!!」

「黙れ、ギルシュ!!」

　あまりの言われように、ラビも黙ってはいられなかった。押し倒されていたラビはありったけの力を出してギルシュを押し返す。ギルシュは床に尻しり餅もちをつき、ラビは先ほどとは逆転してギルシュを押し倒す。

「オレの事を何も知らないで適当な事を抜かしてんじゃねーよ！　お前に何が……何がわかるって言うんだ!!」

「わかるわけねーだろ！　お前、ちっとも自分の事を話さないだろーが！」

「っ……！　黙れ!!」

　ギルシュは強い意志を宿やどした瞳でラビを睨みつけてくる。傍で見ていたクレメンティは近寄りラビに向けて声をかける。

「そこのギルシュって少年の言う通りじゃねーか。ラビ……お前さん、言いたい事をずっと言わずに居続けるつもりか？」

「口を挟はさむんじゃねーよ、クレメンティ!!」

「挟むなって言うなら事態をややこしくしてんじゃねえよ……。だからお前さんはいつまで経っても親父さんからガキ扱いされてんだって気づかないのか？」

「何も知らないで適当な事を言ってんじゃねえよ!!　オレの父親は仕事人間で家に全然寄りつかない最低な男なんだよ！　母さんが倒れたときだって仕事があるからって言って戻ってきやしない!!」

　クレメンティの一言をきっかけにラビの感情は爆発した。今まで溜たまりに溜まっていた感情が一気にはじけ飛んでいってしまった。

「姉さんが夢の為に勉学に励んでいる事も知らないで、勝手に婚約させようとする奴なんだ！　家にいたらそういう事だって知れたはずだ！」

　止まらない感情はどんどん溢あふれ出る。ギルシュはいつもと様子の違うラビを見て驚いているようだったが、そんな事にも構わずラビは吐き出す。

「オレだって、自分が何をしたいのかわからないんだ！　わからなかったから、外に出てフラフラとしていたんだ！」

　これ以上ないくらいに感情をぶちまけたラビは気づいてしまった。

「だけどオレはっ！　……どうしたらいいのかわからないとき、相談に乗ってくれる父親が欲しかった。母親が倒れたとき、大丈夫だと言ってくれる父親が欲しかった……。勉学に励んでるときに頑張れって支えてくれる父親が……っ、傍にいてほしかったんだよ」

　ギルシュの胸元を摑んでいた手を緩ゆるめる。ラビは息を吐きながら、本当は自分が望んでいた事が何なのかを理解した。

　ラビを見上げているギルシュは呆あきれたように言う。

「やっとお前の言葉が聞けたな」

　ゆっくりとギルシュの顔を見た。ラビは初めてギルシュが笑っている顔を見た気がする。そういえば、こいつこんな顔だったなとまるで数年ぶりに会うかのような気分に陥おちいった。

「ラビ。お前その本音をぶちまける相手を間違ってんぞ？」

　クレメンティはニヤニヤとしながらラビを見つめる。

「いやー、ラビ少年ってばやっと年相応な顔つきになったなぁ。意外な姿を見てしまったぜ！」

「～～～っ！」

　先ほど自分が叫さけんだ言葉を思い返し、羞しゆう恥ち心しんが一気に込み上げてきた。顔に熱がどんどん集まっていく事が自分でもわかる。

　ギルシュとクレメンティはラビの顔を見て「プッ」と噴き出し、笑い始めた。

　一生の恥はじを見せてしまった事にラビは頭を抱かかえる。

（くっそ！　こんな姿を見せるなんて、オレはどれだけガキなんだ！）

　二人が笑う様子をラビは見る。二人とも大笑いして涙が出ていた。その姿を見てラビは自然と口こう角かくが上がっていく。




　しかし、笑い声が響くライブハウスに突如、「バンッ」と勢いよく扉が開く音がした。

　入って来たのはこれまた予想外な人物だった。

「姉さん!?　何で、ここに──」

　姉のナターシャは走ってここまで来たのか息も切れ切れで何かラビに伝えようとしていた。

「っ……ラビ……父……さんが……」

　ナターシャが話し終えるまでラビは黙って聞いていた。

「父さんが……撃うたれたの……」




　深夜。ラビはナターシャと急いで父が運ばれた病院へとやってきた。

　消毒液の匂においと医者や看護師がバタバタと慌あわただしく動き回る音が響く。ラビ達と姉を見つけた看護師が傍に駆かけ寄る。

「ユーリさんのご家族の方ですか？」

「はい！　ユーリは私達の父です。今何処にいますか？　父は無事ですか？」

「案内しますから、こちらについて来てください」

　看護師は必要な事以外は言わずにラビ達を父の元へと案内してくれる。案内された治療室へはすぐにたどり着いた。先ほどから慌ただしくしている医者や看護師はどうやらこの部屋と行き来しているらしい。

　治療室の扉を開けておそるおそる覗くと、そこには見た事のない光景が広がっていた。普段、見下すような瞳で見てくる父親の影はなく、ベッドに横たわる彼はまるで死んでいるように白かった。

　医者が父の腹に当てては真まっ赤かに染まる医療ガーゼを、また新しいガーゼに取り換えていた。父の身体には既にいくつかのチューブが繫つながっており、医者や看護師は機械の数値を見ては何か叫んでいた。

「兄ちゃん!!」

　リリヤの声でラビは固まっていた身体を動かし声のした方を見る。ラビの足元にリリヤが縋すがりついて泣いている。リリヤが駆け寄ってきた方向には母がいた。

　先に母とリリヤは到着していたのだろう。

「兄ちゃん！　お父さん死んじゃうの？　……っ、リリヤどうしたらいいの？」

　周りにいる全員の不安な様子からリリヤにもそれが伝わってきているのだろう。幼いながらも今がどういう状況なのかを何となく察さつしているようだ。

　ラビはリリヤの視線に合わせる為にしゃがみ、抱きしめる。

「リリヤ、大丈夫。……大丈夫だ。父さんの事はお医者さん達がきっと何とかしてくれるから……」

「っ、うう……っ！」

　リリヤはラビに縋りつきまた泣き始める。そんなラビ達に母がそっと近寄った。

「父さんね……銀行で強盗と出くわしたようで。あの人、警察官だからって人質を解放するように交渉を続けて……。だけど、犯人が激情していて上手く会話が成り立たなくて、銃じゆうを乱らん射しやしたの。父さん傍にいた小さな子供を守る為に覆おおい被さって後ろから……後ろから撃たれたの……っ！」

　最後までしゃべるには辛いのか、言葉を何度か詰まらせながら母は話した。ラビは母の話を聞きながら、現実だとは思えない感覚に囚とらわれる。どうして今なのだろうか。父に言うべき言葉をやっと理解出来たというのに、何故父は今ベッドの上にいるのだろうか。

　母はラビとリリヤを上から抱きしめる。ナターシャもその上に被さり泣き続けた。父はまた家族を放っておいてこんなにも悲しい気持ちにさせるつもりなのだろうか？　このまま死ぬだなんて絶対許さない！　胸に熱い想いが込み上げてくる。

　ラビ達の傍の扉が勢いよく開く。そこからひとりの医師が飛び出してきた。

「ユーリさんのご家族ですね！　どなたかユーリさんと同じ血液型の方はいらっしゃいますか？　Ｏ型の血が現在不足しているのでご家族の方から輸血をお願いします！」

「っ、オレは父親と同じＯ型だ！　オレの血を使ってくれ！」

「わかりました！　では息子むすこさんはこちらに来てください！」

　ラビは急いで立ち上がり医者についていこうとする。すると、誰かがラビのズボンの裾すそを引っ張って引き留めた。

「兄ちゃん……大丈夫？」

「ああ。大丈夫だよ、リリヤ。父さんを助けに行ってくるから、いい子で待っててくれ」

　リリヤの頭に手を乗せてポンポンと優しく触れる。リリヤはラビを見て、手を離してくれた。

（絶対、死なせはしないからな……！　ちゃんとオレの話を聞いてくれないと今度こそ許ゆるさないからな、父さん！）

　先ほどの医師が「早く！」とラビに呼びかける。ラビは父を助けたいという想いを胸に急いで治療室へと入って行った。




　ピッ……ピッ……ピッ……。

　規則正しい電子音が静かな空間の中に鳴り続ける。ラビはどうやらいつの間にか眠っていたようだった。右腕を見ると細い管くだから赤い血液が透けて見えていた。管の先を辿たどると父親の方へと繫がっていた。

　先ほどの慌ただしさとは反対に今は静かで落ち着いたものだ。父の症しよう状じようは何とか安定したようで今は輸血をしている最中だった。

「良かった……。父さんが生きてる……！」

　今日、何度目の涙かわからないが、最近自分がとても涙もろくなっている気がする。ここ数年、涙なんてずっと流していなかった所為だろうか。数年、溜めこんだツケが今返ってきているのかもしれない。

　ラビは空あいている手で涙を拭ぬぐう。すると、隣からくぐもった呻き声が聞こえてきた。

「っ……」

「父さん……父さん!?」

「っ……ぁ。……ラ……ビ……」

「待って、今誰か呼ぶから！」

「…………ない…………」

「え？」

　父の口には酸素マスクがついている為か何を言っているか聞こえなかった。

　ラビは物音を立てないように父の方へと耳を澄まし声を聞きとろうとする。

「っ、すま……ない……。お前達に……寂さびしい……思いをさせて……」

「っ!?」

「いい……父親に……なれず……っ……ぁ……すまない……」

「父さん……」

　やっと父の本音が聞けた。父の想いが伝わってきた。きっと父もラビと同じように本音を出すことが出来なかったんだ。父の行動は本来の父の役割らしからぬ部分もあっただろうが、それでもラビ達の為にと毎日働いていた。

　ラビ達はきちんと家族としてのコミュニケーションがとれず擦すれ違ってばかりいたのだ。やっとそれがわかり、再びラビの目に涙が溢れてきた。

「父さん……。良くなったらきちんと話そう。今まで話せなかった分の時間を埋めよう」

「………………ああ」

　父はラビの言葉に答えた後、安心したのかそのまま目を閉じ、再び眠り始める。ラビはガラにもなくその日は涙がとめどなく溢れ続けた。




　いつものようにライブハウスに集まる面々。いつもと少し違う事といえば……。

「おい、ボリス！　お前、下手くそな演奏してんじゃねーよ！　こっちまで音がズレるだろ！」

「人の所為にすんなよ！　ギルシュの演奏が単に下手くそなだけだろ！」

（ボリスはともかく、何でギルシュまで集まるようになってるんだ？）

　ラビとの一件があってからギルシュまでこのライブハウスに寄りつくようになっていた。あの後、父はそのまま入院生活が続いているが、体調は回復の兆きざしを見せている。病室で父と久しぶりに親子の会話をした。お互いにまだ会話は長く続かないが、ゆっくりと進めていこうと思っている。

（父さんとの事はギルシュのおかげでもあるし、まあいいか……。それにクレメンティのあの一言がなかったらオレは自分の気持ちに気づく事はなかった）

　いつの間にか、クレメンティはラビにとって大きな存在となっていた。そもそもライブハウスに来たのもクレメンティの提案だ。クレメンティがライブハウスに行きたいと言わなければボリスともこんなふうに気軽に話して演奏する仲にはならなかっただろう。

（あいつに礼を言いたい……。だけどいざ言おうと思うと何か照てれくさいんだよなぁ）

　ふと辺りを見回す。いつもは当たり前のように傍にいるクレメンティがいなかった。何処に行ったのかともう一度辺りを見回すとトイレの方向からクレメンティが現れる。

　現れたクレメンティの顔はいつもより青白く、何やら調子が悪そうに見えた。

「クレメンティ。お前、顔色がずいぶんと悪いぞ？」

「ああ……。ちょっと体調が芳かんばしくないもんでな……。さっき薬飲んだからじきに効いて来るだろうよ」

「本当か？　あんまり無理するな……。今日は練習見なくていいから家に帰って寝ていたらどうだ？」

「ん……。そうしようかな……。はは、悪いな」

　クレメンティは力なさげに手を上げて詫わびを入れる。そのまま背を向けて出て行こうとしていた。ラビは練習に戻る為、ドラムに向けてスティックを叩こうとした。

「ラビ！」

　いつもより、大きな声で呼ぶクレメンティの声にラビはドラムを叩こうとした手を止めて、呼ばれた方へと振り向く。

「俺さ、バイカル湖で演奏したい為だけにモスクワからこのイルクーツクに来たけど、きっとお前に会う為にここに来たんだと思うぜ！」

　青白い顔でニッカリと笑うクレメンティ。どうして彼はそんな事を言い出したのだろうか、いやそんな事よりもいきなり照れくさい事を言われてラビは気き恥はずかしくなる。

「急に何言ってんだよ……。さっさと、家に戻って休んでろって」

　顔を背そむけながら素っ気なく答えて恥ずかしさを誤ご魔ま化かした。クレメンティはそんなラビの様子に気づいてか少し笑った。

「ははっ！　俺、お前に会えて本当に良かったぜ。これからもドラムやろうな」

　そう言って、やっとクレメンティはライブハウスから出て行った。照れくさいセリフを続けざまに言われた所為で、ラビは顔を背けたままでいた。

「ラビさん……照れてませんか？」

「……照れてない」

「おい、ラビ。耳が真っ赤だぞ」

「うるせーよ、ギルシュ！　いいから演奏を再開させるぞ！　ミスった奴はジュース奢おごりだからな！」

「ゲッ!?　ふざけんなラビ！　俺はベース初心者なんだぞ！」

「ギルシュさん、オレはコーラでお願いしまーす」

「ふざけんじゃねーぞ、ボリス！　～～～くそっ！　こうなりゃ自や棄けだ！」

　ベースのギルシュ、ギターのボリス、ドラムのラビ。ボーカルであるクレメンティを除いたラビ達の演奏はまだまだ練習が必要そうだが、ラビにとっては耳に心地よい音が鳴り響いた。




　結局、三曲続けて通しの練習をした。ミスを連発していたのはやはりギルシュとなり、ボリスと一緒に外に出て飲み物やお菓か子しを買いに出かけた。その間、ラビはライブハウスに残り、ドラムの練習を続けていると誰かがやってくる気配がした。

（ボリスとギルシュか？　ずいぶんと早く戻って来たんだな……）

　扉の方を見る。扉が開き、入って来た人物はボリスとギルシュではなく、見知らぬ男だった。

「あの……すみません。ここにクレメンティという男がいると聞いて訪れたのですがご存じでしょうか？」

「……あんた、クレメンティの知り合いなのか？」

　知り合いかどうかを尋たずねた瞬間、男は目を見開きラビの元へと駆け寄ってきた。ラビは咄嗟に身構える。男はラビの手を握り、必死な形相で詰め寄る。

「クレメンティはここにいるんですね！　お願いです！　今すぐ彼に会わせてください！」

「っ！　ちょっと待てよ。オレはあんたの事は何も知らないんだぞ！」

　男はラビの言葉にハッと気づき、すぐさま頭を下げる。

「す、すみません！　やっと摑んだ手がかりだったので少し興こう奮ふんしてしまいました……。実は私、クレメンティとバンドを組んでいたメンバーでして」

「クレメンティとバンドを？」

　そういえば、以前クレメンティはバンドをしていたと言っていた。

「はい。クレメンティはドラムで私はキーボードでした。結構名の知れたヘヴィメタル・バンドだったんです」

　ヘヴィメタルと聞いてラビは納得がいく。ラビはちょうどクレメンティからメタルの演奏を教えてもらっていたところだった。しかし、クレメンティがそこまで有名なドラマーである事は初めて聞いた。

「名の知れたバンド……あいつ……そんな事、一言も言ってなかった……」

「ははっ。彼は自分が有名である事をさらけ出さない人でしたから。彼はドラムを演奏する事に全てを……情熱を注いでいました。私もそんな彼の事を尊敬して共に活動してたんです。しかし、ある日彼はバンドから立ち去った……」

　男は悲しそうに瞼まぶたを閉じて拳をギュッと握りしめていた。今までクレメンティとずっと同じ屋根の下で過ごしていたが、初めていろんな事を知った気がする。

　この人はラビの知らないクレメンティの事をいろいろと知っているのだろう。悔しさからかラビは強く唇くちびるを嚙かみしめる。

「何故……クレメンティはあんた達の元から去ったんだ？」

　ふと思った疑問を男に聞いてみる。すると彼は視線を合わせようとせず、言いづらそうにしている。

「きっと彼はあなたにも教えてないのでしょう……。私も彼が立ち去ってからいろいろと調べて知った事です」

「……どういう事だ？」

「彼……クレメンティは──」

　嫌な予感がした。背中の冷や汗が止まらない。耳も何だか遠くなったような錯さつ覚かくがする。周りの音が一切遮しや断だんされたような感覚のまま目の前にいる男の言葉だけはハッキリと聞こえてきた。

「病気なんです。もう長くない……」




　降り積もった雪の事なんか気にせず、ラビは全力で走った。家のドアを思い切り開いて叫ぶ。

「クレメンティはいるか!?」

　いきなり開いたドアとラビの形相にナターシャは驚いていた。

「ラビ？　いきなりクレメンティはいるかってどうしたのよ？」

「姉さん！　クレメンティは自室か？」

「クレメンティはまだ帰ってきてないわよ？　ラビと一緒だったんじゃないの？」

　家で休めと言ったのに、自宅に戻らずに何処かへ行ったようだ。あんなに体調が悪そうだったのもきっと病気の影響だったのだろう。前からそんな気配を見せてはいたのにどうして今まで気がつかなかったのか。

「くそっ!!」

　自分の不ふ甲が斐いなさに苛立ち、壁のドアを叩く。そんなラビの姿にナターシャは困こん惑わくしていた。ふと叩いたドアの方を見る。目線の先には窓があり、その窓からはバイクが見えた。

「っ!?　クレメンティのバイクがない……」

「え……あっ、ほんと。いつの間になくなってたのかしら？」

　ナターシャも言われて初めて気がついたようだ。

（もしかして、あいつ──）

　ラビは家の外に再び出る。そして、ヘルメットを被り、バイクのエンジンをかけて走り出す。急に飛び出したラビの背に向かってナターシャが「ラビ！」と叫んでいるのが聞こえるがラビは止まらない。今はただ、クレメンティのいるところへ向かう事しか考えられなかった。




　バイクを最速で走らせて一時間ほどで到着した。いつの間にか雪もパラパラと降り始めて一層気温が下がったようだ。天気も悪くて周りの景色が白んで見える。ラビは目を凝こらしながら辺りを見回した。ほどなくして、クレメンティのバイクを発見する。

（やっぱりここに来ていたのか……）

　急いで向かったこの場所はクレメンティと初めて出会ったバイカル湖の畔だった。湖こ畔はんに降り積もった雪を見る。そこにはまだ新しい足跡があった。その足跡は凍ったバイカル湖の方へと続いていた。

　ラビは急いでその足跡を追う。湖の上にも降り積もった雪が残っており、足跡はどんどん先へと続く。クレメンティが何を思ってこの氷の上を歩いて行ったのか。クレメンティは何を思ってライブハウスでラビに会えて良かったと伝えたのか。

　クレメンティの足跡を辿る度にラビはクレメンティの気持ちに近づいていくようだった。

（きっと誰も知らないこの地にひとりで来たのは本音を言えなかったからなんだろ？　オレに説教できる立場じゃねーだろ！　自分の本音すら言えないまま勝手に何処かに行くなんて自分勝手すぎる！）

　視界が悪く前の方は何も見えない。とうとう自分が歩いて来た湖畔の景色も見えなくなってしまった。

（まだあんたに礼を言ってないんだぞ！　言う前に別れるだなんて嫌だ）

　父のときのように、二度とあんな想いを味わいたくない。ラビはさらに歩みを速めて足跡を辿る。そしてやっと前方に影が見えてきた。

「っ!?　クレメンティー!!」

　視界が開けたとき、見えたのはクレメンティが倒れている姿だった。ラビは急いでクレメンティの元に駆け寄ってその身体に触れる。

（っ、冷たい!?）

　クレメンティの身体を、自分の身体を支えにして起こす。

「クレメンティ！　しっかりしろ！　クレメンティ!!」

　ラビの必死な声にクレメンティの瞼が震えて動く。そっと瞼を開け、口角を上げた。

「……聞こえてるよ、バーカ」

　か細い声でクレメンティはラビの呼びかけに答える。

「バカはてめえだ！　何で病気の事、黙ってたんだ!!」

「あ……バレちゃったんだ……」

　笑い声をあげようとしたが、クレメンティは既に声を出す力がなく乾かわいた喘ぜん鳴めい音おんが聞こえてくる。呼吸するのも辛そうな状態だった。

「これ以上しゃべるな！　今、病院に連れてってやるからな！」

　クレメンティの身体を運ぶ為に体勢を整えようとする。しかし、クレメンティはラビの服を弱よわ々よわしい力で引っ張る。

（何だよ、これ……。初めて出会ったときはすごく馬鹿力だったじゃないか）

　クレメンティが引っ張る力はリリヤに引っ張られたときと同じくらいの強さだった。もう身体に力を入れる事も困難なのだろう。

「ラビ……無理だ。……自分の事は自分が一番わかる」

「っ！」

　それが答えだった。クレメンティはもう自分の身体の限界を知っていた。ラビはどうする事も出来ない虚むなしさに絶望した。

「オレはどうすればいいんだよ！　どうすればあんたの事を助けてやれるんだ！」

　クレメンティは視線だけを動かしラビを見る。そしてゆっくりとラビに語り掛けた。

「……俺……病気の事が怖かったんだ……。怖くて怖くて……だから誰もいない……ここに来た……」

　クレメンティの言葉を聞きながらラビはクレメンティを見る。涙が溜まっている所為でクレメンティの顔はハッキリと見えなかった。

「ここで……死のうと決めたのに……お前に出会ってしまった……。もう少しだけ……生きる希望が……湧わいたんだ……」

「いい……もう話すなっ！」

「毎日が楽しくて……病気も忘れられたから……だから──」

　クレメンティが左手をゆっくりと動かしてラビの頰にあてた。

「……ここまで来てくれて……ありがとうな」

　その瞬間、ラビの涙が零こぼれた。涙が零れクレメンティの顔がはっきりと見えた。その顔は慈じ愛あいに満ちていて、まるで天使のようだった。

「オレもあんたに会えたおかげでやりたい事を見つけられた！　あんたがくれた一言のおかげで父さんと和解出来た！　だからっ！」

　クレメンティの右手にラビは自分の左手を重ねる。冷たいはずのその手はラビにとっては唯ゆい一いつの温もりだった。
















「クレメンティ！　オレと出会ってくれてありがとう。っ……オレに話し掛けてくれてありがとう！」

　ありったけの想いを今、やっと伝える事ができた。クレメンティの瞳から涙が零れる。その瞬間、重ねていたクレメンティの手が力を失なくし、重力によって落ちる。

「っ！」

　ラビは咄嗟に重ねていた左手でその手を支えた。慌てて、クレメンティの顔を見る。クレメンティは眠っているかのような安らかな表情で瞼を閉じていた。クレメンティの流したばかりの涙は顔に沿そってまだ伝い落ちている。

「クレメンティ？　……なあ、ウソだろ？　おい、起きろよ、クレメンティ？」

　クレメンティの身体を揺らすが彼は全く微び動どうだにしない。先ほど支えていた手も力なくだらんと地面についている。

「クレメンティ……。クレメンティ!!」

　返事がもう戻ってこない事は理解しているが、彼の名を叫ばずにはいられなかった。バイカル湖の上はラビの声以外静かな様子だった。まるで今この瞬間だけ世界の時間が止まっているようにも感じる。しかし、実際に時間は止まっておらず、いまだに雪が降り続いている。パラパラと降り注ぐ雪は、まるで空まで泣いているようだった。




　花びらが風の流れにのってそよそよと舞う。

　バイカル湖は青く透き通った色が辺り一面に続いている。そんな青の景色を彩いろどるかのように花束を抱えたラビが静かに立っていた。

「クレメンティ。やっと今日父さんが退院したんだ。来週から働くって言ってるけど、今みんなで必死にもう少し休めって言ってるところだ」

　持っていた花束を氷の上に置く。風に揺れた花束は返事代わりのように揺れていた。

「なあ、オレはあんたに教えてもらったドラムを本格的に続けていきたいって思ってるんだ。だから、今日はあんたと出会ったときに聞いたあの音をオレにも演奏させてくれ」

　重なった氷がラビの隣にあった。ラビは棒状の氷を拾って重なる氷に向かって優しく叩き始める。

　バイカル湖全体に優しい音が鳴り響く。

　この音がラビに感動をくれた。

　この音を思い出す度にラビはクレメンティの事を思い出すし、クレメンティの事を思い出す度にこの音を思い出すだろう。

　大丈夫だ。きっと前に進める。前みたいにガキみたいな癇かん癪しやくは起こさないさ。

　目を瞑ると瞼に焼きついた彼の姿が見えた。




　ポーン、ポーン……。




　優しい音が鳴り続ける。

　ふと頰に冷たい何かを感じた。目を開くと雪が降り始めていた。

「オレは前に進むよ」

　はっきりと決意を口に出す。自分が前に進む為の道が、開いた瞬間だった。
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　ラビは笑顔ではぐらかす。

「オレのガキっぽいところは、きっとオレ以上に成人ずみの彼らから見たらわかるんじゃないかな？」

　愛あい童どう星せい夜やと周りにいる未成年組は成人組を見つめる。

　先ほどに比べてだいぶ具合がよくなってきた海あま部べ子し規きと折おり原はら輝ひかるが答える。

「ラビ君の子供っぽいところ？　うーん、よくわからないなぁ」

「子供っぽいところ？　大いに結構じゃないか！　純じゆん粋すいな子供心は美しい……！」

　質問の答えになっていない折原輝に若わか王おう子じ楽らくはニヤリと笑う。

「ラビが子供っぽいとは思わないがのぅ……。何せ一期生、二期生にはラビより子供っぽい連中も集まってるではないか？」

「それはつまり、俺達の事を指しているのか？」

　背はい後ごからドスの利いた声が響ひびき渡る。全員声のした方を振り返るとそこにはＬａｎｃｅｌｏｔランスロツトのメンバーが集まっていた。片目を隠かくすくらいの長髪に鋭するどい眼光をもつ青年、「轟とどろき一いつ誠せい」。

　彼は若王子楽の方をぎろりと睨にらみつけているが、睨みつけられた当の本人はどこ吹く風と聞き流す。

「俺達が子供っぽいだなんて、一体誰の所せ為いなんだろうね～」

「明らかにお前だろ、双ふた海み!!」

　わざとボケるふわふわの天然パーマの青年、「赤あか羽ば根ね双海」。そして赤羽根双海にツッコミを入れるのは髪の片側に剃そりこみを入れている青年、「三さん千ぜん院いん鷹たか通みち」。

「双海と鷹通はともかく俺の事をガキっぽいだなんて、いい度ど胸きようだなぁ」

「ちょっと口が滑すべっただけじゃ。何もお前さんだとは言っておらんが、心当たりでもあるのかのぅ？」

　若王子楽は轟一誠の反応を楽しそうに見ている。御み剣つるぎ晃あきらが溜ため息いきをつきながら二人の前へと進み出る。

「轟。若は向かってくればくるほど、喜ぶタイプだから相手にしない方が得策だよ？」

「……ちっ」

　轟一誠は御剣晃の言葉を受けて、それ以上は何も言わなくなった。

「……せっかく、面白い事になってきたというのに」

　若王子楽は全く反省の色を見せないでいる。そんな若王子楽とは別の意味でＬａｎｃｅｌｏｔに興きよう味み深しん々しんの人物がひとりいた。

「なあなあ！　一誠！」

「……んだよ」

　愛童星夜は轟一誠に懐なついていた。だからなのか、一誠の鋭い眼光を物ともせずに嬉うれしそうな顔を見せる。

「一誠も俺達くらいのときってあったんだろ！　俺、そのときの話を聞いてみたい！」

　愛童星夜の言葉を聞いて轟一誠は眉み間けんに皺しわをグッと寄せる。

　確か、今ここにいる赤羽根双海と三千院鷹通と出会ったのは自分が高校生くらいのときだ。

　そして、今この場にいないあの女と出会った時期でもある。

（こいつらに話すような内容じゃねーが、あのときの事がなかったら俺は今ここにいなかったかもしれねぇな……）

　轟一誠は過去の思い出を回かい想そうする。今日みたいに、やけに天気のいい日に起きたあのときの事を。


































　入学したとき学校の前に植えてある桜は満開だった。あれから一ひと月つきも経たたないうちに桃色の花びらは全て落ち、今では緑葉が茂しげるただの木だ。

　見ごたえのない普通の日常。校門の時計はもうすぐ十二時になる。

　こんな時間に校門を歩いている生徒は遅ち刻こくしてきた者くらいだろう。そして俺は今まさに、校舎に向かっている。もちろん遅刻だ。

（くそっ。また遅刻って担任にうるさく言われそうだ……）

　ここ最近、遅刻が続いている所せ為いで担任から注意を受けていた。それ以外にも俺は生活指導にも目をつけられている。

　原因は髪型や服装にあった。短髪ではあるが前髪は片目を隠かくすくらいに伸びている。自分でも自覚はあるが、鋭するどい目つきは柄がらの悪さを一いつ層そう際きわ立だたせている。学校指定の白シャツは着ておらず、赤いパーカーを学ランの中に着こんでいる。

　入学式初日から生活指導に呼ばれ、校こう則そく違い反はんだと何度も注意を受けたがそんな事で言う事を聞くような性格ではない。

（毎日、毎日出会いがしらに名前を呼びやがって……うぜー）

　生活指導から目をつけられるものだから、クラスメイトの連中も俺の事を怖がるように距離を置いていた。群むれるのが苦手だから、それはそれでありがたかったが如何いかんせん視線がうっとうしい。

　その所為で最近は学校に来る事が億おつ劫くうとなり、遅刻ばかりしていた。

　校門を通り過ぎて校舎の下げ駄た箱ばこに向かう途中、自分しかいるはずがないと思っていたがそこにはひとりの女がいた。

「轟とどろき君、おはよう！　もしかして遅刻？」

　何だ、この女？　自分こそ下駄箱にいるくせに何故平然と遅刻と言ってくるのだろうか。もう一度女の顔をよく見ると、見た事のある顔だった。

「確かクラスメイトの……」

「あ、私の顔覚えててくれたんだ！」

　少し吊つり上がった大きな瞳ひとみでこちらを見つめてくる。俺は名前までは思い出す事が出来ずにいたが、こいつが同じクラスメイトだという事は思い出した。

「轟君。また、遅刻したの？　最近続いているみたいだけど、具合でも悪いの？」

「別に具合は悪くねぇよ。……お前こそ、人の事言えねぇだろ？」

「私？　……何で？」

　頭が悪いのだろうか。この女は授業中にもかかわらず、自分と同じようにここにいるのだから、同じ遅刻者である事は明白だ。

　女は俺の思っている事をやっと理解したのか「ああ！」と声をあげる。

「ごめん！　私は早退するところなんだ。今からどうしても行かなきゃいけない仕事があって──」

「仕事……？」

「あ、そっか。轟君は知らないんだね。あはは、ちょっと私も思い上がってたみたい……。調子に乗らないようにしないと！」

　先ほどから女が言っている意味は全く理解出来ないが、早退だからここにいるという事は理解出来た。

　俺は女から視線を外し、そのまま無視してクラスに向かおうとした。

「あっ！　轟君、待って！　確かカバンの中に──」

　女は俺を引き留めて、カバンの中をゴソゴソと漁あさり始める。呼びかけに立ち止まってしまった俺は今さら無視する事も出来ず、しばらく待つ事にした。

「あった！　はい、これあげる！」

「……何だ、これ？」

「何だ、これってリンゴだよ？」

　女が手にしたものがリンゴである事はよく知っているが、俺が聞きたいのは何故、リンゴを俺に渡すのかという事だった。

「ほら、もうすぐお昼休みでしょ？　轟君、昼ご飯に良かったらこれ食べて。あ、私の分は大丈夫だよ！　ほらもう一個あるから！」

　女は俺にリンゴを渡して、カバンの中を開いて見せる。確かにもう一個リンゴが見えた。それと同時に女がカバンにつけている変な丸いストラップが視界に映る。

（お菓か子しのストラップ？　ってか、こいつ何でリンゴを二個も持ち歩いているんだ？）

　この女はおかしな奴やつだと俺の中のカテゴリーに分類された。

「実は今日仕事の移動中に昼ご飯代わりに食べようと思ってたの。今、少しダイエット中だから昼はあまり食べすぎないようにしてるから」

「ダイエット？　お前、別に太ってないだろ？」

「え！　ほんとにそう思う!?」

　見た感じ、太っているような身体からだつきには見えなかった。むしろ少し細めに見えるからもっと食べた方がいいんじゃないかと思う。

「嬉うれしいなぁ。知り合いが『最近お菓子ばかり食べてるから太ったんじゃないの～』ってからかい口く調ちようで言ってくるから、少しダイエットしないとって思ったんだけど、轟君がそう言ってくれるなら気にしなくてもいいのかも！」

　初めて会話したクラスメイトの言う事を素す直なおに受け止めるなんて、こいつはやはり変わり者だ。

　先ほど渡されたリンゴを女に突き返そうとしたとき、女は左手に嵌はめた時計を見て走り出した。

「轟君、ごめんね！　もう行かないと遅刻しちゃうから行くよ！　明日から遅刻しちゃダメだよ！」

　俺に向かって叫さけんだ女は立ち去って行った。俺は返そうとしたリンゴを差し出したまま動けずにいる。

（何なんだ、あの女。勝手にしゃべって勝手に去って……。ああいう奴、苦手だ）

　第一印象としては最悪な出会いだ。クラスメイトだからまた顔を合わす事はきっとあるだろうが、それ以上関わる事はないだろう。

　俺はもらったリンゴをカバンに仕舞い、教室へと向かう。俺があの女をさらに嫌きらいだと思ったのはこのリンゴが原因だ。何故なら、俺はリンゴが大嫌いだから。




　昼休みが始まった所為か、廊ろう下かに生徒が出て来た。俺の事をちらりと見てくる奴もいたがそんなのは無視して教室を目指す。教室の前まで来ると中から笑い声が響ひびいてくる。

　俺は扉とびらを開く。ガラッと音を立てて扉が開いてクラスメイトが音のした方を振り返る。すると、先ほどまで聞こえていた笑い声はピタリとやんだ。

　思わず俺は舌打ちしたくなる衝しよう動どうが起きる。クラスメイトは少し怯おびえた瞳でこちらを見てきた。終しまいにはコソコソと何やら耳打ちまでしている。

　入学当初、俺は学校の先せん輩ぱい達とひと騒そう動どうを起こした。入学早々、停てい学がく処しよ分ぶんなんか食らってしまい、それからというものクラスメイトは誰一人話し掛けてこない。

　当たり前だ。俺だってそんな奴がいたら話し掛けないだろう。だけど……。

（こういうコソコソした態度は気に食わねぇ……）

　俺は再び廊下の方へと戻り、開けたときよりも少し強めの力で教室の扉を閉めて屋おく上じようへと向かった。

　この学校の屋上は俺達が入学する前の先輩がどうやら溜たまり場として使用していたらしい。その所為か屋上を利用する生徒が少ないようだ。大抵、授業をサボるときはいつもこの屋上に来ている。階段を登りながらカバンからリンゴを取り出す。このリンゴの処分をどうすべきかと考えながら階段を登っていると、あっという間に屋上の扉までたどり着いた。

　扉を開くと、気持ち良い風が俺の髪を揺ゆらす。空いっぱいに青空が続いていた。今日は雲も少なく天気が良い。おまけに風も優しいから、外でご飯を食べるのにはうってつけだ。俺は空を見上げながらまっすぐ進む。

「ぐえっ!!」

　何だ、これは。足元で何か大きな物体を踏ふみつけたような気持ち悪い感触がした。しかも、この天気にそぐわない不ぶ気き味みな声まで……。俺は踏みつけた物体を確認する為ため、頭を下げる。そこには、クルクルっとした天然パーマの男が痛そうにしながら俺の足を摑つかんでいた。

「ちょっと！　人を急に踏みつけるとかどういう神経──って、ゲッ!?」

　あ、こいつ今俺の顔を確認して言葉を止めたな……。きっと、噂うわさを聞いてこいつも俺の事を怖がってる連中と同じ類たぐいの奴なのだろう。俺は天パ男を踏みつけていた足をどかしてそのまま無視する事にした。話し掛けると、また怖がるだろうから謝あやまる必要もないだろう。

　俺は手にしたリンゴをボールのように上に投げながら、そのまま天パ男の横を通り過ぎる。

「あー！　リンゴだぁ!!」

　後ろから嬉しさが混じった声が聞こえた。俺は思わず振り返って天パ男を見ると、そいつは既すでに立ち上がって俺の持つリンゴをまっすぐ見つめていた。

「ねえ、ねえ。君、もしかしてリンゴ好きなの？　俺、実はリンゴが大好きでさ～。お昼ご飯にリンゴを丸ごとひとつ食べる人なんて初めて見たよ～。さては、俺以上にアップルさんが大好物なんだね☆」

　いきなり捲まくし立てるようにたくさん話し掛けてくる天パ男。何だ、このデジャヴは……。そうだ、さっき会った女もこんな感じにひたすらしゃべり続けていたな。

「顔に似合わずリンゴ好きだなんて、ギャップがすごいね！」

「余計なお世話だ」

　天パ男の不ふ本ほん意いな言葉に思わずツッコミを入れてしまった。天パ男は俺と初めて会話出来た事がどうやら嬉しいようで、そのまま距離をどんどん縮ちぢめてこちらに寄ってきた。

（あ、まずい……）

　この天パ男は人ひと懐なつこそうな顔をしていた。小学生のときも確かこんな感じで誰とでも仲良くなれるような男がクラスにひとりはいたはずだ。まさにこの男はそれと同種の匂においがする。俺は手に持っていたリンゴをテンパ男に向かって放り投げる。

　案の定、天パ男は歩みを止めて慌あわててリンゴをキャッチする。そして、どうしてリンゴを投げたのかと俺とリンゴを見比べている。

「そのリンゴやるから屋上から出てけ」

　そう言って、俺は完全に無視を決めこんだ。カバンの中からもともと持ってきていた明めん太たい子こフランスパンを取り出す。コンビニで売っているパンだ。昼ご飯は大抵、コンビニでパンひとつ買ってすませている。

　俺はその場に座りパンの袋を開けて食べ始める。すると、一口食べたところで俺の頭上から急に光がなくなり、陰かげりを見せる。そこに、天パ男が立っていたからだった。

　天パ男は俺の隣に移動し、座って俺の方を見ていた。

「おい……。何でまだいるんだよ」

「だって、ここは轟君だけの場所じゃないでしょ？」

　さっきまで、臆おく病びように見えていた様よう子すはなくなっていた。人懐こそうな興きよう味み深しん々しんな目で俺をじっと観察している。一体、何がしたいんだ、こいつは……。

「何で俺の名前知ってんだ？」

「えっ！　だって、轟君有名じゃん！　それにオレ同じクラスだし。学校で君の事を知らない人はいないくらいだよ！」

「は？　お前、同じクラスなのか？」

「ええっ！　ひどっ！」

　どうやらこの天パ男は俺と同じクラスらしい。そりゃあ、俺の名前を知っていても不ふ思し議ぎではない。だけど、おそらくこいつが俺の事を知ったのは噂の方が早かったのだろう。

「俺は赤あか羽ば根ね双ふた海み！　双海って呼んでよ！　俺も今から轟君の事を一いつ誠せいって呼ぶね！」

「馴なれ馴なれしいぞ、てめぇ……」

「えへへ。でもさ……実は俺、前から一誠に話し掛けたいなーって思ってたんだ～」

　双海は早速、俺の名前を呼び捨てにしながらリンゴをかじり始める。

　気き安やすく名前で呼ばれた事よりも、こいつが今言った言葉に対して俺は驚おどろいた。

（俺と話したかった？　……何でだ。普通は嫌いやだろう）

　俺が予想以上に驚いた顔をしていたのか、双海はヘラッと笑った後、説明してくれた。

「一誠が入学初日にケンカしていた理由……実は俺知ってるんだよね。入学式のときの部活勧かん誘ゆう。その中でも一部、脅おどしまがいに勧誘している部活動があって、一誠はからまれていた男子生徒を助けてたよね？」

「…………コソコソ見てたのかよ」

「コソコソじゃないよ～。たまたま、一部始終を見てたんだよね。それで大きなケンカになっちゃったから、理由を知らない生徒は一誠の事を怖い奴だって思っちゃったみたいだし、俺もあれから一誠に話し掛ける機会がなくてさ～」

　あのときの騒動を見られているとは思わなかった。しかし理由はどうあれ、俺はケンカして先生に目をつけられて入学早々、停学を食らったのだ。

「一誠って確かに見た目怖いし、話しかけづらいけどさ。案外良い奴だよね。今日、やっと話せて良かったよ！」

　双海は俺に向かってニッコリと笑い掛けてきた。俺はその顔を見て他人から笑い掛けられたのは久々だなと吞のん気きな事を考えていた。

「ってなわけで、一誠。今日から俺と友達になってよ！」

「は？」

　何がどういう流れでそういう事になるんだ。双海は気持ちを告げてスッキリしたのかリンゴをむしゃむしゃと食べ続ける。

（俺と友達とか……こいつバカじゃねぇの？　どうせ、そんなん続きゃしねーよ）

　俺も持ってきていたパンを再び食べ始める。今日は厄やく日びなのだろうか。昼の女といい、このテンパ男の事といい……。俺は再び空を見上げた。俺の心情とは反対に天気はとても良く、日の光がこちらに差しこんでいた。




　昼休みが終わるチャイムが鳴り、俺と双海は教室へと戻る。こいつは俺と一緒に教室へ戻って平気なのだろうか。想像では登校したときのようにクラス中から視線を集めそうだ。そうこう思っているうちに教室にたどり着いた。

　双海は何のためらいもなく扉を開ける。クラスの連中がそっと目線を向ける。しかし、その後ろに俺が続いて入ってきたときにクラスの連中は驚いていた。

（想像通りの反応すぎて笑えてくるな……）

　クラスの連中は固まったまま、こちらを見ていた。

「あっ！　一誠！　次、体育の授業だから着替えなきゃいけないじゃん！　早く、更こう衣い室しつ行こうぜ～」

　そんなクラスの連中の注目を物ともせず、双海は普通に話し掛けてきた。しかも、とても親密であるかのように。

（こいつ……実はとんだタヌキか……）

　愛あい嬌きようのある顔を見せて、実は計算高いのだろうか。案の定、クラスの連中は俺達が親密であると思ったのか、一気にコソコソと話し始める。

　こうなりゃ、俺ももうどうする事も出来ない。

「わかってる。うざいから黙だまれ」

　短く、簡かん潔けつに双海に話し掛ける。双海は再びヘラッと笑い、俺に近寄ってきて耳元に口を寄せる。そして双海までコソコソと話し始めた。

「あそこでひとり、机つくえにじっと座っている奴の事知ってる？」

　そう言って双海が目め配くばせをする。双海の示す方向を見やる。周りが更衣室へ行く為、バタバタと動いている中、ただひとり微び動どうだにせずじっと座っている男がいた。

「なんか育ちの良さそうな坊ぼつちゃんみたいな奴か？」

「そうそう！　実際すごくお金持ちなんだよね。でも、あいつも一誠と同じようにすっごく近寄りがたいんだよ～。……育ちが良すぎて俺達と感覚が違いすぎるみたいな？」

「お前……そりゃあ、アバウトすぎるだろ……」

（でもまあ、俺とは縁えんのないような奴だな……）

　育ちの良さそうな坊ちゃんは、今も机から離れようとしない。これはおそらく、全員が教室から出て行くまで動かないつもりなのだろう。俺は何故、あいつが動こうとしないのか気になった。すると、双海が俺の思っていた事をそのまま口にする。

「あいつが動かない事、一誠も気になった？　実はさ、あいつ体育の授業になると更衣室に行かずにここで着替えてるみたいなんだよねー。どんな秘密があるか気にならない？　気になるよね。いや、絶対気になるよ！」

　まるで俺を操あやつろうとするかのように、双海は呪のろいのように言葉を繰り返す。俺はウザくなり、双海の頭を引っ摑み、自分から引き離した。

「いたたたっ！　ちょ、もっと優しく引き離してよ～」

「ウザいお前が悪い！」

「もう……短気は損そん気きなんだからね！　……というわけで、あいつがどんな秘密を持っているのか教室の外からコッソリ覗のぞいちゃおう計画スタートね！」

「話の流れが意味わかんねぇよ……」

　そう言って双海は俺の腕を摑んで廊下へと引きずって行く。きっと今、俺が拒否したらまたうるさく引き戻そうとするだろう。俺は仕方なく、双海の計画に乗るしかなかった。




　廊下からこっそり教室を覗く。双海は気持ち悪いくらい扉に張りついて中の様子をガン見していた。

「お前、必死すぎるだろう……」

「いや、だってずっと気になってた問題が解決出来るし。それに三さん千ぜん院いん君はもしかしたらサイボーグだからみんなの前で着替えるわけにいかないとか、そんな夢設定があるかもしれないでしょ？」

「…………冗じよう談だんだよな？」

「俺は本気だ！」

　赤羽根双海という男が清すが々すがしいほどバカな男である事を知る。いや、可か哀わいそうな男なのかもしれない。友達が多そうに見えたが意外と俺と同じように少ないのかもしれない。

　まさに余り者同士が寄り合うこの状況。そう考えると自分自身も虚むなしい感情に苛さいなまれてしまう。俺は腕時計を見て時間を気にした。そろそろ、更衣室に行って着替え始めないと遅刻してしまいそうな時間だ。

　双海に更衣室に向かうぞと声をかけようとしたそのとき、双海が動いた。静かに俺の方を見て手て招まねきする。俺は遅刻と好こう奇き心しんを天てん秤びんにかけたが、好奇心の方に少し傾かたむいてしまう。

「くそっ！　少しだけだぞ！」

　双海の頭上に顔を寄せて扉の隙すき間まを覗き見る。覗き見た先にはあの坊ちゃんがいた。先ほど見たときとは違い、坊ちゃんは既に上半身の服を脱ぬいで佇たたずんでいた。

（しかし、あいつヒョロッヒョロだな……。軽くぶん殴なぐっただけで、飛んでいくんじゃねぇか？）

　坊ちゃんの背中しか見ていないが、あまりのヒョロヒョロさに思わず心配してしまった。おそらく平均の男性以下の筋肉のつきようだろう。無む駄だな脂し肪ぼうはないだろうが必要な筋肉すらついておらず、肩けん甲こう骨こつや背せ骨ぼねがここからでも浮き出ているのがよく見える。

　しかし、双海が言っていた坊ちゃんの秘密は特に見た感じだと何もなさそうだ。これ以上見ていてもしょうがないのではと思い始めた瞬間、坊ちゃんが行動に出る。

　自分の通学カバンをガサゴソと漁り、何かを取り出した。大きな円柱の缶のようだ。俺は目を細めて、その缶の正体が何かをよく見ようとする。

（あれは……俺でもよく知っているアレなのか？）

　とても見覚えがあった。お袋ふくろが福引で当てたとか言って、一時期飲み続けていた事があった。

「ねえ、一誠。俺の見間違いじゃなければ、アレってさ……。アレだよね？」

「ああ。アレで間違いねぇよ……」

　彼が何を思ってあの缶を手にしてるのかは、この状況から一いち目もく瞭りよう然ぜんの話だ。











★　★　★






　俺はいつものようにひとり教室に残り、全員出て行くのを待っていた。何故か今日は赤羽根双海と轟一誠がいつまでも教室に残っていたようだが、ほどなくして出て行くのを確認した。

（そういや、あいつらって仲良かったっけ？）

　今まで仲の良い様子なんて一度たりとも見た事がなかった。今日、仲良くなるきっかけでもあったのだろうか。

（あの轟一誠に友達が出来て何故俺には出来ないんだ？　不ふ可か解かいだな）

　そう。今まで話し掛けてくれるクラスメイトはいたが、俺が話し出すとみんな距きよ離りをとっておさらばだ。一般庶しよ民みんと俺とじゃきっと考え方が異なり、共感する事が難しいのだろう。そんな一般庶民を許ゆるしてやるのが三千院家の次期当主たる俺の務つとめだ。

　俺は着ていた学ランとシャツを脱ぎながら、そんな事を考えていた。上半身だけ一いつ糸し纏まとわぬありのままの姿となる。そんな姿が窓のガラスに映っていた。

　何て貧ひん弱じやくな身体なのだと見ていてみじめたらしくなる！　俺は拳こぶしをわなわなと握にぎりしめる。机の横にかけていた通学カバンを摑んで中を漁る。取り出したのはプロテインの入った缶だ。

（フッ。三千院家が出しゆつ資ししているスポーツメーカーの人からこのプロテインが一番筋肉がつきやすいと聞いている……。使用し始めて二週間。そろそろ何かしらの効果が出始めるはずだ）

　窓ガラスに映る自分の姿を通して、ムキムキになった姿を想像する。やはり男はガタイが良くないといけない。三千院家の名に懸かけて、何とか筋肉をつけてやろうじゃないか！

「フッフッフ……」

　思わず含み笑いが漏もれてしまうが気にすまい。ここには俺しかいないのだから誰に聞かれる事もないだろう。

　そう思っていたのに、後ろから物音が響き渡る。





★　★　★






「ッ……ハハハ！　ダ、ダメだ!!　ハハハハ!!」

「クソッ!!　……ッ、ククッ」

「な、ななな!?　何なんだ、お前達!?」

　明らかに焦あせりを伴ともなった顔を見せる坊ちゃんに俺はまた笑いが込み上げる。双海も俺も笑いが収まらず、扉に向かって倒れてしまった。その所為で坊ちゃんに気づかれる羽は目めになったのだが、いや笑いが止まらない！

　双海は腹を抱かかえて地面に伏ふせっていた。俺は扉に腕うでをかけて何とか地面には倒れないようにした。

「お、お前ら！　轟一誠と赤羽根双海か!?　まさか、俺の秘密を見ていたのか!!」

「ご、ごめん……。三千院君がいつも体育の授業前にひとりで着替えてるのが気になって、探ってみたら、プ……プ……ブホッ!!」

「おい！　しゃべるか笑うかどっちかにしろ～～～!!」

「ッ……」

「轟一誠も地じ味みにずっと笑い続けてるんじゃない！　お前そんなキャラじゃないだろ!!」

「ッ、うるせー!!」

　坊ちゃんの顔も真まっ赤かだが俺達も笑いすぎてきっと真っ赤になっているだろう。とりあえず、まだ伏せている双海を起こすのを手伝ってやるか。双海に近づき腕を思い切り持ち上げて起こす。

「コラー!!　お前ら、授業サボってそこで何してるんだ!!」

　いきなり体育教師の声が外から聞こえてくる。窓の外を見ると既に俺達以外の生徒は校庭に集まっていた。どうやら俺達の姿は外から丸見えだったらしい。

「やばっ!?　授業に完璧に遅れちゃってるよ、俺達!!」

「ちっ！　さっさと着替えるか。もう更衣室に行く時間も惜おしい」

「ちょ、お前ら！　何俺を置いてけぼりに着替え始めてんだよ！」

「よし着替えた！　それじゃあ、お先!!」

「じゃあな、坊ちゃん」

「ウソだろ？　お前らどんな手品使ったらそんなに早く着替えられるんだ!?　ちょっと待て、こら！」

　ふと後ろを振り返ると、慌ててジャージに着替えようとして、ズボンがひっかかっている坊ちゃんの姿が目に入る。あいつも難なん儀ぎな奴だな。俺は前にいた双海の方に顔を向ける。

　双海は既に頭を切り替えたのか、ヤバいヤバいとぶつぶつ言いながら走っていた。

（そういや、俺……こんなに笑ったの久々だな……）

　たまたま今日知り合った双海に連れ回されただけなのに、こんなに大笑いする事になるとは思っていなかった。なんというか、慣れない事をしてしまった自分に先ほどから歯がゆさを感じる。

（クソッ……なんか、気持ちわりぃ……）

　妙な歯がゆさを抱えたまま、俺は双海と一緒に校庭へと向かった──。




　校庭には二百メートルを一周できるようなグラウンドがある。都内の高校にしては大きなグラウンドだ。そして、俺と双海と鷹たか通みちはそのグラウンドを一緒に走っていた。

「うえ～。何で俺達、グラウンドを二十周もしないとダメなの～」

「いいから黙って走れ」

「むしろ俺は被ひ害がい者しやだぞ！　お前達が俺の着替えを邪じや魔ましなければ遅刻せずに間に合ってたのに！」

「いやいや、鷹通があんな面おも白しろい男だとは思わなかったのが誤ご算さんなんだよ～」

「おい、何を勝手に名前で呼んでるんだ!!」

「え、嫌なの？　じゃあ、今日からお前は『プロテイン鷹たか』だ!!」

「ふざけんな！　かっこ悪いだろ!!」

「ええー。それじゃあ、鷹通で我が慢まんしてよね」

「何なんだ、こいつ！　こんな男だったのか!?」

「いや、俺に聞くな」

　三人で走りながら、俺達はテンポよく会話をしていた。まだ五周しか走っていないのだ。少しペースを上げないと授業中に二十周走り切るのは難しいだろう。

「おい、赤羽根双海と轟一誠！」

「鷹通、俺の事は双海でいいよ。そんでこっちは一誠でいいから。俺も一誠も鷹通って呼ぶからさ」

「勝手に決めんな！」

「別にいいじゃん。それで鷹通の言いたい事は何？」

「えっと……その……プロテインの事は秘密にしていてくれ……」

　鷹通は気まずそうに言う。本気で恥はずかしいようで耳まで真っ赤だ。

「うん、別にいいよ」

「俺も誰かに言う気はねぇよ」

「そ、そうか。フッ！　感かん謝しやする！」

（言い方がムカつくな……）

　鷹通の言葉は上から言い放っているようで聞いているこちらとしてはあまり良く思わなかった。こいつは無自覚かもしれないが、俺達を見下している感があるのは気の所為ではないだろう。

「ところで、鷹通はさ、実際話してみればすごく面白い性格しているのに友達いないのは何でなの？」

「フン！　そんなの答えは決まっている。どいつもこいつも高こう貴きな俺に釣つり合わないからだろ？」

　ふんぞり返りながら出したその返答に俺はイラッとして思わず凄すごみをきかせる。

「ああっ!?」

「ヒッ!!」

　俺の睨にらみに怯えた鷹通は慌てて双海の背はい後ごに隠れた。

「ははっ！　そんなに怯えなくても大丈夫だよ、鷹通。一誠はこう見えて案外優しい男なんだよ～」

　こいつは俺を目の前にして何を言っているんだ……。この双海という男の考えは読みづらい。初めて出会ったからかもしれないが、風のようにそよそよと言葉を流されているような気がする。

「そういや、お前らって仲が良かったのか？　初めて一緒にいるところを見かけたような気がするんだが……」

「うん！　今日から友達になったんだ！」

「よくもまあ、それで俺に向かって怯えなくて大丈夫とか言えたな!!」

「まったくだ……。俺の事知らないくせに優しいとかよく言えるぜ」

「そうかな？　俺の直感は結構当たるんだけどなぁ。それにお昼休み俺にリンゴくれたじゃん！　だから絶対優しいよ～」

「意味がわからん……」

　そういえば、あのリンゴ……もとは変な女からもらったものだったのだ。あの女はどうして早退なんかしたのだろうか。そういや、仕事に遅れるとか変な事を言ってたな。

「なあ。今日俺達のクラスメイトで早退した女っていたか？」

　尋たずねると双海と鷹通はきょとんとした顔で俺を見つめてきた。

「一誠。彼女の事は知っていて俺達の事は知らなかっただなんて、すっげーひどくない？」

「なんだ、思し春しゆん期きなのか？」

「黙れ、鷹通……」

　俺は鷹通の頭をわしづかみにしながら力を入れる。鷹通は痛がっていたがそんな事に構わず、双海に聞き返す。

「昼、その女と出会ったときにお前にやったリンゴをもらったんだよ」

「ああ。そういう事だったの？　彼女可か愛わいいでしょ！　クラスの女子の中じゃ、断だんトツ可愛いって思うな～」

「そんな可愛い顔だったか……？」

　思い返してみる。確かに顔立ちは悪くなかったが可愛いという印象ではなく、変な女としか印象に残ってなかった。

「可愛いのは当然だろ？　確か芸能人だったか？」

「なんか違うみたい。芸能人じゃなくてアイドルの卵たまごなんだってさ～」

「そうなのか？　まあ、どうせその仕事があったから早退したって事だろ。一誠は知らないかもしれないが、彼女はよく早退してるみたいだ」

「ああ。だからなのか……」

　あの女がリンゴは空あいている時間に食べるというのも時間に余裕のない仕事をしていたからなのかと納得がいく。とはいえ、空き時間にリンゴを二個も丸かじりしている奴なんてきっとあの女くらいだろう。

（まったく、この学校にはこいつら含めて変な奴が多いな）

　それはきっと自分にも当てはまる事なのだろう。変な者同士なら寄せ集まっても他人は誰も寄って来ないだろう。きっと寄ってこれるのは「変な者」だけだ。

「あれ？　一誠、何か顔がにやけてない？」

「はあ？　気の所為だろ。それよりペース上げなきゃ、二十周走り切れないから俺は先に行く」

　双海と鷹通にそう告げて俺は走るペースを上げた。

「ええ!?　これ以上ペースを上げるなんて無理無理!!」

　そう言いながらも双海も頑がん張ばってペースを上げて俺に追いつこうとしていた。一方、置いていかれている鷹通は青ざめた顔で叫ぶ。

「おい、ふざけるな！　俺はまだ筋肉がつき始めている成長期なんだぞ！　体力があると思ったら大間違いだぞ！」

（鷹通は何でああも偉そうに……。偉そうに言える事じゃないだろ、それ）

　鷹通の罵ば声せいを聞きながらも俺は走る。いつもより身体が軽く感じられた。昼、学校に来たとき、あんなにも身体が重く感じていたのがウソのようだ。

　俺は空を見上げる。昼休みに見た空よりも晴れ晴れとして見えるのは気の所為だろうか──。




　次の日から、俺と双海と鷹通はクラスの中でもつるむようになった。昼休みを迎えて俺達は三人で初めて昼飯を食べる事になる。

「一誠ってば、またフランスパンなの？」

「うっせ。これが食べたいんだから放っておけ」

「ほぅ……フランスパン」

　何やら鷹通の方からやけに視線を感じる。俺は鷹通の方を見ないフリしてフランスパンにかじりつく。

「フランスパンを好きとは一誠は食のセンスがいいな！　俺もフランスパンは大好きだ！」

　視線を感じると思っていたら、どうやら鷹通の好物はフランスパンらしい。

「ええっ!?　フランスパンって食べてると顎あごが疲れない？　俺、フランスパン苦手なんだよね～」

「あの食感がなくなったらそれはフランスパンではないだろ！」

「フランスパンなんかよりも、リンゴの方がいいよ！　風か邪ぜひいたときに摩すり下ろしたり、焼きリンゴとして美お味いしくいただいたり……。それにほら！」

　そう言って双海はお弁当箱とは別に、小さなタッパーの蓋ふたを開けて俺達に見せる。

「ほら、うさちゃんリンゴだよ～。可愛くてお子様にも大人気！　ほら、一誠もリンゴ好きでしょ？　一口あげようか？　ほら、あーん」
















「絶対に口を開けないからな！　それに、双海。お前、誤ご解かいしてる。俺はリンゴが嫌いなんだ……」

「へ？　うっそ!?　じゃあ、何でリンゴを持って──って、そうか。彼女からもらったんだっけ？」

「ああ。ちょうどどう処分するか迷ってたからお前にやれて良かった」

　俺はやっとリンゴが嫌いな事を伝えられてスッキリした。

「一誠はリンゴが嫌いなのか……。じゃあ、何が好きなんだ？」

　鷹通は言いながら、自分の弁当箱を開ける。それにしても鷹通の弁当箱は普通ではなかった。まるでおせち料理のようなお重じゆうに包まれた弁当だ。中身も高級そうな料理が所狭しと並んでいる。

「ゲッ!?　辛から子しレンコンが入ってる……。今日のシェフは俺の好みをわかってないな！」

　なるほど……。鷹通の料理はどうやらシェフが作っているらしい。さすが坊ちゃんだな。

「俺か……好きな物と言えば辛い物全般だ。だからいらないならその辛子レンコン食べてやる」

「いいのか？　じゃあ、もらってくれ」

　俺は鷹通の弁当箱に手を伸ばしてレンコンを指で摑みそのまま口に運ぶ。ツンとした辛みとレンコンのシャキシャキとした食感が相まってなかなか美う味まい。

（あれ？　待てよ。俺は辛い物が好きで、鷹通は辛い物が嫌いって事は）

「俺はフランスパンが好きだけど、双海は嫌いなんだよな？」

「俺だってリンゴ大好きだけど、一誠はリンゴが大嫌いなんだよね？」

「ああ……そうだな……」

　なんと奇き妙みような事に全員の好き嫌いがローテーションしている事に気づいてしまった。

「………………」

　お互いに顔を見合わせて無言になる。俺達三人は変な奴ではあるが、こういう好みまで変なところで食い違う。

　すると急に双海が笑い出した。

「あはは！　俺達、気が合うんだか合わないんだかわかんないね！」

「……っ、ははは！　こんな事あり得るのか？　お互いの好みが全く違うなんておかしなもんだな！」

　今度は鷹通までも大笑いし始める。俺は二人の様子をポカンと見つめる。しかし、徐じよ々じよに込み上げてきた笑いに俺も逆らえず、笑い始める。

　昔から、素そ行こうが悪い不良だの家庭環境が悪いだのと、いろいろと陰口を叩たたかれるのがうっとうしくなり、他人と距離をとるようになった。しかし、今初めてお互いの名前を呼び捨てに出来て、一緒に笑い合える人が出来てしまった。

　今まで知らなかった心地よさに俺は恐怖を覚える。いつまで、この安あん寧ねいな日常が続くのかと──。




　いつものように双海と鷹通と一緒に過ごしていたある日の夕方。授業の終わりを知らせるチャイムが鳴ったと同時に生徒達の賑にぎやかな声が聞こえてくる。

「一誠！　今日はさ、鷹通の家に遊びに行こうって話してるんだけど、一誠も来ない？」

「おい！　俺が許きよ可かしてないのに、何勝手に言ってんだ、お前！」

「ええー。だって、俺鷹通の家を一度は見てみたいんだもん。鷹通の家だからきっと大きな家なんだろうなぁ。さすが三千院家の名は伊だ達てじゃないね！」

「ま、まあな！　三千院家は古くから伝承された──」

「というわけで、一誠も来るよね？」

　双海の口車にまんまと乗せられた鷹通は鼻高々に自じ慢まん話ばなしをするが、双海はそれを平然と無視して俺に尋ねる。

「悪い。今日は部活に行かないといけないから」

「えっ!?　一誠、部活してたの？」

「ほとんど幽ゆう霊れい部員だけどな。初日に勧誘されて幽霊部員ならいいって言ったら、マジで入れられた……」

　入学初日。初めて校門を通り過ぎたところで、空から手て部から入部してくれと詰め寄られた事があった。断り文もん句くで幽霊部員でいいならと言ったら、まさかそれでもいいからと言われるとは思っていなかった。

　初日の挨あい拶さつのときしか部活には行っていない。勧誘してきた先輩は人の良さそうな顔をしていたが、実際に部活動に行ったら一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな先輩が勢ぞろいだった事は今でも記憶に残っていた。

　おそらく自分と同じように「不良」というレッテルを張られた人達だろう。そして先輩達はもちろん俺の事を良く思っていなかった。だから、俺も部活には関わらないように幽霊部員として活動を全うしていたのだが、とうとう昨日呼び出しがかかった。

　今日はＯＢとの合同練習があるから、絶対に来いというお達たつしだ。まあ、幽霊部員とはいえ、こういうときに頼まれれば行かないわけにはいかない。

　その事を双海と鷹通に説明すると、二人とも顔を見合わせてから俺に視線を戻す。

「そっか……。それじゃあ、鷹通の家で遊ぶのはまた今度にしよう！」

「は？　お前ら二人だけで遊んで来いよ」

「いや、俺は今度になって都合がいい。むしろ、今日いきなり遊びに行くと言われる方が迷めい惑わくだからな！」

　鷹通はキッと双海を睨みつける。双海は吹けないくせに口笛を吹くフリをして誤ご魔ま化かす。

「そうだ！　遊びに行くの中止になったし、一誠の空手をコッソリ拝はい見けんしようぜ！」

「それは、やめろ……」

「それはいいな。どんな筋肉男がいるか拝見してやろうじゃないか！」

　俺が否定しても二人は行く気満々な様子だ。俺は溜ため息いきをつく。通学カバンを肩にかけた瞬間ふとあの女が視界に入る。

　女は何やら書き物をしているようで、真剣に机と向き合っていた。

（珍めずらしい。今日は学校に一日いるんだな……）

　物珍しさもあってじっとあの女を見つめていた。すると女が視線に気がついたのかこちらを振り返る。俺は咄とつ嗟さにあの女から目を逸そらす。

（あ……何で、俺あいつから目を逸らしてるんだ。別にやましい事は何もないはずなのに……）

　俺が視線を逸らしたと知ってか、あの女は再び机に目線を戻す。ホッとしたのも束つかの間ま、双海が俺に呼び掛ける。

「ねえ、一誠！　お願いだから見させてちょーだい♪」

「はぁ……。見ててもいいが、絶対に騒さわぐなよ」

「はーい！」

「わかった」

　双海も鷹通も俺の返事に了りよう承しようする。双海は少し心配だが、これ以上何か言うのもめんどくさいからそのまま何も言わず、道場へと向かう事にした。




　道場内で男達の低い声が響き渡っている。俺は今、先輩と練習試合を行っていた。この学校の空手部はなかなか強いが、本番には弱く大会ではいい成績を収めた事がない。

　その為か年々、入部希望者が減へってきているような部活だった。それ以外にも一部の不良の溜まり場的な部活になっている所為か、新入生が恐れて入ってこないというのも大きな原因のひとつだ。

「たっ、ていっ、はあぁっ!!」

「ぐっ！！！」

　俺が決めた下段、上段回し蹴げり、中段膝ひざ蹴げりが綺き麗れいに決まり、相手をしていた先輩が床に後ろから倒れる。

（こんなもんか……）

　小学生のときから中学生まで習っていた為、先輩達に比べて基本の型がきちんと出来上がっていた。おそらく全員のレベルを見た感じだと自分が一番強いだろう。

　俺は相手をしていた先輩を見る。すると、先輩は俺を睨みつけていた。

（あ、これはヤバいな……）

　一ひと悶もん着ちやく起きそうな匂いがした。俺は厄やつ介かい事ごとにならないよう、これ以上先輩の事を見ずに、違う対戦相手を探しに行こうとする。

「調子に乗んなよ、このクズ野や郎ろうが！」

　先輩は明らかに俺に向かって罵声を叫ぶ。俺はその罵声に対して無視を決めこむ。それが気に入らなかった先輩は急に立ち上がり俺の方へと向かってくる。これは一いつ触しよく即そく発はつの気配だと周りの先輩達も思っているだろう。しかし、誰ひとりとして動こうとはしなかった。

（仕方ない……。先に手を出して来たらこっちも殴り掛かるか……）

　そう決意して、先輩の方を振り向き臨りん戦せん態たい勢せいに入る。しかし、思っていたような事態にはならなかった。

「一誠!!　部活中悪いけど、先生が呼んでたよ!!」

「っ!?」

　双海がさも今現れましたと言わんばかりに俺の事を呼ぶ。おそらくこれ以上のケンカに発展しないよう、咄嗟に助けてくれたのだろう。俺はその言葉に甘える事にした。

「先に上がらせてもらいます……」

　一言だけ告げて俺は道場を出る。先輩達の顔はあまり良い顔をしていなかった。しばらくまた部活動に顔を出さない方が良さそうだ。道場を出た先で双海と鷹通は俺の事を待っていた。

「悪かったな……助かった」

　俺は双海に向かって感謝の言葉を述のべる。すると双海がいつも以上に目を見開く。しかし、またいつもの表情に戻って問題ないよと頷うなずく。

「今日はやっぱり鷹通の家に行くしかないね」

　空手部に聞こえないような小さな声で双海は話す。まだ諦あきらめていなかったのかと呆あきれる。鷹通の方を見やるともう半分諦めた表情をしている。

「だったら、まずは着替えないとな。道場の更衣室には戻りづらいから教室で着替える」

　俺達はとりあえず教室へと向かう事にした。




　教室近くの廊下を歩いていると笑い声が聞こえてくる。その声はどうやら俺達のクラスから聞こえてくるようだ。教室の前まで来た俺達は入ろうとして扉に手をかける。しかし、中からクラスの女が俺の名前を話題にしているのが聞こえてきた所為で、その手が一瞬躊ちゆう躇ちよした。

「轟みたいな評判の悪い奴がクラスにいるのってほんと勘かん弁べんしてほしいよね～。いつ問題起こすかわかったもんじゃないし」

「だよね。男子も轟には絶対近づかないもんねー」

　女子特有の悪口がどうやら中で繰り広げられているようだ。さすがに女とケンカするわけにもいかないからどうやり過ごそうか俺は考える。

「あ、でもさ轟って、最近赤羽根や三千院と仲良いよね！」

「ぶっ！　それって、余った者同士が寂さびしくて、くっついた感じだよね。赤羽根はコミュ力高いけど、何か表面だけって感じでさ～。いつもヘラヘラしてて、何考えてんのかわかんないし」

「言えてる！　三千院に関しては、しゃべらすと上から発言連発だから誰も近寄らないもんね！」

　女の嫌な笑いがどんどん大きくなる。俺の話題から双海と鷹通の話にまで発展してしまったようだ。二人の顔を見ると、双海はやれやれといった表情で鷹通は顔を真っ赤にして怒おこっているようだった。俺は教室には入らずにこのまま引き返そうかと思い始める。

「ねえ、あなた達は轟君達とちゃんと話した事があるの？」

　教室の中から別の女の声が響いてくる。

「え……いやいや、赤羽根と三千院ならまだしも轟と話した事なんてあるわけないでしょ。だって怖いじゃん」

「うんうん。近寄れないオーラが出てるよねー」

「そうなんだ。じゃあ、あなた達が言ってる悪口って噂や見た目だけでの判断なの？　それって信しん憑ぴよう性せいが薄いんじゃないかな」

　堂々たる声は俺達の耳に良く通る。一体、誰が話しているのか気になった。隣にいた双海はドアに近づき、少しだけそっと開けて中を窺うかがう。俺も双海に釣られて中を覗き見る。

　すると、先ほどから俺達の事を庇かばおうとしている人物は俺にリンゴを渡したあの変な女だった。

「悪口を言う事は簡単だけど、相手を知りもしないのに悪く言うのは見ていて好このましくないよ。話してみれば案外その印象が変わるかもしれないよ？」

　変な女は悪口を言っていたクラスメイトに怒ったようにではなく、少し諭さとすような口調で向き合っていた。悪口を言っていた女達は顔を見合わせる。

「そうだね。こんなところで言う話じゃなかったかも。嫌な気分にさせてごめん……」

「ううん。私こそ、出しゃばってごめんね」

　女達はお互いに謝り、どうやら解決したようだ。俺は先輩達とケンカをしてもこのように解決する事は出来ないだろう。俺の目つきや行動や口調が腹を立たせる要因となっているからだ。

　だけど、この女は話し合いで解決してしまった。誰かに教えるような職種がきっと合うのだろう。俺は改めて女の新しい一面を知った。

　双海はそっと教室の扉を閉める。

「このまま教室には入らず、どっか空き教室見つけてそこで着替えようか」

「そうだな……行くか」

　俺達は静かに教室から去って、空き教室へと向かう。俺にとってあの女の印象は『もっと変な奴』に変わった。しかし、以前思っていた嫌いという気持ちはなく、女に対して興味が湧わいてきた。あの女は一体どんな奴なのだろうかと──。




　ある日。いつものように俺達三人は屋上で昼飯を食べていた。ここ最近はクラスの連中も俺達の様子に慣れてきたのか、変な視線を感じる事もなく平和な日々を過ごしていた。俺自身、以前のように遅刻する事もなくきちんと朝から授業を受けるようになっていた。

　それもこれも双海と鷹通とつるむようになってからだ。認めたくはないが、俺にとってこの二人はダチと呼べるものになってきているようだ。

「なんか、今日の一誠ご機き嫌げんだね～」

「何かいい事でもあったのか？」

「別に何もない」

　グダグダと話しながら昼飯を食べ終える。ジュースを飲み干していると、何やら騒さわがしい声が聞こえてくる。どこから聞こえる声なのか辺りを探す。下の方を覗くと空手部の先輩らしき連中が中庭の方に集まっていた。

「あれ、空手部の人達じゃない？」

「ああ……。多分そうだ」

「ちょっと様子がおかしくないか？　ってか、壁の方にいるのあれ、女子だろ？」

　鷹通の言う女子を見やる。すると見覚えのある女がそこにいた。おそらくあの変な女だろう。何故、空手部に絡まれているのか状況はよくわからないが、俺は急いで立ち上がり、走り出す。

「あ、一誠！　ちょっと待って！」

「俺も行くぞ！」

　双海と鷹通も俺の後に続いて走り出す。あのガラの悪そうな先輩達の事だからきっとろくでもない事になっているのだろう。俺は拳を握りしめて全速力で中庭へと向かった。
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　今日は珍しく仕事がないから、一日学校で過ごせて嬉しく思っていた。だけど、友人達と昼ご飯を食べて、飲み物がなくなったからと自販機に行ったのが運の尽つきだった。

　ちょうどその場にいた空手部の先輩達に芸能人だと物珍しそうに近寄られ、中庭まで連れて来られた。あまりにも大人数だから上う手まく逃げられるかどうかわからない。

　恐怖心を見せないように私は震ふるえる手をぎゅっと握りしめる。

「なあ、頼むから一緒に写真撮とらせてくれよ？　写メ撮っていろんな奴に自慢するからよー」

「まさか、俺達の学校にアイドルしてる奴がいるなんて超ラッキーだよなぁ」

「だよなー。それで写真撮らせてくれるよな？」

「すみません。事務所からファンと一緒に写真を撮る事はＮＧとされてるので無理です」

「ええー。ちょっとくらいいいじゃん。ナイショにしておけばいいっしょ？」

　簡潔にダメである事を伝えるが、全く聞く耳を持とうとしてくれない。

「だからダメなんです！　いい加減にしてください！」

　少し強めに言ってダメである事を伝えるが、それがまずかったのだろう。先輩達の怒いかりを買ったようだ。

「何だよ。こっちが優しく言ってるうちに聞けよな！　ったく、手間取らせるんじゃねぇよ」

　リーダー格らしい先輩が私の手を摑む。無理やり写真を撮るつもりなのか、私を押さえつけようと力を入れてくる。

「っ!?　ちょっと、やめてください！」

「いいから、いいから。すぐ終わるからさぁ」

　後ろにいる仲間がスマホを取り出していつでも撮れるようにスタンバイしていた。大声を出して助けを呼ぶしかないと思ったとき、写真を撮ろうとしていた不良の手元からスマホが消えたのだった──。
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　風を切るようなヒュンッとした音がする。すると先輩がかざしていたスマホが一瞬で消えてしまった。手元からスマホが消えた先輩は一瞬の出来事に目を白黒させていた。

「え？」

「抵抗出来ない女を押さえこむなんて性た質ち悪いだろ、あんたら……よっ!!」

　スマホを構えていた先輩を俺は蹴り倒す。先ほどのスマホは蹴り上げた所為で何ど処こか遠くへとぶっ飛んだようだ。

　変な女の手を摑んだまま茫ぼう然ぜんと見てくる先輩はこの間の試合で負かした奴だ。

「轟!?　てめぇ、先輩に向かって何してやがるんだ！」

「だったら、先輩らしく後輩に優しくしたらどうなんだ？　無理やり女を押さえつけるような奴を先輩だと思うのは無理だろ？」

「生なま意い気き言ってんじゃねぇよ！　前々から気に食わない奴だと思ってはいたが、もう容よう赦しやしねぇからな!!」

　とうとう怒りに任せて殴り掛かってくる。俺はそれを避よけて空手の練習試合同様に先輩を殴る。しかし、如何せん敵の数が多く後ろからの攻撃を避けるのが難しかった。

「クソッ！」

　慌てて、防御の態勢を取る。すると、俺に殴り掛かろうとしていた男を横から現れた双海が殴り倒していた。

「いった～！　俺、ケンカとかした事がないから殴った拳が痛くて仕方ないよ～」

　双海は痛そうに殴った手をさすっていた。その双海の背後からまた別の先輩が隙をついて殴り掛かろうとしている。

「双海、後ろ!!」

「へ？　っ、わわわ!?」

　双海が体勢を崩くずして何とか避ける。殴り掛かった先輩もまさか避けられるとは思わなかったのだろう。しかし、すぐに切り替えてまた殴ろうとしていた。

「えいっ!!」

　後ろから大きな物体が双海を殴ろうとした先輩に向かって投げつけられていた。それに当たった先輩は地面に伏せて気絶したようだ。

「これ？　通学カバンだよね……って、俺のカバンじゃんか!?　ナマちゃんの缶バッジがぁ～～～!!」

　双海が地面に落ちた自分のカバンを拾い上げる。ナマちゃんとは確か双海が好きなゆるキャラだっただろうか。確かに双海の言う通り缶バッジがついていた。

　カバンを投げつけられた方向を見る。すると鷹通が少し遠くで仁に王おう立だちしていた。

「俺が来たからにはもう安心だ！　援えん護ごしてやるから存分に暴れろ！」

　遠くから偉そうに言う事ではないが、今はそれどころではない。空手部の部員と俺達三人では圧倒的に不利だ。殴り掛かってくる連中に俺達は応戦していく。

　しばらくして、先生達が騒ぎを聞きつけて来たときには俺達も空手部もボロボロの姿だった。




　放課後。夕焼けが辺り一面を赤く染めている。窓から差しこむ光がちょうど俺達を照らしていた。俺は制服に付いた汚れを手ではたく。すると、職員室で事情を説明していたあの女がこちらに戻ってきた。

「轟君！　私の所為でごめんね……。赤羽根君も三千院君もこんなになってまで助けてくれてありがとう」

「別に大丈夫だよ～。それより君こそケガはなかった？」

「あいつらに何かされなかったか？」

「うん。危ないところで轟君が助けてくれたから……。轟君、本当にありがとう！」

「何度も礼言わなくていい……。大体あんな連中についていくお前も迂う闊かつだろ？」

「ううっ。仰おつしやる通りで……」
















　女も反省しているようで、困こまった顔をしていた。俺は言った後で後こう悔かいする。頭を搔かきながらどうするか考えていると双海がある事を言う。

「それにしても、空手部は停学処分と部活廃はい部ぶにまでなったってのに、何で俺達には何のお咎とがめもなかったんだろ？」

「それは……う～ん……私がきちんと説明したから、とか？」

「それだけで、俺達には何の処分もないってのはおかしな話だろ？」

　俺と双海と変な女は何故だと疑問を口にする。そんな中、鷹通だけはニヤニヤと笑いながら俺達の様子を見ていた。

「フッフッフ！　そんなの俺がその現場にいたおかげに決まっているだろ！」

「は？　何で鷹通が関係してんだよ？」

「三千院家はこの学校に多額の寄き付ふをしているからな！　そんな俺にお咎めがあるわけないだろ！」

　ドヤ顔で語る鷹通の顔はすごく腹が立ったが、こいつのおかげで二度目の停学処分を免まぬがれたわけだ。

「おお!!　鷹通の坊ちゃんスキルがとうとう活用されたー！　……本人の対戦スキルはずいぶんと低かったけどね～」

「う、うるさい！　ケンカなんて生まれてこの方した事がなかったんだ！　そんな俺が助けに来ただけ感謝するがいい！」

「はいはい～。お坊ちゃん、ありがと～」

「感謝されてる気がしない……」

　双海と鷹通のコントじみてきた会話に変な女は笑っていた。その笑った顔をじっと見ていると視線に気づいた女が俺の方を見る。女は何か言いたそうに口を開き、言葉を探しているようだ。

　それを見かねた俺は自みずから聞く。

「何か言いたい事があるんだろ？」

「っ！」

　女は驚いたようだが、言う決意を固めたようだ。

「轟君……助けてくれた事には本当に感謝してる。でも、やっぱり誰かを殴ったりするのはダメだと思う」

　何を言い出すのかと思えば、「ケンカはダメ」ときた。真ま面じ目めな女はこれだからと俺は呆れる。

「何を言うかと思えば……。あのときはこうするのが最善だっただろ。話し合いで解決出来るような状況じゃなかった」

「それはそうなんだけど……ただ、轟君の評判が悪くなってしまうのが嫌なの。だって、轟君って噂なんかと違ってすごく正せい義ぎ感かんがあって優しい人なのに……」

　……こいつは何故こんなにも俺の評判を気にするのだろうか。俺が気にするのはわかるがこいつが他人の事まで気にする必要はないだろう。

「言いたい奴には言わせておけばいい！　俺の事をてめぇがとやかく決めるんじゃねーよ！」

　苛いら立だった俺は少しきつく女に向かって言う。急に怒ど鳴なった所為か女は少し怯ひるみ、一歩後ろに下がった。

（ああ……これでいい。俺の事を気にしてたら、こいつまで何か言われかねないからな）

　これ以上、俺と関わらない方がこいつの為だ。こいつはアイドルなのだから不ふ祥しよう事じを起こすような事はご法はつ度とだろう。ならば、俺のように問題を起こすような奴は近くにいない方がいい。

　そう思って、突き放す……しかし、こいつは俺の想像もつかない行動に出る。

　女は俺の目の前まで迫り両手を高く上げる。そして、俺の頰ほおを両手で挟はさんで顔を引き寄せる。目の前にいる女の瞳に俺の驚いた顔が映っていた。キラキラとした茶色い瞳は何者も寄せつけない強い意志が見える。

　女はまっすぐ俺の目を見て話した。

「私が嫌なの！　轟君の魅み力りよくがそんなくだらない噂で半減するのを黙っていられない！　自分で自分の価値を貶おとしめないで！」

「っ！」

　女の目を見て悟さとった。俺はこいつの瞳が最初から気に食わなかった。まっすぐ見つめる瞳は汚けがれを知らず、ただ純じゆん粋すいにキラキラと輝かがやいているのだ。毎日が楽しそうで、毎日が充実していそうな瞳をしている。

　きっとこの女は仕事も学業も毎日が楽しくて仕方ないのだろう。そんな輝いた目を見るのが辛つらくて、俺はこの女の事をずっと変な女だと思って自分から遠ざけていた。

　あの日、リンゴをもらったときから気づかぬうちに嫌な予感はしていたはずだ。この女は自分とは違うと。

「確かに君の言う通り、一誠って本当いい奴なんだよなぁ」

「俺も最初と今では全くイメージが違うな。やっぱり人の噂は当てにならない」

　双海と鷹通は女に同意する。

「一誠はあれだよ。自分で自分を貶めちゃうＭ気質な男なんだよきっと！」

「おい、双海……変な事を言うんじゃ──」

「え？　轟君……Ｍなの？」

「違うに決まってるだろ！」

「あはは！　冗談だよ、冗談！」

　双海の悪ふざけに乗るとは、この女もなかなか根性が据すわっているようだ。女と双海は俺を動どう揺ようさせた事をハイタッチして喜んでいた。

「くっ……一誠がＭとか笑えるな……ははっ！」

　鷹通まで双海と女の発言に笑いが止まらないようだ。ったく……こいつらときたら。

「そうだ……。俺、お前の名前をまだ知らねーんだ」

「ええ!?　クラスメイトなのにまだ覚えてくれてなかったの？」

「顔は覚えてたんだからいいだろ？」

　女はショックだと言わんばかりに俺の事を睨みつけてくる。以前、双海がこいつの事を可愛いと言っていたが、確かに怒った顔はいつもより少し幼おさなく見えて不ふ覚かくにも可愛いと思ってしまった。

　そんな考えを隠すように俺は女に名前を言うように急かす。

「ほら、早くお前の名前を教えろ！　今から覚えてやるから」

「もう……。ちゃんと覚えてね、轟君！　私は『朝あさ比ひ奈な柚ゆず希き』です」

　あさひな、ゆずき。今日から俺は幾いく度どとなくこの名前を高校生活三年間呼び続けるだろう。俺と双海と鷹通……そして朝比奈柚希はこれからの未来でも深い繫がりとなっていく事をこのときの俺達はまだ知らなかった。
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　この場にＦ[image: ]Ｆフアイアーフエニツクス、Ｉ♥Ｂアイビー、ＡアｒルＳス、Ｌａｎｃｅｌｏｔランスロツトといった総勢十七名が大集合していた。こんなに集まれば声は大きく響ひびき渡り、何事かと様よう子すを見に来る人物がいても不ふ思し議ぎではなかった。

「ちょっと、あなた達。こんなところで大集合してどうしたの？」

　やってきたのは彼らのプロデューサーだ。

「あ、プロデューサー!!　もう次の打ち合わせは終わったのか？」

「うん、終わったよ。愛あい童どう君、私と打ち合わせしてたときの眠気がウソのように飛んでったみたいだね？」

　ニコッという効果音が聞こえてきそうなくらい、彼女は愛童星せい夜やに向かって笑い掛ける。

　愛童星夜は微び々びたるものだが彼女の怒いかりを感じて冷や汗を流す。

「あ、あ～、そういえばさ！　さっきプロデューサーとの打ち合わせでファンのみんなの為ために何かできる企画提案してほしいって言ってたじゃん！」

　愛童星夜は先ほどの打ち合わせで話した内容の一部始終を思い出す。

「何だ、ちゃんと聞いてたんだね。何か良い案でも思い浮かんだ？」

「おう！　俺達Ｆ[image: ]Ｆはライブ中にソロで何か披ひ露ろうするコーナーを作るってのはどうだ？」

　いつもは三人一緒だと言う愛童星夜にしては珍めずらしい発言だ。

「愛童君はどうしてそれをやりたいって思ったの？」

「今、ここでみんなと話してたら、俺ってばアイチュウのみんなの知らない事がたくさんあるんだなぁって思ったんだ。俺ですらそう思うって事は、ファンのみんなも俺達の知らない事がたくさんあるって事だよな！」

　愛童星夜は周りにいるアイチュウ達を見渡しながら、プロデューサーに対して、真剣に説明する。プロデューサーも愛童星夜の情熱を感じて彼の言う事を一いつ言ごん一いつ句く逃のがさないように真剣に聞いている。

「だからさ、もっと俺達ひとりひとりの事をわかってもらえる場を作ってみたいなって思ってさ！　プロデューサー、こういう企画じゃダメか？」

　プロデューサーがどういう反応に出るか、愛童星夜は眉まゆをハの字にして尋たずねる。プロデューサーは胸ポケットにかけていた眼鏡めがねを取り出して目元にかける。中指で眼鏡のつるをクイッと持ち上げて、いつものように勝ち気な笑みを見せる。

「愛童君！　その企画面おも白しろいと思う！　今から一人あたり、どれくらいの時間が必要かタイムスケジュールを見直してみるよ。あとは、みんなどういう事をするかによって、費用が変わってくるはずだから今週中には決めてほしいな！」

　プロデューサーの目が生き生きとしていくのがわかる。愛童星夜は釣つられて目をキラキラと輝かがやかせる。

「よっしゃー！　奏かな多た、晃あきら！　俺の企画が通ったぜ!!」

　愛童星夜は真っ先に喜びを仲間である湊みなと奏多と御み剣つるぎ晃に伝える。

「うん！　星夜の企画すっごく素敵だと思う！　ひとりで何かするのは不安だけど、僕もみんなに知ってもらいたいから頑がん張ばるよ！」

「ああ。俺も頑張るさ。星夜が考えてくれた企画だからな」

　Ｆ[image: ]Ｆのメンバーはやる気満々の様子を見せる。プロデューサーは後ろにいるアイチュウ達の様子を眺ながめる。

「ソロでの企画……どうしよう……僕、ひとりじゃ出来ないよ……」

「大丈夫だよ、アキヲ。ダメなときは俺がフォローしてあげるからさ」

　不安だと言う鳶とび倉くらアキヲに海あま部べ子し規きが背中を優しく叩たたき、励はげましの言葉をかける。

「さっきから、恭きよう介すけは何を描いてるんだ？」

「えっと、ずっとみんなのやりとりを見ていたら創作意欲が湧わいてきちゃって……。新しい物語のネームラフを描いているのです！」

「へー！　おもしれえ！　ＡｒＳのメンバーはその漫画をみんなで作って遊びに来たファンに配るってのはどうだ？　それなら、アキヲだってひとりじゃないぜ、にしし！」

　桃もも井い恭介のネームを見た、日くさ下か部べ虎とら彦ひこが新しい企画を提案する。

「っ！　なら、みんなの自己紹介漫画を描きますよ！　そうすればファンの人も、もっと僕達の事をわかってくれると思います～！」

「み、みんな一緒なら、大丈夫な気がする……ふひひ」

「キョウちゃんのその提案に乗った！　輝ひかる君と楽らく君はどう？」

　海部子規が折おり原はら輝と若わか王おう子じ楽にも尋ねる。

「はーっはっはっは！　なら、恭介！　早速私のデッサンをしてもらおう！　ほら、どんどん私の姿を描くがいい！」

「輝はノリノリじゃのぅ……。恭介、ベタなら手伝ってやるぞ？」

「わーい！　みんな、ありがとう！」

　ＡｒＳはみんなの自己紹介を漫画にしてファンのみんなに見せる事に決めたようだ。

「Ｆ[image: ]ＦもＡｒＳも何かやるなら、Ｉ♥Ｂもやらないわけにはいかないね」

　ノアはメンバー達の顔を見渡す。

「それじゃあ、オレ達は民族衣装を着たファッションショーを企画しようか！」

「ああ……そうだ──って、何だって？」

　驚おどろくリュカを余よ所そにノアはもう決まりだといわんばかりに企画を通す。

「いいよね？　プロデューサー」

「いいけど、他のメンバーが納得してないんじゃ……」

「大丈夫！　オレが説得するから」

　ノアの言葉に後ろにいるリュカとレオンと黎りー朝ちやお陽やんが震ふるえ上がっている。ラビだけがやれやれと肩を竦すくめて苦笑する。

「ねえ、一いつ誠せい。俺達も何かやりたいなぁ。久々にアレやっちゃう？」

「ああ……金管楽器を使ったセッションか。確かにライブで吹くのは爽そう快かいだし、ファンには目新しいかもな。って事は──」

　赤あか羽ば根ね双ふた海みと轟とどろき一誠はニヤリと笑い三さん千ぜん院いん鷹たか通みちの肩を叩く。

「な、何だよ!?」

「よし。練習の為に今からお前の家に行くぞ」

「いや～、鷹通の家は防音室があって便利だねー。あ、ついでにお菓か子しの用意もよろしく～」

「いやいやいや！　ちょっと待て！　まだプロデューサーから企画の許きよ可かも取ってないだろ!!」

「うん、いいよー」

「って、いいのかよ!?」

　Ｌａｎｃｅｌｏｔの三人もやる事が決まったようだ。

　プロデューサーはここにいない他のアイチュウ達にも今日の事を伝える為に手元のタブレットにやる事を打ちこむ。

（うん！　すごい企画になりそう。各々のやりたい事に対する予算と集客を考えればもう少し大きなライブが出来るかも。社長に相談してみよう！）

　プロデューサー自身もアイチュウ達の影響により、やる気に満ち溢あふれる。愛童星夜の一言によって、みんなが動き始めていく。その張本人をプロデューサーは見つめる。

　愛童星夜は仲間に楽しそうに話し掛けている。

　すると、視線に気がついた愛童星夜は仲間との会話を止めて、こちらを振り向きとびきりの笑顔を見せる。

「プロデューサー！　ファンのみんなと楽しくワイワイできる最高のライブにしような！」

「っ！　もちろん！」

　エトワール・ヴィオスクールにはこんなにも魅力的なアイドルの卵、アイチュウ達がたくさん存在する。これからも本物のアイドルとして活躍出来るように日々精進していく彼らは未来を歩んでいく。

　もちろん、応援してくれるファンとプロデューサーも一緒に──。





ＥＮＤ
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　本書『アイ★チュウ　Fan×Fun×Gift♪』をお手にとっていただき、ありがとうございます。peroです。『アイ★チュウ』を遊んでくれている方はこんにちは。ノベライズから『アイ★チュウ』を知っていただいた方ははじめましてですね。

　本作はもともと恋愛リズムアドベンチャーと呼ばれるスマホアプリが原案となっています。担当の方からノベライズをしませんかというお話しをいただき発売する事が決まりました。

　ゲーム同様に執しつ筆ぴつの機会をいただけてとても嬉うれしく思いながらも、どんなお話を書いたら読んでくれている方が楽しめるのだろうと考えました。

　ゲームの方では長いお話を書くのが難しいので、思いきり書けるならキャラの事を掘り下げる話をと思いましたが、何分アイチュウのキャラは二十九人もいまして……。

　これは全員書くと一冊じゃ収まらないぞ！　何て思っていたら担当の方から、みなさんを巻き込んでの『主役争奪!?　オーディション』という投票形式の素敵な企画をいただけました！　最終的に五万票も投票していただき本当にありがとうございました。

　当初、三つのお話を書くはずが気づけば五つのお話を書く事に──あれ？　スケジュールが……と言いながら各かく署しよに調整を図はかっていただきました。あのときはみなさんご迷めい惑わくおかけしました。

　五つのお話を書く事はなかなか大変な作業ではありましたが、企画を盛り上げてくださっている担当の方。素敵なイラストを描いてくださったマヤルマさん、くにみつさん、meijさん、おかざきおかさん。そして、ノベライズを楽しみにしてくださっているみなさまのおかげで乗り切る事が出来ました。

　今後、アイ★チュウはどんどん盛り上がるよう運営の方々も非常に頑がん張ばっていらっしゃいます。また、このような機会をいただけましたら書ききれなかったシチュエーションも書けるといいなと思ったり……。

　引き続き、アイ★チュウの今後の展開をお楽しみにいただけると幸いです。どうぞ、これからも宜よろしくお願い致します。




　ここまで、読んでいただきありがとうございました。





二〇一六年二月　pero



















著

pero

pero




今年早々、アイ★チュウの執筆作業が大量にあり大変嬉しい限りです！　頑張りました！










イラスト

おかざきおか

oka okazaki




ゲーム中ではなかなか描けない部分を挿絵で描かせていただけて楽しかったです！

ありがとうございました。










イラスト

くにみつ

kunimitsu




「アイ★チュウ」ノベライズおめでとうございます！　アイドルの途中ではない、普通の彼らの日常をお楽しみくださると幸いです。










イラスト

マヤルマ

mayaruma




ノベライズおめでとうございます！　やったー！　担当以外のアイチュウとの組み合わせということでノア君を描くのがとても緊張しましたがこのような機会を頂けて嬉しかったです！










イラスト

meij

meiji




Lancelotとプロデューサーの高校生時代が描けて楽しかったです！　投票して下さった皆さま本当にありがとうございました。
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